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　人生は疲つかれることばかりだ──一いち条じよう京きよう介すけは深いため息をついた。

　細い体に学生服を引っ掛かけた、十五歳ほどの少年である。顔立ちは整っているが、そこには表情というものが全くない。無愛想や無表情という域ではなく、元々色がない水のような静けさが、体の隅すみ々ずみにまで染しみついている雰ふん囲い気きの少年だった。

　虹にじ原はら市の郊こう外がいにある狭せまい川原には、冬の冷たい風が、やる気もなさそうに吹ふいている。頭上には灰色の曇くもり空、足あし下もとには口や鼻から血を流した、男子中学生が五人。七分ほど前に「虹原東中学・誰だれが一番強いか決定戦」とやらが始まり、今こうして二本の足で立っているのは京介だけだから、要するに勝者は自分ということになる。無む理り矢や理りこの場所へ連れて来られ、強ごう引いんに参加させられた京介としては、勝ったところで嬉うれしくも何ともなかったが。

　ぐるりと周辺を見回すと、そこら中に重苦しい気配が転がっていた。殺気や憎ぞう悪お、必要以上の闘とう争そう心しんに、根こん拠きよのない敵てき愾がい心しん──地面に倒たおれている男子生徒たちが、先ほどまで放っていた悪あしき心的感情の残ざん滓しだろう。こういった「負の感情」は、その土地に少なからぬ影えい響きようを及およぼす。そしてそれなりの訓練を積んでいる京介には、感じたくなくてもその影響を察することができてしまう。

　川原の隅に放ほうり投げてある自分の荷物のもとへ、京介は歩いて行った。鞄かばんの横には、布に包まれた長い棒状の物体が転がっている。京介が布を解ほどくと、身長ほども長さのある木製の杖つえが現れた。それは、童話か何かに登場する魔ま法ほう使つかいが持ち歩いているような、魔法の杖を連想させた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ」

　杖を地面に突つき立てた京介の唇くちびるから、表情と同じく全く感情の籠こもらない声が響ひびく。

「黄おう土どを支点に半里まで浄じよう化か。滞とどこおりし澱よどみは巽たつみへ沈しずめ」

　京介の足下の地面が、淡あわい金色の光を放った。次の瞬しゆん間かん、光は轟ごう音おんを上げて輝きを強め、波は紋もんが広がるように四方へ駆かける。周辺一帯が黄金色に染め上げられた。

　数秒後、光は消しよう滅めつし、風の音だけが戻もどった。先ほどまでと何も変わらないようではあるが、京介には漂ただよっていた負の感情の影響──土地の澱みが消えていることがわかった。

　するべきことは終わったので、荷物を取り上げて京介は歩き出した。その足首を、誰かの手が摑つかむ。視線をやると、地面に倒れた男子生徒の一人が、虚うつろな瞳ひとみでこちらを見上げていた。

「……い、一条……た、頼たのむ……起き上がらせてくれ……」

　口の端はしから血と唾つばと、何か色々な物を流しつつ、男子生徒は苦しげな声で懇こん願がんする。足を摑まれて動けないので、京介は学生服のポケットからラッキーストライクの箱を引っ張り出した。

「……よ、四時に、デートの待ち合わせなんだ……あ、あと五分で駅に行かないと、俺は、俺の人生が終わっちまう……」

　ライターで火を点つけ、煙草たばこを深く吸う。やけに鉄っぽい味がすると思い、フィルターを見ると血が滲にじんでいた。自分の唇の端が切れていることに、京介はようやく気がついた。そういえば喧けん嘩かの最中に、誰かの拳こぶしが顔を掠かすったような気はする。

　血まみれの手で京介の制服の裾すそを握にぎり、男子生徒は訴うつたえを続ける。

「……け、喧嘩にも負けて、デートにも遅おくれたら、俺は殺される……知っているだろう？　俺の彼女は『虹原レディース連盟中学生の部』の……」

「知らないし、興味もない」

　男子生徒の手を蹴けり払はらい、ついでに背中を踏ふみ越こえて京介は歩き出す。背後に響く「ひとでなしー」という泣き声を無視し、京介はもう一度ため息をついた。




　現代より溯さかのぼること、およそ千八百年。小国の分立する日本のとある地方に、一人の巫女みこがいた。巫女は光こう儀ぎ大たい神しんという強力な精せい霊れいに仕え、平和に貢こう献けんしていたというが、時の戦いくさにより、精霊の体が粉ふん砕さいされてしまう。だが、命の尽つきた精霊の欠片かけらには霊力が残っており、巫女が欠片を地中に埋うめると、その地は加護を受け清められた。

　後世、精霊の欠片は巫女の子孫によって、世界中の大地へと埋められた。欠片の繫つながりを総称して「光こう流りゆう脈みやく」と呼び、光流脈より力を引き出し、世の平へい穏おんのために働きかける者を光流脈使いという。現在、世界には二千人近い光流脈使いが存在する。

　そして、虹原市に住み、ごく普ふ通つうの公立中学に通う一条京介もまた、巫女の血統を引き継ついだ家系の出身であった。




　光流脈統とう轄かつ管理本局──通称「本家」は、虹原駅の東口、両りよう隣どなりをドーナツショップとレンタルビデオ店に挟はさまれた、縦長の古いビルにある。全世界に存在する、光流脈使いの元もと締じめ的存在組織である。

　ビルの裏手には別館があり、一条京介に用があるのはそちらだった。別館は研修課専用の施し設せつになっている。

　一階フロアの片隅、研修課実技情報センターと呼ばれる部屋へ、京介は向かった。数すう脚きやく並んだ長なが椅い子すと、備え付けの大型テレビ、窓口の向こうから緊きん張ちよう感かんのない笑い声が響く受付カウンター──部屋の印象は、暇ひまな銀行か個人医院の待合室のようである。実際、そこにいる人間の数も、数えられる程度だった。

　テレビの真ん前の席には、虹原東中学の制服を着た少女が座っていた。少女は時代劇の再放送に夢中になっており、画面の中で江え戸ど侍ざむらいが必殺技わざを繰くり出すごとに「おー」とか「だー」とか、意味不明な歓かん声せいを上げている。少女が叫さけぶごとに、両耳の上で二つに結ゆった、長い黒くろ髪かみの束が、強気そうに揺ゆれていた。

　少女の隣には中年の男がいて、ちらちらと彼女の横顔と短いスカートの裾を窺うかがいつつ、じりじりと距きよ離りを詰つめていた。少女はテレビに完全集中しているので、その男の変質的な雰ふん囲い気きを察することもないようだ。教えてやるのも面めん倒どうくさかったので、京介は黙だまって、彼女から二つほど離はなれた後ろの席に座った。──その瞬間、少女がぐるりと振ふり返って吠ほえた。男がびくっと震ふるえ、椅子の上で飛び跳はねる。

「遅おそいわよ京介。学校が終わったら、すぐに研修課で待ち合わせって言ったでしょう？　あんたが待たせるから、時代劇も佳か境きようだわ」

「そうか。よかったな」

　椅子の上で足を組み替かえ、煙草に火を点けて京介が言うと、少女が履はいているスリッパを投げてきた。攻こう撃げき圏けん外がいにいるはずの変態そうな男が、何な故ぜか「きゃん」と変態そうな悲鳴を上げる。

「よくないわよ、全然よくないわ。何なのあんた、その顔。唇くちびるの端っこ、切れてるじゃないの。また喧嘩していたんでしょう」

　怒ど鳴なり散らす少女の顔形は、長い頭とう髪はつを除けば京介とそっくりであった。少女の名前は一条豊ゆた花か、京介の双ふた子ごの妹である。二に卵らん性せい双そう生せい児じではあるが、共に母親似なので、二人の容姿だけは酷こく似じしている。

　椅子の背から身を乗り出し、腕うでを振り回して京介を指差すと、豊花は眉まゆをつり上げて喚わめいた。

「喧嘩なんて最低よ。無意味に他人や自分を傷つけて、何になるって言うの。あんたねえ、親から貰もらった体を何だと思っているのよ。粗そ末まつにしていると、今に罰ばちが当たるわ。他人にだって優やさしくしなきゃいけないんだから。暴力はよくないのよ──ちょっとおっさん、どこ触さわってるのよ、ふざけるんじゃないわよ」

　ついに接せつ触しよくを試みてきたらしい隣の変態男を、豊花は鮮あざやかな裏うら拳けんで撃退した。男は悲しげな悲鳴を上げて、部屋の隅すみまで転がっていった。

　豊花は京介へ視線を戻もどすと、ぎろりと瞳ひとみを光らせ、力強く言い放った。

「喧けん嘩かなんかしている暇があったら、早く課題をこなして、さっさと研修を修しゆう了りようさせるのよ。正式な術者にならないと、報ほう酬しゆうだって入ってこないんだから。わかったわね？」

「わかった、と思う」

「『と思う』って何よ。あんた、態度が可愛かわいくないわよ。さっきだってあたしに声もかけないでさ。挨あい拶さつは人生の基本よ。会話は魂たましいのキャッチボールなの。あ、次回予告！」

　振り返った時と同じように、豊花は勢いよくテレビへ向き直った。急激に静せい寂じやくの戻った視界へ、京介は静かに煙けむりを吐はく。

　外見はよく似た兄きよう妹だいであるが、性格や感情表現は全く対照的だった。生まれる前に母親の胎たい内ないで、豊花が京介から感情という全すべてのものを吸い取ってしまったのではないか、と彼らの父親は推量している。だが、吸い取られたにしても、妹の感情表現は人の二倍以上だろうし、それに豊花の強気で豪ごう快かいで破は壊かい的な言動の一つ一つが、元々は自分の中にあったものだとは、どうしても京介は思えなかった。

「次回はライバルの門下生と勝負か……何かこの侍、毎回同じことしてるわよね。さっさと免めん許きよ皆かい伝でんしなさいよね」

　テレビの画面に向かって、豊花が偉えらそうに口を尖とがらせる。ナイター中ちゆう継けいに向かって、監かん督とくでもないのに「ピッチャー交こう替たいだ」と勝手な指示を飛ばしている父親に似ていた。

　京介たち双子の立場は、光流脈矯きよう正せい術者の研修生、という位置にある。世界中の大地を網もう羅らする光流脈には致ち命めい的な欠点があり、外的要因を受けて機能が低下するという事態がしばしば起き得うる。外的要因というのは、土地に住む生物の悪あしき感情や、大地そのものの環かん境きよう悪化など、様々な事じ項こうがあるが、障害を起こした一部を放置しておくと、光流脈全体に影えい響きようが及およんでしまう。修復が必要な箇か所しよ──土地に対し、修しゆう繕ぜん作業を専門に請うけ負う光流脈使いは、矯正術者と呼ばれる。

　正式な矯正術者になるためには、数年の研修期間を経なければならず、京介と豊花は中学に入学した年から今日までの三年間、研修課でノルマをこなす日々を送っている。研修修了に三年前後の時間がかかるのはごく標準的な早さだが、当然、時間は術者個人の能力によって異なる。今、部屋の隅で泣いている変態男のように、中年代を過ぎても研修中の術者もいるわけである。

　ノルマ達成には、段階分けされた学科試験と、規定数の矯正作業を行なう実技課題との、二コースを消化しなければならない。京介たちは双子の兄妹ということで、二人セットで一研修生として数えられている。百八つ課せられた実技課題をあと一つ修了すれば、研修が明ける予定だ。

　と、その時、部屋の中に軽かろやかなチャイムが鳴り響ひびいた。

『情報センターから、お知らせでーす。午後四時半の澱よどみをご報告しまーす』

　室内アナウンスで、甘ったるい女性の声が聞こえた。途と端たん、泣いていたはずの変態男が「マリちゃーん！」と叫さけんで起き上がる。アナウンスの女性は実技情報センターの職員で、一部研修生の間でマニアックな人気を得ているという。

　テレビのスイッチを叩たたき切り、豊花が大きな瞳を天てん井じようのスピーカーへ向けた。研修生は、市内にある「研修指定区域」という土地の中で発生した、矯正必要箇所──術者の専門用語で「澱み」と呼ばれる場所の処置を、実技課題として与あたえられる。京介が川原で行なったような所業は、課題としての矯正作業には加算されない。

　澱みの報告は日に三度、ここ情報センターからの放送で知らされる。京介たちは日中は中学校に通っているため、夕方の放送一回で課題を取りにかからなければならない。

　スピーカーを艶なまめかしく震ふるわせ、マリちゃんのアナウンスが続く。

『虹原市七丁目三番十号付近。この時間は一件でーす。矯正希望の研修生は、受付まで必要書類を取りに来てくださーい。以上、情報センターの佐さ藤とうマリでしたー』

　アナウンスが終わると、豊花が椅い子すを蹴けっ飛ばして受付に走った。変態男は「マリちゃーん」と叫びながら、部屋を飛び出して行った。何をしに来たのかは不明だが、実技課題を求めて来たのではないようだ。

　課題を受ける権利は、受付で必要書類を手にした者の早い者勝ちであるから、センターに待機している人数が多いほど、競争率は跳はね上がる。外気の冷え込みが厳しいのも無関係ではないだろうが、今日はたまたまセンターが空すいている。これならば豊花が書類を貰もらえるのは間ま違ちがいないだろう、と京介が思っていると。

「あたしのよ、あたしが先なのよ、あたしが一番なのよー！」

「うるせえ、俺の方が先だったぞ、絶対そうだぞ、バカ、バーカ！」

　受付の前で、豊花といがぐり頭の少年が、一つの書類を引っ張り合って騒さわいでいた。

　少年の方は、たまに研修課で見かける顔で、確か宮みや沢ざわという名前だった。本人に確かく認にんしたわけではないが、恐おそらく年ねん齢れいも研修の進み具合も、京介たちと同じくらいではないかと思われた。京介が気がつかなかっただけで、どうやら今日は宮沢も課題待ちをしていたらしい。

「じゃんけんでもしてさあ、さっさとどっちかに決めちゃってよねえ……」

　受付のおじさんが、カウンターの向こうから欠伸あくび混じりにそう言った。書類を摑つかんだままの豊花が、歯を剝むき出して怒ど鳴なる。

「じゃんけんなんか、ただの運うん試だめしじゃないの。世の中は弱肉強食なんだから、力で勝負しましょうよ。いいわよね、嫌いやなら手を離はなしなさいよ」

　すると、宮沢の方も目をぎらぎらさせて怒鳴り返した。

「望むところだ！　お前こそ後で泣きべそかいたって知らねえからな！」

「あたしは泣かないわよ。だってあたしは戦わないもの。──京介！　何してるの、こっちに来なさいよ」

　犬でも呼びかけるような口調で豊花に声をかけられ、京介は静かにため息をついた。さっき豊花は、暴力反対とか何とか言っていなかったか。まあ、彼女の言動に統一性が見当たらないことなんて、生まれた時からわかっていることではあるが。

　室内の専用灰皿に吸い殻がらを捨て、京介は受付の前へ歩いていった。窓口の向こうでは、何か面おも白しろそうなことが始まると勘かん違ちがいした職員が、鈴すず生なりになっている。

「出たな、双ふた子ごの片割れ一号」

　一いつ旦たん書類から手を離し、体の前で両の拳こぶしを構えながら、宮沢が不敵な笑えみを浮うかべた。

「お前らのことは、前々から気にくわなかったんだ。二人でノルマをこなすなんて、ずるいじゃねえか」

「おれだって、好きで組んでいるわけじゃない」

「いっそのことよ、お前らまとめて一人の人間になっちまった方がいいんじゃねえか？　同じ顔した奴やつが二人もいたって、意味ねえじゃん。鏡だって一つあれば十分だろうが」

「鏡はあんな、好戦的な目でおれを見ない」

「まあいいや。それよりお前、降参するなら今のうちだぜ。何を隠かくそう、俺は虹原西中の虐ぎやく殺さつ帝てい王おうと呼ばれた男……うぎゃあ」

　全すべてを言い終わる前に、宮沢は鼻から盛てい大だいな血ち飛沫しぶきを上げて転てん倒とうした。話を聞くことに飽あきたので、京介が軽く殴なぐってやったからだった。

　窓口の野次馬から、拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸わき上がった。何もしていない豊花が、書類を掲かかげて歓かん声せいに応こたえる。豊花はしばらくピースサインを振ふり回していたが、やがて思い出したように、倒たおれた宮沢の背中を踏ふんで言った。

「あんたさっき、同じ顔した人間は二人もいらないって、双子を馬ば鹿かにしたでしょう。失礼よ。謝りなさいよね」

「……うう……」

「スペインの方の、どこかの田舎いなか町では、七つ子を生んだ女の人が町から表ひよう彰しようされたのよ。それは七つ子が七人揃そろって発揮する超能力で、謎なぞの遺い跡せきを発見したからなんだから」

「……ううう……意味がわからねえ……」

「双子を見たくらいで、ガタガタと大騒ぎしているんじゃないってことよ。わかったら謝りなさいよ。そして有り金全部出しなさいよ」

「豊花、行くぞ」

　ただの恐きよう喝かつ少女に落ちぶれてゆく豊花に声をかけ、京介は出口に向かった。スペインの七つ子が、少しだけ羨うらやましかった。七人もいれば、自分一人くらい何もしないでも、愚おろかな妹のフォローは誰だれかがしてくれるに違いない。




　虹原市七丁目三番十号──研修指定区域にあるその住所には、コンビニエンスストアが一軒けんあるだけだった。人通りの多い道から一本外れた場所にあるせいか、あまり繁はん盛じようしていなさそうだ。薄うす汚よごれた看板の照明が、暗い夕ゆう闇やみに陰いん気きな光を投げている。

「確かに、何か澱よどんではいるわね」

　コンビニの前に立ち、豊花が辺りを見回して鼻を鳴らすように言った。彼女の片手には、長い木の杖つえが握にぎられている。玲れい洗せん樹じゆの枝という術具の一種で、光流脈使いの必ひつ需じゆ品ひんである。京介も自分用の玲洗樹の枝で、肩かたをゆっくりと叩たたきつつ、周辺の気配を読んでいた。

　静かな住宅地である。街灯の数が少ないのが気になる程度で、特に異常があるような場所には見えない。だが、術者にしか感知できない、澱みの気配のような「何か」は明らかに漂ただよっていた。課題を終わらせるには、この土地の澱みの原因となるものを見み極きわめ、解消し、矯きよう正せいしなければならない。

　店の中も調べてみよう、と豊花が提案し、コンビニの自動ドアに突とつ入にゆうしていった。店内に客は一人もおらず、レジでアルバイトらしい若い女性店員が、暇ひまそうに事務的な作業をしていた。

「今週の牡お羊ひつじ座ざの運勢は……」

　店内を調べる、と宣言したはずの豊花は、雑誌コーナーに陣じん取どって立ち読みを始めていた。ファッション雑誌の占うらないコーナーを開き、頼たのんでもいないのに内容を朗読してくれる。

「思わぬ邪じや魔まが入って計画がパーに。ラッキーアイテムはチーズケーキとアップルパイ。わかったわ、京介、買ってきて」

　デザートコーナーをびしっと指差し、豊花が命じる。京介はため息をついて答えた。

「自分で買え」

「あんたのラッキーアイテムでもあるのよ。京介はあたしと同じ誕生日なんだから」

「おれは占いなんか信じない」

「あんたが信じなくてもあたしは信じるの。ほら、お財さい布ふ出しなさいよ」

　京介の制服のポケットから強ごう引いんに財布を抜ぬき取り、豊花が中身を確かく認にんする。露ろ骨こつに嫌そうな表情を浮かべ、豊花は呻うめいた。

「うわあ、何よこれ。三百円しか入ってないわ。信じられない」

「家に戻るまでに煙草たばこが一箱買えれば、それでいい」

「あんたさあ、放課後、急に友だちと千円でピザ二百枚食べ放題に行くことになった時とか、急に本屋で『ちょんまげガッツ江え戸ど侍ざむらい』の原作本が買いたくなった時とか、どうするのよ」

「そんなことにはならない」

「つまんない人生……。あんた、生きていて楽しい？」

「考えたことがないな」

「変な奴。だって、三百円よ？　ねえ。もうさあ、本当、さっさと正式な術者になって、しっかり報ほう酬しゆうを稼かせげるようにならないとね。お菓か子しもろくに買えないような人生なんて、あたしは嫌いやよ」

　豊花がそう言って、京介の肩を叩いた時、自動ドアが音を立てて開いた。

「いらっしゃいま……」

　言いかけた店員の声が止まる。不ふ審しんに思い、京介と豊花は同時にドアの方に目をやった。そこには、白い目出し帽ぼうを被かぶった、背の高い人物が立っていた。目出し帽は両目の周辺にだけ黒い縁ふち取どりがしてあるので、パンダのように見えなくもない。が、その滑こつ稽けいな顔とは裏腹に、右手には出で刃ば包ぼう丁ちようが握られていた。
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「う、う、動くな！」

　レジに向かって包丁を突つき出し、目出し帽が叫さけんだ。声からすると男らしい──男は更さらに包丁をでたらめに振ふって、怒ど鳴なった。

「い、今すぐ有り金全部出しやがれ！」

「豊花と気が合いそうだな」

　男の言葉に京介が率そつ直ちよくな感想を述べると、思い切り豊花に後頭部を叩かれた。

「何を落ち着いているのよ！　強ごう盗とうよ、強盗なのよ」

「お、お前らも動くんじゃねえ！　ぶぶ、ぶっ殺すぞ！」

　男──強盗は包丁を振り上げ、京介たちに向かって威い嚇かくしてきた。だが、そんなもので豊花が怖こわがるはずもない。豊花は玲洗樹の枝を構えると、きらりと瞳ひとみから好戦的な光を放ち、言った。

「明日の新聞の見出しは『豊花ちゃん強盗を瞬しゆん殺さつ』で決まりだわ。色んなところから色々表ひよう彰しようされて、これから色々大おお忙いそがしだわ。いい、京介？　あたしの勇姿をくっきり網もう膜まくに焼き付けておいて、それを鮮せん明めいに新聞記者に伝えるのよ。とりゃー！」

　奇き声せいを発し、豊花が強盗に飛びかかって行った。通路に置いてあった、返品予定の商品が蹴けっ飛ばされ、派は手でな音が上がった。レジの店員がつられて悲鳴を上げ、強盗が怒鳴る。京介は豊花が落とした雑誌を拾い、棚たなに戻もどした。

　強盗の手刀が豊花の腕うでを打ち、玲れい洗せん樹じゆの枝が床ゆかに転がった。拾おうとした豊花が体のバランスを崩くずし、盛せい大だいに転てん倒とうする。勝手に転んで勝手に泣き喚わめく彼女を引きずり起こし、強盗は豊花の喉のど元もとに包丁を突きつけた。店員が絶ぜつ叫きようを上げ、どこかへと走り出そうとする。強盗がもう一度怒鳴った。

「だ、黙だまれ！　動くな！　全員黙って武器を捨てろ！　このガキを刺さすぞ！」

　店員はわあわあ言いつつ、両手をあげて壁かべに張り付いた。強盗はそれをパンダ目の奥で確認した後、京介に向き直って叫ぶ。

「ぶ、武器を捨てろって言ってるだろうが！　お、お前も捨てろ！　俺は本気だぞ！　本気で刺すぞ！」

「京介の馬ば鹿か！　あたしが刺されて死んだら、絶対ひどい目に遭あわせてやる。どのくらいひどいかなんて、あんたなんかには教えてやるもんですか」

　強盗よりも恐おそろしい顔をして訴うつたえる豊花にため息をつき、京介は玲洗樹の枝を床に置いた。店員の恐きよう怖ふ心しんと、豊花の騒そう然ぜんとした感情──そういった様々な気配で、店内の空気が澱よどみ始めている。

　だが、それらを抜ぬきにしてみても、パンダのような顔をした強盗の周辺には、明らかな負の感情が漂ただよっていた。それが、店に入る前から感じていた澱みの気配──つまりは課題の対象と同じだということに、京介は気がついた。




　恐らくは、この男が強盗計画を練りつつ、コンビニ周辺の土地を歩いていたことが原因で、澱みが発生したのではないだろうか。澱みのある場所では、犯罪が行なわれているケースが多い、という統計を京介は思い出した。

「お腹なか空すいた……」

　暗い天井を見上げ、豊花が呟つぶやく。他ほかの客が入ってこないように、コンビニの照明は落とされていた。自動ドアも動かなくなっているようだ。

「遅おそい……」

　目出し帽の男が、忙せわしなく首こうべを左右へ回めぐらせている。強盗は京介と豊花をレジの内側に押し込め、包丁を突きつけて牽けん制せいしていた。二人を人ひと質じちにして、店員に金を出させようとしたのだ。レジの中にはあまり入っていないということで、アルバイトの女性は奥の事務室に行っていた。強盗はしっかり「警察を呼んだら人質を殺す」と釘くぎを刺しておいてくれた。

　壁に寄りかかり、赤あか錆さびた包丁の先を眺ながめながら、京介は考えていた。別に縛しばられているわけではないので、強盗に反はん撃げきすることは可能だ。男の向こう側の床には、没ぼつ収しゆうされた玲洗樹の枝もある。だが、相手の落ち着きのない様子などから、下手に刺し激げきするのは危険かと思った。暴れられて、自分はともかく本当に豊花が刺されたら、どんなにしつこい報復が待っているか、容易に想像がつく。そして何より、相手は澱みの原因なのだ。ここで叩きのめしても、また別の場所で再犯を起こされては困る。男の中から、犯罪を生む可能性を潰つぶさなくてはならない。

「ねえねえ、パンダのおにいさん」

　腹が減って緊きん張ちよう感かんが解けたのか、豊花が強盗に話しかける。男は不ふ機き嫌げんそうに、パンダ目の奥で瞼まぶたに皺しわを寄せた。

「だ、誰だれがパンダだよ！」

「だって、パンダみたいなんだもの。その覆ふく面めん」

「う、うるさいなあ。家にこれしかなかったんだよ」

「何で家にそんなものがあるのよ。あんた、強盗が趣しゆ味みなの？」

「ち、違ちがう！　去年の会社の忘ぼう年ねん会かいで、銀行強盗のコントをやったんだ！」

「じゃあ、今回が初犯なわけね？　会社にバレたらクビにされるわよ」

「だ、だ、黙れ！　会社は潰れちまった！　俺には怖こわいものなんかない！」

「あらあ、羨うらやましいわ。あたしなんか、怖いものたくさんあるわよ。赤点でしょう、補習でしょう、マラソン大会でしょう。京介は何が怖い？」

「強しいて言えば、姉貴」

「ああ……お姉ちゃんは冗じよう談だん抜きで本当に怖いわよね。昨日もあたし、本気で泣かされたわよ。どうして寄せて上げるブラを無断で借りただけで、半殺しにされなきゃいけないの」

「お、お、お前ら勝手に喋しやべるなよ！」

　強盗が包ほう丁ちようを振ふり上げる。暗い店内に震ふるえる怒ど号ごうが反はん響きようした。

「じゃあさあ、パンダのおにいさんも一いつ緒しよに話しましょうよ。だったらいいでしょう？　あたし、三秒以上黙っていると、何だか頭がおかしくなってくるのよね。で、おにいさんはどうして強盗なんかしたの？」

　豊花は強盗の了りよう承しようを得る前に、勝手に質問を繰くり出した。強盗は唸うなっていたが、もう怒鳴り出すことはなかった。渋しぶ々しぶと言った感じで、肩かたを軽く落とし、答える。

「……それは、金が必要だからだよ……」

「何で必要なのよ。まあ、あたしもお金は大好きだけど」

「い、色々あるんだよ、大人になると……。会社が倒とう産さんしたり、同どう棲せいしていた女に通帳持ち逃にげされたり、麻マー雀ジヤンで負けたり。金がないと生きていけないだろうが」

「ふうーん。おにいさん、大変なのね。そんなパンダみたいな覆ふく面めんしているから、愉ゆ快かい犯はんなのかと思ったわ」

「愉快なもんか！　もう、人生なんかちっとも面おも白しろくないぞ！」

「面白くないのに、どうしてそんなにまでして生きようと思うんだ？」

　京介は本心からそう思い、尋たずねてみた。強盗も豊花も、きょとんとして京介を見る。

「強盗したり、占うらないを信じたり、課題を取り合ったり、誰が一番強いのかを決めるために殴なぐり合ったり……そういうの、疲つかれないか」

　店内が静まりかえった。静せい寂じやくを破るように、豊花が鼻息を吐はいて京介の頭をぴしゃりと叩く。唇くちびるを尖とがらせ、豊花は言った。

「暗いのよ、京介は。人生が疲れるなんて、当たり前でしょう？　疲れたら、食べたり眠ねむったりすりゃいいのよ。それで、また面白いことを探しに行けばいいのよ。人生ってそんなものじゃない。あんたはねえ、このおにいさんくらいの根こん性じようを持たないと、立派な術者にはなれないわよ」

　強盗は複雑そうに目を伏ふせて、首を捻ひねっていた。恐おそらく、褒ほめられたのか叱しかられたのか、判断がつかなかったからだろう。

　豊花が満足そうに演説を終えた時、店の外から、けたたましいサイレンの音が聞こえてきた。サイレンはこちらに向かって近づいているようで、すぐ近くで最大音を迎むかえたと同時に、止まった。

　不ふ審しんそうに背後を振ふり返った強盗が、「ぎゃあ」と叫さけび、一メートルほど跳とび上がった。京介も強盗の後ろから、店の張りガラス越ごしに外の様子を窺うかがってみた。コンビニのすぐ前に、赤いランプを点灯させたパトカーが数台停とまっている。事務室に金を取りに行っているはずの店員が、いつの間にか外におり、パトカーのもとへ駆かけ寄ってゆく。京介の隣となりで豊花が歓かん声せいを上げた。

「警察だわ！　あの店員さん、こっそり通報していたのね。素す晴ばらしいわ、あたしが店長だったら、レジ番以上の地位につけてあげるわよ」

「よ、喜んでいる場合かよ！」

　包丁の柄えを握にぎりなおした強盗が、血走った目で豊花を睨にらむ。

「お、俺はあの店員に、警察を呼んだらお前らを殺すって言ったんだぞ！　つ、つまり、お前らは見捨てられたんだ！　喜んでいないで怒おこったらどうだ！」

「そう言えばそうね……そうよ、何で警察が来るのよ！　何なのよ、一体どういうことなのよ、あの馬ば鹿か店員。あたしが店長だったら、あいつの時給を二円にしてやる」

　腕うでを振り上げて豪ごう快かいに唸る豊花の声を搔かき消すように、外から拡声器を通した警察の声が飛んできた。人ひと質じちを解放しろとか、無む駄だな抵てい抗こうは止やめろとか、お決まりの台詞せりふを言っている。

「く、くそ……いつもこうだ……いつもうまくいかない……」

　握った包丁を震わせ、強盗は吐き捨てるように呟つぶやいていた。彼の腕の震えに合わせ、周辺の空気が重みを増してゆく。強い負の感情が、周囲に影えい響きようを及およぼしているのが京介にはわかった。

「……あいつが騙だましたから会社は潰つぶれて、あの女は結局俺のことなんか愛していなくて、借金取りから匿かくまってくれると言ったあいつは、三日で裏切った……人は汚きたない奴やつらばっかりだ、誰も信用できない……！」

　強盗が黒い影かげを引きずり、京介たちに向き直った。パンダ目の奥の瞳ひとみは、殺気によって異様な光を揺ゆらしている。包丁をこちらへ突つき出すと、男は掠かすれた声で言った。

「も、もうどうでもいい……金なんか……元々俺は、金が欲しかったわけじゃないんだ……ただ、最後に落ちぶれる場所を探していただけなんだ……」

「ちょっとおにいさん、大だい丈じよう夫ぶ？　手がめちゃくちゃ震えているわよ」

　豊花の問いかけに、男は目出し帽ぼうに包まれた頭を狂くるったように左右に振った。

「だ、大丈夫なもんか！　俺は死ぬ、お前らを殺して俺も死ぬ！」

「何でそうなるのよ。落ち着いて警察に抵抗して、面白いところを見せてよ」

「う、うるさい！　お、お前から死ね！」

　包丁を構え、男は豊花に飛びかかってきた。豊花が甲かん高だかい悲鳴を上げる。京介は彼女を押しのけると、代わりに男の前へ立ちはだかった。左の上じよう腕わん部ぶに鈍にぶい痛みが走り、赤い血の雫しずくが数すう滴てき、床ゆかに散り、それを見た豊花の悲鳴が音量を増した。

「わ、うわあ！　ごめ……ごめんっ、俺、そんなつもりはなくて……わあああ！」

　京介を斬きった包ほう丁ちようを放ほうり投げ、男が慌あわただしく後退した。床を滑すべる包丁を踏ふみ止とどめ、京介はため息をつく。初めに包丁を持つ手が震えているのを見た時から、この男は凶きよう器きを持つことも、人を傷つけたことも今までなかったに違ちがいない、と思っていた。そしてどうやら、その予想は正しかったらしい。こういう相手は、他人を傷つける感かん触しよくを少しでも味わわせてやれば、大抵が恐れ入って戦意を喪そう失しつしてくれるものだ。稀まれに、感触が気に入って、攻こう撃げきを続ける奴もいるが──今まで踏んできた、下らない喧けん嘩かの経験が役に立ったと京介は思った。

　混乱した豊花が、意味もなくそこら中で跳はねながら、わあわあと泣き始めた。

「うわあああん、京介が、あたしのせいで京介が、ごめんね京介、今までごめんね、京介の体育着盗ぬすんで、クラスの女子に売ってごめんね」

「お前、犯罪だぞそれ……」

「だからごめんって言ってるでしょう、もうしないから、絶対しないから、死なないで京介」

「このくらいの怪け我がじゃ死なない。慣れてる」

「あんたねえ、慣れるんじゃないわよ、そんな怪我。前にも言ったけど、本当に体を粗そ末まつにしていると、先祖代々に祟たたられて墓場で泣かされるわよ」

　三秒前までは泣き叫んでいた豊花が、前歯を剝むいて怒った。真ま面じ目めに相手をしていると疲つかれて仕方がないので、京介は彼女を無視し強ごう盗とうに歩み寄る。男は「ぎゃっ」と一声叫ぶと、床に尻しり餅もちをついた。

「どいてもらえるか」

　静かに告げると、京介は男の横を通って、床の先に転がっている玲れい洗せん樹じゆの枝を拾い上げた。男は反撃されると勘かん違ちがいしたらしく、ばたばたと頭を下げてきた。

「す、すまない！　お、俺が悪かった！　自首するから、おとなしく自首するから、許してくれ！」

「許すとか許さないとか、おれにはそんなつもりも権利もない」

　制服の袖そでを伝って、手首まで流れてきた血を降り落とし、京介は言った。閉とざされた自動ドアの向こう、複数名の警官が何か呼びかけているが、面めん倒どうくさいので放っておく。

「あんた、人が汚いとか、信用できないとか言ってたな。だから自や棄けになって、犯行に走った訳か」

「あ、ああ……」

「人の心が汚くて信用できないのは、当たり前のことじゃないのか」

　視線をやると、男は呆ぼう然ぜんとした目つきで京介を見上げていた。玲洗樹の枝を両手で握にぎりながら、京介は続ける。

「うちの親おや父じは道行く美人にみとれただけで、おふくろに本気で目玉をほじくられそうになった。姉貴は山やま籠ごもりが趣しゆ味みで、非常食だと言っておれを無む理り矢や理り連れて行く。妹は妹でこんなんだし。肉親でさえこうなんだ、他人なんかもっと辛つらく当たってくる」

「お、お前……」

「騙したとか裏切られたとか、そんなことでいちいち自棄を起こしていたら、多分おれは一年以内に過労死する。あんたの寿じゆ命みようは、大丈夫か？」

「……お、お前って何か……」

　男のパンダ目に、じわりと涙なみだが浮ういていた。

「若いのに、色々苦労してそうだな……」

「あんたほどじゃないと思うけど」

「そうか……まあ、頑がん張ばろうな、お互たがい」

　男がそう言って肩かたの力を抜ぬいた瞬しゆん間かん、彼の体から漂ただよっていた負の感情が消失した。

「ちょっとちょっと京介、何よ、さっきの『妹は妹でこんなんだし』って」

　京介の苦労の主な原因である豊花が、ぶうぶうと頰ほおを膨ふくらませながら駆かけ寄ってきた。京介はそのフグのような顔から目を逸そらし、辺り一帯の澱よどみを矯きよう正せいすべく、玲洗樹の枝を構えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。戌いぬより巳みへ一里四方を浄じよう化か」

　矯正術の呪じゆ文もんを唱えると、大地が反応し、一瞬だが店内を目ま映ばゆい光が包んだ。修復箇か所しよを「澱み」と呼ぶことに対し、矯正作業を「浄化」と表すこともある。矯正術はその名の通り、土地を清める力だった。

　術の効力範はん囲いに周辺の土地全体を指定したので、力はコンビニの外にも及およんでいるはずである。自動ドアの向こうで警察がざわめいているのは、術の効用により辺りの地面が輝いたせいだろう。

　呆あつ気けにとられている男にはもう声をかけず、京介は豊花に言った。

「戻もどろう。研修課に報告しないとならない」

「ああ、やっと終わったわねえ……」

　豊花は満面の笑えみで天てん井じようを見上げた。これで実技課題が修しゆう了りようになると思うと、京介も何となく肩が軽くなった気がした。

　と、その時、コンビニの外のざわめきが大きくなった。京介が顔を上げたと同時に、自動ドアのガラスが派は手でな音を立てて砕くだけた。京介の背後で男が悲鳴を上げ、レジの奥へ逃にげ隠かくれる。しかし、店内に突とつ入にゆうしてきたのは警察ではなく、いがぐり頭の一人の少年だった。

「よう、双ふた子ごの一号、二号……」

　右手に大きなスコップ、左手に長い杖つえを手にした少年──研修生の宮沢が、不敵な笑みを投げてきた。宮沢はドアを破るのにかなり苦労したらしく、冬の夕方だというのに、額からだらだらと汗あせを流していた。

「光流脈使いってのも、面倒くせえ職業だよなあ。一いつ般ぱん人じんの前で、みだりに力を見せたらいけないとか、無害な奴やつを術で傷つけるな、とか……この力を使っていいんなら、俺はとっくに日本一強い中学生になってるんだけどなあ」

　スコップを床ゆかに放ほうり投げ、宮沢が言う。壊こわれたドアの後ろで、警察が「危ないから戻ってきなさい」と騒さわいでいた。京介は静かに眉まゆを寄せ、尋たずねる。
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「何か用か」

「用かじゃねえよ。課題の指定場所で、お前らがコンビニ強ごう盗とうにとっ捕つかまっているって聞いて、来てやったんだよ。やっぱり、この課題は俺がやった方がよかったんだ。今からでも遅おそくねえからさ、俺に譲ゆずれよ。なあ？」

　偉えらそうに胸を張り、宮沢が口の端はしで笑う。俺は渋しぶい男なんですよ、というのを無理矢理誇こ張ちようしているような笑みだった。

　深くため息をつき、京介は言った。

「お前、わからないのか」

「何がだよ」

「感知できないのなら、別にいい。澱みはもう浄化した。全部終わった。お前の出番はないから帰れ」

「……は？」

　宮沢は目をぱちくりさせると、忙せわしなく店内を見回した。澱みの気配を感覚で察する能力は、個人差がある。正式な術者になれば、専用の探知術具が配給されるが、課題として与あたえられた場所へ赴おもむくだけの研修生が頼たよれるのは、自分の感覚だけだ。

　あちこちへ飛ばしていた視線が、レジの奥にいる目出し帽ぼうの男を見つけると、宮沢は鼻の穴を三倍ほど広げて怒ど鳴なった。

「ふざけんな、噓うそつくんじゃねえよ、双子の片割れ一号！　あいつ、強盗犯だろう？　あいつを倒たおさないと、澱みは消えないんじゃねえか。絶対そうだ、そうに違ちがいない」

「だから、もう終わったって言っているだろう」

「黙れ！　そうやって俺を出し抜いて、研修を修了させるつもりだな。お前らに先に行かれてたまるもんか。俺はなあ、研修課に入った三年前から、お前のことをライバルだと決めていたんだ」

「おれはつい先月、お前の存在を知った」

「あ、何か腹立つ！　もー、そこをどけ、双子の一号！　強盗犯諸もろ共とも、吹ふっ飛ばされても知らねえぞ！」

　宮沢が玲れい洗せん樹じゆの枝を振ふり上げて叫さけんだ。レジの奥で男が「喧けん嘩かはやめなよ」と言っている。彼に避ひ難なんを勧かん告こくしようと、京介が後ろを向いた時、宮沢の呪文が始まってしまった。

「流れよ、大地を走る輝く女神。大気を集つどいて対象を風圧。午うまより出いでて子ねへ沈しずめ」

　京介は慌あわてて振り向いた。宮沢の前方で、空気が渦うずを巻いて大きな球を築き始めている。大地に張り巡めぐらされた光流脈からは、矯正術以外にも、様々な力を引き出すことが可能だ。定型言語の羅ら列れつと、力の発動する効力範はん囲いを設定し、呪じゆ文もんとして唱えれば、あらゆる奇き跡せきを起こせる。

　宮沢が唱えた術は、空気を凝ぎよう縮しゆくさせ、その塊かたまりを飛ばすことによって対象を払ふつ拭しよくするものだった。発動までに時間がかかるのが難点だが、研修生の使える術は、こんな類たぐいのものばかりだ。京介は舌打ちをし、自分の玲洗樹の枝を構えて、呪文を唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ──」

　宮沢の術を相そう殺さいさせるほどの力を当ててやればいい──だが、京介自身も研修生で、術のレパートリーはそれほど多くない上に、考えている余よ裕ゆうもない。結局唱えたのは、宮沢と同じ術だった。

「大気を集いて対象を風圧。子より出て午へ沈め」

「あ！　真ま似ねするなよ、てめえ！」

　文句を言う宮沢と京介との間で、大気が異常膨ぼう張ちようを始めた。めきめきという、何かが軋きしむ不ふ吉きつな音が店内に充じゆう満まんしてゆく。何な故ぜか気温が上じよう昇しようを開始し、レジのキャッシャーが勝手に音を立てて開き、宙に小こ銭ぜにを散らした。

　何かがおかしいと、京介が眉を寄せた瞬しゆん間かん──大気の塊は膨張の臨界点を超こえ、巨きよ大だいな風船が割れるような音を上げ、破は裂れつをした。コンビニの窓ガラスが全すべて吹っ飛び、床も噴ふん火かしたように跳はね上がる。どうやら術をぶつけ合った結果、力の相殺にはならず、妙みような相乗効果が生まれてしまったらしい。京介がそれに気がついた時、天てん井じようが落ちてきた。




　光流脈統とう轄かつ管理本局、研修課。実技情報センター内の大型テレビでは、夕方のニュース番組が放映されている。トップニュースの内容は、こうだった。「今日午後五時過ぎ、虹原市七丁目のコンビニエンスストアで爆ばく発はつ事件がありました。同店では爆発の三十分程ほど前から、強盗が人ひと質じちを取って立て籠こもる事件が発生しており、その最中の出来事でした。この爆発で、強盗未み遂すいの被ひ疑ぎ者しやと、周辺に待機中だった警官二十名が負傷し、病院に運ばれました。人質になっていた中学生らしき人物二名が、現在行方ゆくえ不明で……」──繰くり返して放送される映像にうんざりして、京介はテレビのスイッチを切った。

　あの現場にいながら、京介たちは奇跡的にも軽傷で済んだ。豊花に引っ張られて逃にげ出し、とりあえず本家まで戻もどってきた。余計な事件は起こしてしまったが、一応課題としての澱よどみは矯きよう正せいできたのであるから、報告すべきだというのが豊花の意見だった。

「あーあ。テレビに映れるかもしれないほど活かつ躍やくしたのに、誰にも自じ慢まんできないのねえ……」

　長なが椅い子すに寝ね転ころがった豊花が、ぼそりと呟つぶやいた。一つ離はなれた椅子の下には、宮沢が無言で転がっている。コンビニから逃げ出す時に、泣きながらついて来た宮沢は、そのまま本家まで一いつ緒しよに戻ってきてしまった。

「パンダのおにいさん、どうなっちゃうのかなあ」

「医者に聞けよ」

　背もたれに後頭部ごと体を預け、京介は火を点つけた煙草たばこを深く吸い込んだ。怪け我がはなかったが、爆発のせいで全身が煤すすだらけだった。川原の喧嘩で負った唇くちびるの傷も、強ごう盗とう犯はんに斬きられた左ひだり腕うでも、面めん倒どうくさいのか痛みも訴うつたえない。痛覚は体に治ち癒ゆを促うながす信号だと、何かの本で読んだことがあるが、どうやら京介の体は信号を送ることを放ほう棄きしたようだ。まあ、送られたところで何もできないほど疲ひ労ろうしているので、かえって楽ではあったが。

　長椅子の上で、目だけを動かして豊花が言う。

「怪我もそうだけど、強盗の罪はどうなるのかしら」

「大したことにはならないんじゃないのか。結局、あの男は何も奪うばっていないんだし」

「そうよねえ。どちらかと言えば、あのおにいさんの方が被害者だもんね。ああ、後味の悪い事件だわ。まあ、あたしは何もしていないから、良心は痛まないけれど。京介は便利よね。痛むような繊せん細さいで情のある心は、生まれつき持ち合わせていないもの」

「…………」

　豊花はそれ以上何も言わず、面倒くさそうにほつれた髪かみの毛をいじっていた。

「えーと、一条京介さんと、一条豊花さん……」

　受付から名前を呼ばれたので、京介は緩かん慢まんな動きで立ち上がった。提出した書類に課題の認め印を貰もらえれば、もう今日やるべきことは終しゆう了りようだ。早く家に帰って、明日の朝まで死んだように眠ねむりたかった。

　豊花が椅子から飛び降り、京介を押しのけて受付カウンターへ向かう。宮沢の体を踏みつぶしたのはわざとではなく、単に急いでいたからだろう。

「はい、お疲つかれ様でしたね……」

　職員のおじさんが、のっそりと書類を差し出す。書類を受け取った豊花が、絶ぜつ叫きようを上げた。豊花の手にある書類を見ると、本来、認め印が押されるはずの欄らんには、大きく「不可」と書き記されていた。

「不可か……」

「だってねえ。あれだもんねえ」

　おじさんは苦く笑しようしつつ、窓口の内側を指差した。室内のテレビでも例のニュース番組が放映されており、他ほかの職員が「アホだアホだ」と笑ってくれていた。

「単に澱みを消せばいいってもんじゃないし、ねえ」

「はあ……」

「研修中でよかったねえ。正式な術者だったら、ものすごい減げん俸ぽうになっているよ、こりゃ」

「なになになに、ひょっとしてお前ら、不可だったのか？」

　床ゆかで伸のびていたはずの宮沢が、突とつ然ぜん起き上がると、走ってきて豊花の手から書類を奪い取った。途と端たん、宮沢は手を叩たたいて笑い始める。

「何だこれ、本気で不可？　だっせー、信じられねえ、お前ら才能ないんじゃねえの？」

「あんたが邪じや魔ましたから失敗したのよ！」

　豊花が喚わめいて、宮沢のいがぐり頭を殴なぐった。「ふぎゃあ」と喚いた宮沢の体を蹴けり倒たおすと、豊花は次に京介へ、見事な角度で眉まゆ毛げをつり上げて見せた。

「京介だって悪いのよ。牡お羊ひつじ座ざのラッキーアイテムを買ってくれないから、占うらないが当たっちゃったのよ」

「気のせいだろう」

「気のせいなもんですか。ああ、もう何だったのよ、今日の一日は。無む駄だに疲れただけじゃないのよ。恥はずかしくて日記にも書けやしないわ。あたしの青春を返して。カロリーを返して。帰って寝る！」

　マシンガンのような勢いで喚くだけ喚くと、豊花は宮沢を六回ほど蹴っ飛ばし、部屋を出て行ってしまった。

　京介は床に落ちた書類を拾い、ごみ箱へ捨て、通路の真ん中で泣いている宮沢を、部屋の隅すみへ押しやっておいた。研修修了というゴールが遠ざかってしまった。それは悔くやしくも腹立たしくもなかったが、空むなしくはあった。

　人生はやはり疲れることばかりだ──一条京介は深いため息をついた。
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豊花　ねえ京介。今、すごいことに気がついちゃった。あたしって天才かもしれない。

京介　気のせいだろう。

豊花　気のせいじゃないわよ。あのね、さっきの評価は『不可』じゃなくて、本当は『負ふ荷か』なんじゃないのかしら。

京介　負荷って。

豊花　つまり、京介はあたしの人生のお荷物だから注意しなさいって、研修課は言いたかったんじゃないのかなあと思ったの。

京介　……。

豊花　そんな悲しそうな顔をしないで。いくらお荷物でも、双ふた子ごの義理で、お墓まではちゃんと運んであげるから。

京介　悲しいんじゃなくて、空しいんだ。

豊花　空しいわよねえ、研修修しゆう了りようまでもうちょっとだったのに、邪じや魔まが入っちゃって。あの宮沢って、術者である前に、人間としてどうかと思うわよ。力もないのに目立ちたがりで、強気で、自己中心的で。

京介　おれの知ってる奴やつにも、そういう性格の奴がいる。

豊花　一いつ緒しよにいると苦労するでしょう。

京介　とても。

豊花　まあ、邪魔者の存在は仕方がないのかもしれないわね。いつの時代だって、英えい雄ゆうは周囲に邪魔をされて、栄光の道を阻はばまれる傾けい向こうがあるものね。『ブルータスお前もか』と、ブルータスも言ってるし。

京介　ブルータスは言ってない。

豊花　でも、ちょっとくらいの障害や苦労にもめげずに、あたしたちは頑がん張ばり続けましょう。七しち転てん八ばつ倒とうという言葉のごとく。

京介　倒たおれまくっているだけじゃないか。

豊花　あんたさっきから、あたしの発言に文句つけてばかりね。京介のあたしに対する態度は、術者の相棒として素っ気なさすぎるわ。もっと仲間っぽく接してよ。

京介　仲間っぽくって。

豊花　一声かければ食べ物を買ってきてくれたり、代わりに宿題をやってくれたり、雨の日には傘かさと鞄かばんを持ってくれたり。

京介　……。

豊花　そういう仲間、どこかにいないかなあ……。
























　人はどうして、噂うわさ話ばなしを信じるのだろう。真実でさえ、時として認めたくないことだってあるのに──教室の窓から見える夕焼け色の空に向かい、一いち条じよう京きよう介すけは長く息を吐はいた。

　次の講義まで十五分間の休きゆう憩けい中である研修課の教室の中は、緊きん張ちよう感かんのない空気で満たされていた。気の合うグループで集まった研修生たちが、雑談に興じている。声の大きな一団が先ほどから話している内容は、聞く気がなくても京介の聴ちよう覚かくを勝手に通過してくれた。教官の誰だれと誰がつき合っているらしいとか、実技情報センターのアナウンス嬢じようマリちゃんの本職はＡＶ女優らしいとか、そんな話で人生がひっくり返るような大おお騒さわぎしている彼らの情熱が、京介には理解できなかった。

　風が煙草たばこの煙けむりを緩ゆるく揺ゆらして、学生服の胸むな元もとに灰が力無く落ちる。京介が緩かん慢まんな動きでそれを払はらうと、背後で馬ば鹿かにしたような鼻息が聞こえた。

「あ、動いた。あまりにも動かないから、死んでるのかと思った」

　隣となりの席に座っている双ふた子ごの妹の豊ゆた花かが、皮肉っぽい笑え顔がおで京介を見ていた。両耳の上で二つに結ゆった髪かみを強く振ふり、豊花は生意気そうに肩かたを竦すくめる。

「休み時間中の京介って、魂たましい、六分の一くらいしか動かしていません、って感じに虚うつろな目つきしてるわよね。まあ、講義中も講義中で、やる気なさそうだけどさ。あんたさあ、しっかりやらないと、立派な術者になれないわよ」

　机の上にばらまいた菓か子しを一ひと摑つかみし、口の中に放ほうり込んで豊花が言う。菓子の山の側そばには教材用の術本が開かれているが、次の講義の予習をしているわけではなさそうだ。その証しよう拠こに、講義とは無関係な数式が書き記されてある。それは普ふ段だん、中学で学んでいる数学の公式とも違ちがうようだった。

「これ？　ふふふ、教えてあげましょうか」

　京介の視線に気付き、豊花は得意げに平たい胸を反らした。共に母親似であるため、頭とう髪はつや服装を除いたとしても、容姿の良く似た双子の兄きよう妹だいではあるが、性格や感情表現は百八十度異なる。豊花は十秒として同じ表情でいようとしないし、三秒以上おとなしくしていることができないという。京介は二分くらい息を吸うのを忘れていることもあるし、それ以上呼吸を忘れて死んでしまっても、まあその時はその時だという覚かく悟ごはできている。

　手のひらで術本を叩たたき、豊花は鼻息をぶしゅうと吐き出した。

「これはね、あたしたちが研修を修しゆう了りようして、正式な矯きよう正せい術者になってから、一年でどのくらい報ほう酬しゆうがもらえるかを計算したものよ。難しい言葉で言うと、年収ってやつね」

「へえ」

「そこから一年間のお菓子代とか洋服代とか、これまた難しい言葉で言うと出費ってやつを予想して、差し引いてみたの。どのくらい手元に残るのかなあって思ったら、びっくりよ、京介。赤字よ赤字」

「ふうん」

「ふうんじゃないの、ふうんじゃ困るの。あたしはこれでも年収を多めに計算したのよ。矯正術者は働いた分、基本給に上乗せになるでしょう。一日百回くらい澱よどみを浄じよう化かしたという前提で計算したのに、赤字なのよ」

　統計によると、一人の矯正術者が年間で行なう浄化作業は平均で五十──一週間に一度あるかないか、という割合だが、豊花の恐おそろしいところは浄化作業を一日百と予想したことではなく、それでも出費の方が上回るという散財の方だった。更さらにもう一つ付け加えるならば、術本を報酬の計算用紙にしている、ということだ。その点を追つい及きゆうすれば、どうせ本人は「術の勉強よりもお金の方が大事」と言うに違いないが。

　大きな瞳ひとみに真しん剣けんな光を宿し、豊花は首を捻ひねった。

「ねえ京介、どうしたらいいと思う？　どうしたら生活と通帳が潤うるおいまくるようになるかなあ」

「どうだっていいさ」

「何よ、それ。話が続かないじゃないの。あんたみたいな向上心のない人間が、血を分けた双子の兄だなんて信じられない。血を返して」

　豊花は眉まゆをつり上げると、菓子をまた派は手でに咀そ嚼しやくした。頰ほおを膨ふくらませ、唇くちびるにポッキーを突つっ込んだ豊花は、ぶつぶつ言いながら計算に戻もどった。

　と、その時、噂話をしていた一グループの中で、大きな歓かん声せいが響ひびいた。研修生たちが興奮気味に話す声が、一ひと際きわ大きく京介の耳に届く。

「えー、本当かよ、その話」

「本当だって。去年修了した先せん輩ぱいに聞いたんだ。七年前にさ、すっごい成績の悪い研修生がいて、教官たちも見放してたんだけど、ある日、小しよう精せい霊れいが一匹ぴき現れてさ、そいつに力を貸してくれることになったんだって。で、その研修生は、修了試験で首席をとれたらしいぜ」

　豊花の唇で、ポッキーが殺人的な破は壊かい音おんを立てて、砕くだけた。豊花は椅い子すと机を蹴け飛とばして立ち上がると、グループの方へずかずかと歩み寄って行く。京介は煙草を窓の外に捨て、ため息のついでに欠伸あくびをした。

「ねえ。あんたたち、今、首席って言ったわよね」

「言い……ました、けど……」

　豊花が問うと、研修生たちは話を止やめ、目をぱちくりさせた。同期の豊花に対して敬語が出たのは、単に今、彼女の全身から発せられている強ごう情じようそうなオーラに押されたせいだろう。

　何の意味があるのか、天てん井じようを見上げてにやりと笑った後、豊花はほぼ完全な独り言を大きな声で言った。

「──思い出した。確か、首席で研修を修了した術者は、初年度の基本給が他ほかの人よりも高くなるって規約があったわ。基本給が変われば、年収も変わる。グラフで書くと、右上がりなのよ」

　それだけ叫さけぶと、豊花はものすごいスピードで教室を飛び出して行った。豊花が巻き起こした突とつ風ぷうに咳せき込み、残された研修生らが口々に言う。

「……な、何だ、あの子……」

「……今の話を信じて、首席をとりますって顔に書いてあったね……」

「……馬ば鹿かじゃねえの……？　小精霊なんかどこにいるのかもわからないのに……そんな時間があったら、真ま面じ目めに勉強した方が──」

　その時、疾しつ風ぷうと共に豊花が教室に舞まい戻ってきた。研修生らは陰かげ口ぐちを聞かれたと思ったのか、一いつ斉せいに悲鳴を上げたが、豊花は彼らの横を通過し、京介の前で立ち止まった。

　走って乱れた前まえ髪がみを鼻息を一息吐はいて整えると、豊花は京介に向かってきっぱりと言い放つ。

「何してるのよ。あんたも一いつ緒しよに来るの」

　そして京介の手首を摑つかんで強引に立ち上がらせ、返答も聞かずに再び駆かけ出した。

　豊花に引きずられて廊ろう下かを走りながら、京介はもう一度考えた。人はどうして、噂うわさ話ばなしを信じるのだろう、と。真実でさえ、時として認めたくないことだってあるが、京介にとって認めたくない真実とはもちろん、こんな強気で勝ち気ではた迷めい惑わくな少女が、自分の身内だということである。




　大地を網もう羅らする特とく殊しゆな力、光こう流りゆう脈みやく──その力を扱あつかえる者は血統遺伝により、世界中でごく一部の人間に限られている。光流脈を管理する能力を持つ人間も、同様だ。澱みと呼ばれる修復箇か所しよを浄化し、光流脈の正常な働きを維い持じさせる者を、光流脈矯きよう正せい術者という。

　古代に存在した、ある巫女みこの血を引く京介と豊花は、光流脈統とう轄かつ管理本局──通つう称しよう「本家」の研修課において、矯正術者の見習いとして修しゆ行ぎよう中の身分である。今日もまた、中学校の放課後に研修課を訪おとずれ、術の講義を受ける予定だった。それだけの予定、であった。




　京介を引きずった豊花が向かったのは、研修課の四階にある自習室だった。狭せまい室内には、術本や研修に必要な資料を詰つめ込んだ本ほん棚だなが並び、閲えつ覧らん用の机で、数名の研修生が静かに勉強をしている。

　豊花は部屋の奥にある本棚の前で立ち止まると、まず京介へ勝ち誇ほこったような笑えみを見せ、尋たずねた。

「京介、ここが何の本棚かわかる？」

「さあ」

「この一角はね、他とはちょっと違ちがうの。過去の研修生が後こう輩はいのために作った、学科試験の対策問題とか、教官別の攻略法とかを載のせた本がたくさんあるの」

「暇ひまだったんだな、昔の研修生は」

「違うわよ、みんなで助け合って研修修了を目指そうっていう、美しい仲間意識の結けつ晶しようよ。まあ、あんまり内容は役に立たないんだけど、初代研修生から今日まで、綿々と受け継つがれているこの姿勢が素す晴ばらしいでしょう。あんたは一人で生きて一人で死にたそうな顔してるけど、人間は協力や譲ゆずり合いで精神を磨みがき合う生き物なんだから」

「綺き麗れい事ごとを聞かせるために、わざわざおれをここへ連れてきたのか」

「馬鹿じゃないの。そんな暇があるはずないでしょ、あたしは首席になるんだから。話の論点をずらさないでちょうだい」

「…………」

「ここには研修攻こう略りやく本ぼん以外にも、研修生の日記とか寄せ書きとかも残ってるのよ」

　薄うすい冊子が突っ込まれている棚を見上げ、豊花は頷うなずいた。

「さっき教室で話していた人、先輩に聞いたって言ってたわよね。その先輩ってのも、きっと誰だれかから聞いたに違いなくて、情報源を辿たどれば、きっとここに行き着くはずなのよ。研修生の昔の噂話なんて、大たい抵ていここが発信元になっているんだから」

　豊花は自分の推理に感動したのか、目をぴかぴかさせていたが、京介としては心からどうでもいいことだった。煙草たばこが吸いたくなったが、目の前の壁かべには「禁きん煙えん」の貼はり紙がしてあった。

「さあ、始めるわよ。京介は左ひだり端はしから見ていって。七年前の資料があったら、出しておくのよ」

　きびきびとした口調でそう言うと、豊花はてきぱきと資料を探し始めた。仕方がないので、京介も言われた通りに棚にある冊子を、一冊ずつ確かく認にんする。冊子といっても、そのほとんどが市し販はんのノートであり、ルールでも決められているのか、全すべて表紙には手書きで年号と日付、簡単なタイトルが書かれてあった。

　ちょうど今から七年前の年号を記したノートを見つけた。下手くそな字で書かれたタイトルは「修了試験の思い出」。あまり興味は持てなかったが、京介はとりあえず表紙をめくり、黄ばんだ紙に目を通してみた。

　修了試験は地じ獄ごくだ──いきなりそう書いてあった。──実技試験で友人の背骨が折れた。片思いをしていた女の子は肩けん胛こう骨こつが折れた。教官は首の骨が折れた。僕は右手が折れたので左手でこの文を書いているが、疲つかれてきたのでここでペンを置く──文章はそこで終わっており、京介は静かにため息をついた。何があったのかよくわからないが、研修最後に受ける修了試験というのは、なかなか難易度が高いらしい。

「不思議ですよねえ」

　不意に耳元で声がし、京介は顔を上げた。いつの間にか隣となりに、どこかの中学のブレザーを着た女の子が立っていた。肩かたまで伸のばした髪の毛の先が、上品にカールしている。目の光も頰ほおの辺りに染しみ出している自己主張の色も、かなり控ひかえめな感じの女の子だった。

「小しよう精せい霊れいぐらいの加護で、どうやって首席になれたんでしょうね？　そう思いません？」

　ゆったりとした口調でそう言うと、相手は京介へ微ほほ笑えみかけてきた。どうやら同じ研修生らしいが、京介は女の子の顔に覚えはなかった。他人の顔や名前を覚えることは、あまり得意ではなかった。
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「でも、それがかえって謎なぞめいていて、いいですよねえ。小精霊に未知なる力があって、それを得た術者の能力が開花したのかもしれませんし。何か、いいですねえ。わたし、現実的でないことって、結構好きです」

　胸の前で手を合わせ、女の子は幸せそうな笑みを浮うかべた。現実的でないことが好きで、おっとりとした喋しやべり方をする少女が、骨折大会のような研修試験の思い出なんて目にしたら、多分泣き出すだろう。用の済んだノートを、京介は棚へ戻もどした。

　言われてみて、京介は初めて噂話の信しん憑ぴよう性せいについて、真ま面じ目めに考えてみた。確かに、妙みような話ではある。落ちこぼれの研修生を救ったのは、神でも悪あく魔までもなく、小精霊だという。小精霊とは本家が定める定義によれば、精霊としての特とく殊しゆ能力が二種類以下のものを指す。人間がその力を借りる際、契けい約やくや呪じゆ文もんは必要なく、基本的には好意的に力を貸してくれるものらしい。

　小精霊に対し、光流脈のもととなった一体の精霊の亡なき骸がら──光こう儀ぎ大たい神しんという精霊は、能力は数多く、万ばん能のうに近かったという。その加護を得ることができたのは、契約者の巫女みこだけであり、太古の契約は今も生き続けている。光流脈が、巫女の血を引く人間にのみ扱あつかえるという条件は、そのような歴史を背景にしている。

　簡易に扱える小精霊ではあるが、扱えたからといって何か大きなことができるというわけではないだろう。当然、扱う人間の能力が突とつ出しゆつするはずもない。それに加えて、小精霊は古代には多数存在したが、現在では数が少ないうえ、ほとんど人前に姿を現さないという。教室で聞いた噂うわさ話ばなしなど、頭から信じていなかったが、冷静に考えてみても、やはり信憑性に欠ける。──欠けるのに、豊花の迷めい惑わくなまでの熱意や、ブレザーの少女の瞳ひとみに映る夢見がちな輝かがやきは、一体どこから湧わき出ているのだろうと、京介は疑問に思った。

「あら、瑠る々るじゃないの。どうしたのよ、優等生のあんたが。今、講義中でしょう？」

　豊花がブレザーの少女に気付き、京介の肩かた越ごしに声をかけた。どうやら知り合いらしく、瑠々と呼ばれた女の子はにっこりと微笑んだ。

「豊花ちゃんたちが、あのお話を聞いて教室を飛び出して行かれたので、わたしも追いかけて来たんです」

「どうしてよ？　あ、そうだ京介、どうせあんたは知らないだろうから教えてあげるけど、この子はあたしたちの同期の研修生で、樋ひ名な谷たに瑠々。すっごい優ゆう秀しゆうな子で、成績トップよ」

　豊花に紹しよう介かいされ、瑠々は京介に向かって丁てい寧ねいに頭を下げた。身のこなしも雰ふん囲い気きも、確かに優等生という言葉が良く似合っていた。

　劣れつ等とう生せいとかガキ大将とかいう言葉が体中から漂ただよっているような豊花が、本ほん棚だなを漁あさる作業を中断し、瑠々の前へ歩み寄る。

「何かあたしに用？　悪いけど、今取り込み中なのよ」

「用と言いますか、お邪じや魔まをしに」

「は？」

「首席はわたしのものですから、豊花ちゃんたちに譲ゆずるわけにはいかないかなあって思いまして」

「…………何ですって？」

　豊花が眉まゆを寄せると、瑠々が手に持っていた長い杖つえ──玲れい洗せん樹じゆの枝と呼ばれる、術者の必ひつ須す携けい帯たい術具を掲かかげて微笑んだ。京介や豊花の玲洗樹の枝は、教室に置いたままにしてある。

「わたしの親、とても厳しくて、首席以外は許されないんですよ。だから、ごめんなさいね」

「ごめんなさいね、て、あんた……」

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ」

　豊花の言葉を遮さえぎり、瑠々が呪文を唱え始める。京介は退路を探したが、周囲を本棚と二人の少女に囲まれ、どうにもならない状じよう況きようであった。

「大気を集つどいて対象を風圧。酉とりより出いでて卯うへ沈しずめ」

　周辺の大気が轟ごう音おんを上げ、目に見えない塊かたまりと化して宙を駆かけた。天てん井じようで蛍けい光こう灯とうが割れ、強風で自習室内の壁かべが軋きしみ、本棚が爆ばく音おんを立てて崩ほう壊かいする。大量の資料が降ってきて、京介は避よけたが、豊花があっさりその下した敷じきになり、世界中に響ひびき渡わたるような悲鳴を上げた。その声に驚おどろき、自習をしていた他ほかの研修生たちは、部屋から逃にげ出して行った。

「いいいい、いきなり何するのよ！　殺すつもり!?」

　資料の山から這はい出した豊花が、頭にノートを載のせたまま叫さけぶと、瑠々は困ったように首を傾かしげた。

「わたしはそんな……わたしはただ、豊花ちゃんが首席になるための情報を得られずに、ここでそっと、息絶えてくれたらいいかなあって思いまして」

「そういうのを殺すつもりって言うのよ！」

「ごめんなさい。親からの期待の押しつけや勉強ばかりの毎日で、神経が少し疲つかれているんです。苛いら々いらしているから、ちょっと攻こう撃げき的になっているのかもしれませんねえ」

「苛々してるからって人を殺すの!?　そんなの理由になってないわよ！　一いつ般ぱん社会じゃ環かん境きようの被ひ害がい者しやだとか言ってもらえるかもしれないけれど、あたしはそんなの認めない。不満があるなら自分の力で環境を変えてみなさいよ。だからあたしは首席になろうとしてるの──だからあんたにも負けないわ。京介、瑠々を倒たおすのよ！」

　そこまで叫んだ豊花の頭上に、もう一冊本が落ちてきた。今度はやや厚みのある本で、角で脳天を打たれ、豊花は資料の山へ倒れた。

　倒すのよと言われても、京介は玲洗樹の枝を持っていない。どうしたものかと思っていると、胸の前で玲洗樹の枝を構えた瑠々が、笑え顔がおで言った。

「京介くん、よろしかったら今度の日曜日、デートしませんか」

「何言ってるんだ、お前」

「わたし、男女交際禁止されているんです。でも、わたしだってたまには男の子と山にでも行って、派は手でに術のぶつけ合いとかしたいんですよ。でも、この間までおつき合いしていた男の子が、入院しちゃって。お願いします」

「悪いけど、断る。他の奴やつを当たってくれ」

「他の人では、駄だ目めなんです。秘密でデートに行くんですから、黙だまっていてくれる人でないと。京介くん、研修課の中で一番寡か黙もくで、お友だちがいなさそうだから、理想通りだなあって、前から思っていたんです」

「…………」

　京介は視線を左右にやる動きを、ため息をつく仕草で誤ご魔ま化かした。瑠々が術で破壊したせいで、右方向にある本棚が倒れ、道が開かれていた。

　頭に本を載せたままの豊花を引っ張り起こし、京介は走り出した。背後で瑠々が何か言い、爆音が轟とどろいたが、その時には自習室を脱だつ出しゆつしていた。

　廊ろう下かをある程度まで走って止まると、ようやく豊花が目を覚ました。

「……瑠々ってば、あれは反則だわ……あんなにおとなしそうな顔してるくせに、あんな非常識だなんて。あの子なら『わたしは二番でいいですよお』とか言って首席を譲ってくれると思ったのに、甘かったわね……人間はやっぱり、難しいわ」

　悔くやしそうに壁を蹴ける豊花の頭の上から、載せたままになっていた本が落ちた。京介が拾い上げると、本の間に挟はさまっていたらしい紙切れが出てきた。

　レポート用紙を千切ったような紙には、簡単な地図が記されていた。地図には短い文章が添そえられていて、「小しよう精せい霊れいはここにいる。根こん性じようのある奴は頑がん張ばれ」と書き殴なぐってあった。

「豊花──」

「わかってる、みなまで言わないで。さあ行くわよ」

　呼びかけるや否いなや、豊花は京介の腕うでを摑つかんで走り始めていた。京介が言いたかったのは、命が惜おしかったら首席から手を引いた方がいいんじゃないかということだったが、もちろん言ったところで豊花が聞くはずもない。豊花の行動を説得して止められたことなど、残念なことに京介には、生まれてから一度もなかった。




　地図は、研修課から歩いて三分もかからない場所を示していた。そこは本家の職員寮りようだった。

　古びた団地のような寮を見上げ、豊花が鼻息を吐はく。古いのはこの建物だけでなく、近所にある蕎麦そば屋やら駄だ菓が子し屋やらも、築二十年はざっと超こえていそうなものばかりだった。それらの街並みが、夕暮れの空の下、一式になって色いろ褪あせている。

「どうして小精霊が、職員寮にいるのかしら」

　黄たそ昏がれ時どきであろうが、暗くら闇やみであろうが、常に輝かがやきを失わない瞳ひとみを光らせて、豊花が呟つぶやく。煙草たばこに火を点つけながら、京介は適当に答えた。

「普ふ段だんは職員なんじゃないのか」

「そんなわけないでしょう。小精霊が、術者食堂でたぬきうどんとか作ってたら、笑っちゃうわよ。とりあえず、中に入るわよ。ぐずぐずしてると、瑠々が来るかもしれない……」

「わたしなら、ここにいますけど」

　背後からのんびりした声が響ひびき、京介と豊花は同時に振ふり返り、同時に眉まゆを寄せて唸うなった。いつからそこにいるのか、樋名谷瑠々が京介たちの真後ろで微ほほ笑えんでいた。夕日を浴び、体の縁ふちが血の色に染まった姿は、美しいのか恐おそろしいのか、判断がつきにくかった。

「豊花ちゃんたち、逃にげる時も大おお騒さわぎして下さるから、追つい跡せきがとても楽でした。見失っても、通りすがりの人に、やかましい双ふた子ごの兄きよう妹だいを見ませんでしたかって、聞けば良かったし」

　玲れい洗せん樹じゆの枝を構え、瑠々が笑う。盾たてのつもりなのだろう、京介の陰かげに隠かくれながら、豊花は瑠々に向かって言った。

「しつこいわよ。首席は首席らしく、鷹おう揚ように首を洗って修しゆう了りよう試験まで待っていてよ。小精霊を手に入れたあたしたちが、そこでトップの座をかっさらうんだから」

「でも、せっかく毎日神経をすり減らして、術の勉強をしているんですから、タイマンで残ざん虐ぎやくに撃げき退たいさせて下さい。そうでないと、他人に対して攻こう撃げき系の術を使う機会なんて、ありませんもの」

「あんたねえ、術で無害な人を傷つけちゃいけないって決まり、知らないの？」

「豊花ちゃんは、わたしにとって有害かなあって思いまして」

　瑠々が京介の方へ一歩踏ふみ出し、革かわ靴ぐつの底が耳みみ障ざわりな音を上げた。目の前で微笑む瑠々と、背後から腕を摑んでくる豊花を順に一いち瞥べつし、京介はため息をついた。どうでもいいが、一番被ひ害がいを被こうむるのは、一番当事者意識の低い自分なんだろう、と思った。

「喧けん嘩かならよそでやんな」

　その時、京介たちの横を、背の低い初老の女がそう言い捨てて、通り過ぎた。その後ろを、バレーボールのような白くて丸い球体が、ふらふらとついて行く。よく見ると球体には小さな羽根があり、わずかに宙に浮うきつつ、老ろう婆ばの持ち物らしいハンドバッグを抱かかえていた。

「お、おばあさん、それ……！」

　豊花が叫さけぶと、老婆と球体が立ち止まり、振り返った。三さん白ぱく眼がんでどことなく意地悪そうな老婆の顔は、別段珍めずらしくはなかったが、白い球体には珍しいことに、小さな目と口がついていた。バッグを重そうに抱え、丸い体をふらつかせたり、つぶらな黒目をぱちくりさせている動きは、ボールというよりも完全に生き物だった。

「こういう生き物、資料の図説で見たことがありますよ。千五百年くらい前には、空を秋のトンボ並みに飛んでいた、風の属性を持つ小精霊ですねえ」

　感心したように瑠々が言うと、豊花は老婆の前まですっ飛んで行った。びっくりしたのか、その足あし下もとで球体がバッグを落とす。

「おばあさん、小しよう精せい霊れいを飼ってるの!?　このちっこいのの他ほかにはいないの？　矯きよう正せい術者の研修生に、首席になれちゃう力をくれるような、格好良くて強そうなのはいないの？」

　ものすごい勢いで豊花が尋たずねると、老婆は鬱うつ陶とうしそうに目を細めた。

「なんだい。あんたら、研修生なのかい。アタシはてっきり、どこかの馬ば鹿か中学生が、三角関係で揉もめてるのかと思ったよ」

「七年前に、小精霊の力を借りたという人の話を聞いたの。だからあたしたちもそれを探して……」

「帰りな。見習い術者で、まだ光流脈もまともに使いこなせないくせに、別の精霊の力を借りようなんて、生意気だよ」

　鋭するどい口調で豊花の言葉を遮さえぎると、老婆はバレーボール型の小精霊を引き連れて、寮りようへ入って行ってしまった。豊花が何やら騒ぎながら、慌あわててその後を追う。京介は煙を吐きながら立ちつくしていたが、瑠々にそっと背中を押された。肩かた越ごしに振り返ると、瑠々は妙みように嬉うれしそうに微笑んでいた。

「わたしたちも、行きましょう。三角関係で揉めるとか、そういう青春っぽいこと、わたし、結構憧あこがれているんです」

「おれにはそういう憧れはない」

「そうですか。良かった。関係者が全員憧れて喜んでいたら、揉める関係も、揉めませんからねえ」

　この少女に首席なんかやったのは、どこの教官だ。京介は長いため息をついた。




　老婆は、一階の奥にある個室へ向かっていた。扉とびらの横にある表札には、徳とく永ながという名前が記されている。

　木製の扉を開けかけたところで、老婆──徳永が振り返り、京介たちをじろりと睨にらみつけた。眼光の強さなら、京介がよく街で絡からまれる不良と、良いい勝負になりそうだった。

「どこまでくっついてくる気だ。アタシは一日の労働が終わって疲つかれてるんだ」

「おばあさん、あたしだって将来は、立派な術者になって労働の喜びに打ち震ふるえたいの。でもね、この双子の兄があまりにも馬鹿で馬鹿でどうしようもないから、このままじゃ研修を修了できるかわからないの。それで、藁わらにもすがる思いで、小精霊の噂うわさを聞いて探しに来たの。だから、お願い。あたしにも小精霊を譲ゆずってちょうだい。そうでないと、病気の父が……」

　両目いっぱいに涙なみだを溜ため、豊花がそう言った。京介は、今朝も元気に家を出た父親を見送っているが、仕事をサボってパチンコに行くことが病気というならば、まあ父は、立派な病気だろうと思った。

　豊花の噓うそ泣なきが信用されたとも思えなかったが、徳永は乾かわいた息を一つ吐はくと、部屋の扉を全開にし、言った。

「廊ろう下かで騒さわぐとうるさいから、中に入りな。茶なんか出さないけどね」

　歓かん声せいを上げて、豊花が部屋の中へ突とつ進しんして行く。玄げん関かんの狭せまい沓くつ脱ぬぎで、瑠々が脱ぬいだ靴くつを丁てい寧ねいに揃そろえている。仕方がないので京介も、徳永の部屋の中へ入ることにした。

　六畳じようほどの和室と小さな台所があるだけの室内は、特に目を惹ひくような内装がされているわけでもなかった。必要最低限の家具が、壁かべ際ぎわに工く夫ふうもなく並べてあるだけだ。それでも部屋の中を見回して豊花が感く嘆たんの声を上げたのは、そこら中で動き回っている小精霊の姿だった。

　イソギンチャクに似た外見の小精霊が、水道の前で米を研といでいる。小さな球が多数集まって体を形成している、葡ぶ萄どうのような生き物は、卓ちや袱ぶ台だいの上で電でん卓たくを叩たたいている。その隣となりで形の不定形なアメーバ状の物体が、アイロンがけをしている──それらの光景を眺ながめ、京介は一度だけ瞬まばたきをした。事情はわからないが、ここにいる小精霊は、何な故ぜか家事らしきことをしているようだった。

「……ぼくたちは、可哀かわい想そうな小精霊なのです」

　足あし下もとで小さな声がして、京介は視線をやった。徳永の荷物を運んでいた、バレーボール状の小精霊が、黒目を潤うるませて京介を見上げていた。人間の言葉を話すのも立派だが、声まで震えているのはもっと立派だと思った。京介は感情で声が震えたことなど、一度もなかった。

「……表向きは、徳永さんが保護してくれていることになっていますが、実際は捕つかまって扱こき使われているだけなのです。働けど働けど、生活は楽になりませんし……」

「白しら玉たま一いち号ごう、何をぶつぶつ言ってるんだい。さっさと洗せん濯たくに行って来な」

　徳永が低い声で一いつ喝かつすると、バレーボールは怯おびえたように部屋の外へすっ飛んで行った。室内にいる他の小精霊も、慌てて作業の手を速める。

　どうにも、下しも僕べ的な──実際その通りなのだろうが──雰ふん囲い気きが漂ただよっているだけで、どの小精霊も決して何か大きな力を秘ひめているようには見えなかった。やはり、ここにいる小精霊の力を得て首席になれたという話は、噓なのではないか。そう思い、京介は豊花に退室を促うながそうとしたが、当の豊花は何だか邪じや悪あくな感じの笑えみを浮うかべていた。

「なんか、この小精霊たち、いい感じじゃない？　何でも言うこと聞きそうで……素す敵てきな使いっ走りになりそうだわ」
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「…………」

「京介にも、このくらいの降こう伏ふくっぷりが欲しいわね。まあ、それは追々身につけていってもらえればいいわ。今は新しいパシリよ──」

　髪かみの毛の束とスカートの裾すそを勢いよく翻ひるがえすと、豊花は徳永に向き直って叫さけんだ。

「おばあさん、どれか小精霊ちょうだい！」

「ここは店屋じゃないんだよ。くれと言われても、簡単には渡わたせないね」

「でも七年前の研修生には、あげたんでしょう？」

「まあ、あの時の子は、こっちが出したテストに合格したからね」

「テスト……」

　呟つぶやいた豊花の表情が、あっという間に曇くもる。一方、その隣で微び笑しようを浮かべていた瑠々は、徳永にゆっくりと頷うなずき返しながら言った。

「テストは、得意です。術理論でも、術薬学でも、歴史問題でも、何でもどうぞ」

「……うわぁ、自信満々。嫌いや味みな感じね。悔くやしいけど悔しいだなんてあたしは言わないわよ。瑠々に対してそれを言ったら、あたしがあんたより馬ば鹿かだって認めたことになるからね──おばあさん。あたしにもそのテストを受けさせてよ」

　豊花と瑠々が何やら胸を張り合っているが、京介は面めん倒どう臭くさいので、アイロンがけをしている小しよう精せい霊れいの手元を眺めていた。京介も家でアイロンがけをやらされるが、下手くそだと言って、この間は姉から胃液が出るまで鳩みぞ尾おちを殴なぐられた。あまり器用でないのか、小精霊が手を止めてため息をつく。京介と目が合うと、悲しげに瞳ひとみを伏ふせた。何となく同情に似た感情が、京介の中で揺ゆれた気がした。

　卓袱台の前に腰こしを下ろした徳永が、大きな鼻息と共に言った。

「そうかい。じゃあ、七年前と同じテストをさせてもらうよ。この部屋の中で、掃そう除じでアタシを参ったと言わせてみな」

「掃除？」

　唇くちびるを曲げて豊花が聞き返すと、徳永は卓袱台の上に両りよう肘ひじを投げて頷く。

「そうさ。アタシは本家で清掃員をしているから、掃除にはちょっとうるさいよ。あんたらみたいな子供に、何ができるとも思えないけどねえ」

　米を研いでいた小精霊が、湯飲みに入ったお茶を徳永へ運んできた。実によく訓練されている、と京介は思った。

「そんな簡単なテストを出して、後こう悔かいしないでね」

　両手を腰に当てた豊花が、瞳からビームに近い勢いの光を放ち、宣言した。

「悪いけれど、あたしは家事が得意なの。家庭的な性格で将来の夢は家事手伝いよ。掃除なんて朝飯前だわ」

　大おお噓うそだ、と、ため息混じりに京介は呟いた。




「ああ、なんだいこりゃ。あんた、雑ぞう巾きんを絞しぼったことがないのかい？」

　顔中に皺しわを寄せた徳永が、瑠々を見て嫌そうな声を出す。瑠々は台所の床ゆかを掃除しているが、雑巾が絞り切れていないらしく、床を拭ふいているというより、床を水みず浸びたしにしているといった方が近い状態だった。

「えーと、考えてみたら、ないかもしれませんねえ」

　ブレザーの袖そでを肘まで捲まくった瑠々は、真ま面じ目めに首を傾かしげ、答えた。

「家の掃除は、ばあやと二十四人のメイドさんがやってくれますし、学校は、専門の清掃業者さんが来ますから」

「使えないねえ……。で、そっちの家庭的なあんたは、さっきから何してるんだい」

　徳永に呼びかけられ、部屋の隅すみでしゃがみ込み、イソギンチャク型の小精霊を抱だきしめていた豊花が、膨ふくれっ面つらで振ふり返る。「掃除なんて朝飯前宣言」から五分が経過していたが、その間に豊花がやったことは、ハタキを振り回して襖ふすまを破りそうになり徳永に止められたことと、花か瓶びんの水を取り替かえようとして花瓶を割りそうになり徳永に止められたことと、吸い込み口に小精霊を詰つまらせて掃除機を爆ばく発はつさせそうになり、全員に止められたことだった。

「全くさあ、研修課は何をしているんだろうねえ……」

　徳永は豊花に歩み寄り、小精霊を取り上げると、部屋の隅に放ほうり投げた。膝ひざを抱かかえる豊花に、冷れい笑しようをやって言う。

「あんたら、矯きよう正せい術者を目指してるんだろう？　光流脈の浄じよう化かを行なおうって術者が、部屋の一つも満足に綺き麗れいにできないのかい。そんな奴やつが、立派な術者になんかなれるもんかねぇ」

　豊花が無言で立ち上がり、簞たん笥すと卓ちや袱ぶ台だいと京介に一度ずつぶつかって、部屋を飛び出して行った。京介は開かれたままの玄げん関かんの扉とびらを眺ながめ、ため息をついた。顔はよく見えなかったが、震ふるえていた肩かたの線から、豊花はどうやら泣いていたようだった。

「京介くん、追いかけた方が、いいんじゃないでしょうか」

　台所から瑠々がのんびりと声をかけてくる。雑巾で拭けば拭くほど水浸しになるらしく、瑠々の周りの床は、床というよりほとんど池だった。

「豊花ちゃんが一言も言い返さないで、泣いて出て行くなんて、よっぽど辛つらいんだと思いますよ」

「…………」

「わたしだって、吹ふっ飛ばす相手が強気な人でないと、やりづらいですからねえ」




　寮りようを出ると、太陽はもうどこにも見当たらなかった。暗い空には星がいくつか瞬またたいていて、肌はだ寒ざむい風が街灯の少ない辺り一帯を、強く通り過ぎた。

　豊花の姿は、割と簡単に見つかった。寮の中庭の池に身を投げていたわけでも、門の横の木で首を吊つっていたわけでもなかった。道路を挟はさんで寮の向かい側にある駄だ菓が子し屋の店先に、豊花はぺたりと座り込んでいた。

　京介が近づいて行くと、豊花は板チョコにかぶりつく直前で口を止めた。頰ほおに涙なみだの跡あとは残っていたが、瞳にはいつも通りの強気な光が満ちていた。

「何よ、京介。何しに来たの」

「いや、何となく」

「……おかしいなぁ……何でバレたかなぁ……」

　意味のわからないことを呟つぶやきながら、豊花はそれまで左手に握にぎりしめていた物を、スカートの下に素す早ばやく隠かくした。京介は嫌いやな予感がして、自分の制服のポケットに手を突つっ込んでみた。財さい布ふがなくなっていた。いつやられたのだろうと考えてみて、徳永の部屋を飛び出す前、一いつ瞬しゆん豊花にぶつかられた時のことを思い出した。こいつはプロか、と思い、京介は深いため息をついた。

　豊花の隣となりに腰こしを下ろし、京介は煙草たばこに火を点つけた。こちらを三秒ほど凝ぎよう視しした後、豊花はにやりと微ほほ笑えんで言った。

「ひょっとしてさあ、あたしが泣いて落ち込んでいると思って、慰なぐさめに来てくれたの？」

「別に……」

「あんたアホじゃないの。あのおばあさんに嫌味言われたくらいで、あたしが泣くわけないでしょう？　あたしはね、慣れない掃除なんかしたから無む性しようにお腹なかが減っちゃって、泣けてきたから部屋を出たの。ここに駄菓子屋さんがあることは、来た時からチェックしていたし」

「…………」

「あたしはここで間食してるから、京介は戻もどって、あのおばあさんに参ったって言わせるのよ。言わせないと、あたしがあんたを参らせるからね」

　吹き抜ぬけた風に煙草の煙けむりを吹き付けて、京介はため息をつく。参ったと言うだけで脱だつ落らくできるものならば、人生に対していくらでも降参してやろうと思った。




「あ、お帰りなさい。豊花ちゃん、どうでした？」

　徳永の部屋に戻ると、池を通り越こして海になった台所で、瑠々が手を振ふってきた。瑠々は体の半分以上を水の下に沈しずめていて、髪かみの毛が海藻のように水面を漂ただよっていた。

「思ったよりは、元気そうだった」

「そうですか。ところで京介くん、あの、わたし、どうなっちゃうんでしょうねえ」

「さあ……」

　とりあえず瑠々の問題は置いておくことにし、京介は和室の方へ戻った。小しよう精せい霊れいに肩を揉もませていた徳永は、ひどく不ふ機き嫌げんそうな顔を京介に向けて言った。

「なんなんだい、あの台所のとろい子は。どうしたらあんなになるんだね」

「おれにもよくわからない」

「さっきの気の強い子も部屋を搔かき回すだけだったし……アタシは、片づかないのが一番嫌だよ。あんたも、玄関で脱ぬいだ靴くつ、ちゃんと揃そろえたのかい」

「…………」

　徳永は周囲で作業をしている小精霊に対して、「埃ほこりが立つから静かに動け」とか「アイロンはそこに仕し舞まうんじゃない」とか口やかましく命じていた。清せい掃そう員いんをしているだけあって、かなりの几き帳ちよう面めんな性格であるようだ。

　几帳面、と京介は口の中で呟いた。几帳面な人間の弱点は何だろう。京介が騒そう音おん発生器のような豊花を天敵と思っているのは、うるさいことが苦手だからだ。だったら、徳永にとっての天敵は──。

「参ったって、言わせればいいんだっけ」

「何だい、あんたもテストを受けるのかい」

「これで間ま違ちがってたら、ただの犯罪者だよな」

　怪け訝げんな顔をしている徳永を一いち瞥べつした後、京介は動き始めた。

　あまり派は手でにやるのもどうかと思ったので、まずは軽く鏡台を蹴けり倒たおした。小精霊が悲鳴を上げ、部屋の隅すみに逃にげる。家具の少ない室内には、壊こわす物があまりなかったので、壁かべを五発ほど叩たたいてへこませた。

「な……何するんだい！」

　立ち上がった徳永が叫さけんだ。

「誰だれが部屋を壊せって言った!?」

「掃除で参ったって、言わせればいいんだろう」

　京介は答えながら卓袱台を持ち上げ、窓に向かって投げた。窓ガラスが砕くだけ散って冷たい風が吹き込んでくる。一瞬躊躇ためらったようだが、小精霊がその穴から外へ、次々に逃げて行った。

「……全く、わかったよ」

　眉み間けんに深い皺しわを刻み、徳永は開き直ったように畳たたみの上へ座った。

「こんなに荒あらされちゃ、掃除に困っちまうってことだろう？　参ったよ。参ったから、もうよしてくれ」

　京介は黙だまって頷うなずくと、台所の方へ声をかけた。

「樋名谷、物を修復する術、使えるよな」

「できますけど……」

　水の中で首を傾かしげている瑠々に、京介は言った。

「ストレスが発散できるくらい、派手に術を使ってくれ」




　瑠々の術により、十数分で徳永の部屋は元通りに戻った。割れた窓や砕けた壁は元に戻ったが、逃げてしまった小精霊は、誰も戻って来なかった。

「別にいいんだよ。元々、独りが寂さびしくて捕つかまえてきたやつらなんだけどね」

　元の配置に戻った卓袱台を挟はさみ、京介と徳永は向かい合って座った。隣には瑠々と、外から呼び寄せた豊花もいる。徳永は面めん倒どう臭くさそうに、急きゆう須すで四人分のお茶を淹いれていた。

「相手はこっちを怖こわがるし、だからって逃がすのもシャクだしさ。どうしようかと思っていたところさ」

「…………」

「七年前も同じ。あの時乗り込んできた研修生は、小精霊の悲鳴が聞こえるって言ってやって来た。まるっきりアタシを悪人扱あつかいしたけど、まあ、間違ってはいないやね」

　お茶を淹れた湯飲みを三つ、京介たちの方へ押しやって、徳永は大きく息を吐はく。

「で、あの時の子も、あんたとまるっきり同じことをしたよ。窓を壊してね──偶ぐう然ぜんってのは怖いね」

「…………」

「七年前は、一匹ぴき逃げ遅おくれた小精霊がいたんだけど、そいつは研修生にくれてやった。修しゆう了りよう試験の後、返しに来たけどね。そいつをどう使ってあの子が首席になったのかなんて、知らないさ」

「それで、それからの七年の間で、おばあさんはまた小精霊を集めて暮らしていたの？」

　豊花が問うと、徳永は自じ嘲ちようめいた笑えみを浮うかべた。

「そうさ。アタシはこんな性格だからね、人間の友人なんかできやしない。だからまた、何年かすれば同じように──」

「あたし、たまにここへ遊びに来るわ」

　勢いよく鼻息を吐き、豊花がきっぱりと言い放った。呆あつ気けにとられている徳永に向かって、豊花は大きく頷く。

「別にいいでしょ？　瑠々も来るのよ。それで雑ぞう巾きんの絞しぼり方を教わりなさいよ」

「そうですねえ。ここに来ると、色々お勉強になるような気がします」

　髪かみの毛の先から雫しずくを落としながら、瑠々が頷いた。

「わたし、今日初めて、人に頼たのまれて術を使ってみて、ちょっとだけ嬉うれしかった。わたしの力が、役に立っているのかなあって思って。ただ首席を狙ねらうだけじゃなくて、立派な術者になれるよう、頑がん張ばろうと思います」

　朗ほがらかに微ほほ笑えみ合う豊花と瑠々から目を逸そらし、京介は静かに息を吐いた。この職員寮りようの地図を、本の間に挟はさんだ者──恐おそらくは、七年前の首席研修生は、徳永の部屋に誰かを呼び込むために、あんなメモを残したのかもしれない。

「いい矯正術者になれるよう、頑張んな」

　お茶を一口啜すすり、徳永が小さく呟つぶやいた。

「ただ浄じよう化かするだけじゃ、駄だ目めなんだよ。目に見えるものも、見えないものも、そこにある色んな事情をくみ取れるようになれったって、まああんたらみたいな子供じゃ、難しいだろうけどね……」




　徳永の部屋を出た時、時刻は午後の七時を回っていた。研修の講義を受けただけであれば、とっくに家に帰っているはずの時間だった。

「あーあ、結局、小しよう精せい霊れいは、手に入らなかったわねえ……」

　愚ぐ痴ちを言う豊花を先頭に、京介たちが寮の廊ろう下かを出口に向かって歩いていると、前方からふわふわと白い球体が飛んできた。バレーボール状の物体は、確か徳永の部屋で白玉一号とか呼ばれていた小精霊であることを、京介は思い出した。

「あんた、こんなところで何してるの？」

　豊花が目をぱちくりさせて尋たずねると、白玉一号は悲しげな口調で答えた。

「ぼくは可哀かわい想そうな小精霊ですので、さっきまで洗せん濯たくを……」

「ああ、そうか。あんた、あのおばあさんのところにもう帰らなくていいのよ」

「え……」

「もう小精霊を捕まえて扱こき使うのはやめるって。よかったわね」

「ほ、本当ですか!?」

　白玉一号の黒い瞳ひとみがじわりと潤うるむ。京介の脚あしにしがみついてくると、白玉一号はやけに熱い口調で言った。

「それじゃもう、可哀想な小精霊からおさらばできるのですね!?」

「そうなんじゃないのか」

「七年前にぼくだけ逃にげ遅れて、研修生のペットやら、また徳永さんの奴ど隷れいやらと、流る浪ろうと苦労の日々を送った可哀想な小精霊には、戻もどらなくていいのですね!?」

「あんた今、何て言った？」

　豊花が白玉一号の体を引っ摑つかむと、目の高さに吊つり上げて尋ねた。

「七年前、研修生を首席にしたっていう小精霊、もしかしてあんたなの？」

「いかにも、ぼくですけれども」

　白玉一号はあっさり頷うなずき、過去を回想するかのように、小さな羽根をぱたぱたと揺ゆらしながら瞳を閉じた。

「修了試験とやらの日に、飼い主以外の人間を、再起不能にしました。ぼくは体型がこうですし、風の属性を持っているので、高速で対象に体当たりすると、人間の骨くらいなら軽く破は壊かいできます。ぼくは可哀想な小精霊ですから、飼い主に命令されて、仕方なく……」

　京介は研修課の自習室で読んだ「修了試験の思い出」の内容を思い出した。骨折のオンパレードだった思い出の真相は、ここにあったらしい。
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「やっと自由になれる日が来ました……やっと夢が叶かなう日も……。ぼくの夢は……」

　かっ、と白玉一号が目を開く。そこには涙なみだに潤んだつぶらな瞳はなく、縄なわ張ばり争いに参戦する野の良ら猫ねこに似た獰どう猛もうそうな目があった。

「ぼくの夢は、弱っちそうな人間を下しも僕べにして、そのうち世界を征せい服ふくすることじゃー！」

　勢いを増したのは目だけでなく、声こわ色いろと性格も同時だった。白玉一号は小さな歯が生えた口をぱかっと開けて豊花に嚙かみつこうとしたが、バレーボールにスパイクを打ち込むのとほぼ同じ手つきで撃げき退たいされ、床ゆかに叩たたきつけられた。

「ひ、ひどい……儚はかなくて切なくて可哀想な小精霊に対して……」

　潤んだ瞳に戻った白玉一号の体を、真上から踏ふみ押さえ、豊花が不敵な笑えみを浮うかべて言う。

「ぶりっ子しても無む駄だよ。七年前のやり方ってのはちょっと卑ひ怯きようだけど、あんた、使えそうじゃない。あたしの下僕になってもらうわ……ぎゃふん！」

　瑠々が玲れい洗せん樹じゆの枝で豊花の腹を突ついた。その場に崩くずれ落ちた豊花から白玉一号を取り上げると、瑠々はにっこりと微笑みかける。

「あなたは、わたしの下で、働いて頂きますね。主なお仕事は、わたしの首席を狙う人間をざっくりと……ごふっ」

　立ち上がった豊花が、瑠々の首筋に手刀を入れる。それらの醜みにくい光景をしばらく眺ながめていた京介だが、巻き込まれないうちに帰ろうと思い、一人で歩き出した。

「ちょっと待って、瑠々。まずはこの小精霊に、本当に人の骨を破壊する力があるのかどうか、試ためしてみましょうよ」

「そうですよねえ。噓うそだったら、取り合いする意味がありませんものねえ」

「どこかに適当な実験台はいないかなぁ……」

「いませんかねぇ……」

　背中に痛いほどの視線を感じ、京介は歩く速度を速めた。殺気と共に、高速で突っ込んでくる物体の存在を感じ、京介は走り出した。

　走りながら思ったことは、首席でも最下位でも何でもいいから、早く研修を終わらせて楽になりたい、ということだった。
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豊花　ねえ瑠々。首席になるために必要なことって、何？

瑠々　そうですねえ、一番は、日々の弛たゆまぬ努力ですかねえ。二番は、ここぞという時に実力を発揮する集中力でしょうか。

豊花　ここぞって、試験の日？

瑠々　いいえ。自分より成績の良さそうな研修生が、夜道を一人で歩いていた時。

豊花　ふうん、そうやって首席になったんだ。人生は勉強になることばかりね。

瑠々　勉強が苦手な豊花ちゃんにとっては、まさに生き地じ獄ごくですね。

豊花　首席の研修生って、人間的にも優ゆう秀しゆうな人だと思っていたわ。

瑠々　わたしはいつも、優秀な自分を追い求めて、努力をしているつもりですけれど……。

豊花　それが周囲の迷めい惑わくになると気がついた時、あんたはもっと成長できると思うの。頑がん張ばってね。

白玉一号　あのう、ちょっといいですか。

豊花　あら、パシリ一号。どうかしたの。

白玉一号　今さっき、あなたの双ふた子ごのお兄さんが、『お前も頑張れ』と呟つぶやいていました。

豊花　何ですって。元祖パシリのくせに生意気な。どこにいるの。

白玉一号　そう言うと思いまして、さっき遠くへ飛ばしておきました。

瑠々　あらまあ、この点々と、遠くまで飛び散る血けつ痕こんは、京介くんのものですか。

豊花　なかなか気が利きくわね、小しよう精せい霊れいのくせに。そして小精霊のくせに、どうして背後に金属バットを隠かくし持ってるの。こうしてあたしの信しん頼らいを勝ち取って、油断させた隙すきに、何をしようと企たくらんでるの。

白玉一号　ぼくは何も企んでいません。小精霊と人間の交流を深めるために、一いつ緒しよに遊ぼうと思って……ぎゃー。

瑠々　あらまあ、また点々と、遠くまで血痕が飛び散りましたね。

豊花　……あ。血痕で、ひとつ思い出しちゃった。あの時は苦労したっけ。

瑠々　人を流血させる時は、ダイイングメッセージを残されないように、気をつけませんと。後々苦労しますよ。

豊花　そうじゃなくてさ。ケッコン──結けつ婚こん式でも、色々とあったわよね……。
























　幸せとは一体何のことか──一いち条じよう京きよう介すけは学生鞄かばんから、小型版の国語辞典を引っ張り出した。

　ごくありふれた言葉ではあるが、ふと考えてみると非常に抽ちゆう象しよう的てきで、はっきりとした意味のわからない言葉だと思った。それと同時に、自分で使ったことがあまりない言葉だとも。辞典が自分の手元にあるなんて、そう滅めつ多たにあることではない。まあ、いい機会だろうと思い、調べてみることにする。

　その辞典によると、幸せとは幸福のことだという。幸福の意味を調べてみると、幸いであることを示すと書かれていた。それでは幸いとは何か。辞典を引くと、そこには幸せを意味するとあった。振ふり出しに戻もどってしまった。全くもって解決しない。京介は小さく唸うなった。

「珍めずらしいわね。京介が国語辞典を持ち歩いているなんて」

　隣となりにいた双ふた子ごの妹・豊ゆた花かが、片かた眉まゆを上げて京介の手の中を覗のぞき込む。豊花が持っている中学校指定の鞄は、手のひらほどの厚さに膨ふくらんでいる。その中には教科書の類たぐいが一いつ切さい入っておらず、菓か子し類とか水みず鉄でつ砲ぽうとか、学業に無む縁えんな物しか詰つまっていないことを、京介は知っていた。

　京介自身の鞄は常に平たく、中身は未み開かい封ふうの煙草たばこが一パック、使えるのか使えないのか自分でもよくわからないライターが三本、以上──いつもそんな状態だ。今日、辞典が入っていたのは、学校の帰り際ぎわ、担任教師に捕つかまって、無む理り矢や理り持たされたからであった。

　その教師は以前から、京介が無口で無感動であることを気にしてた。生徒は全すべて元気潑はつ剌らつ、情じよう緒ちよ豊かであることが望ましい、と担任教師は思っているようだった。

　君は世の中の色々なものに対し、もっと感動を覚えるようにした方がいい。手っ取り早く本でも読みなさい──そう言った教師に、京介は興味がないと答えた。だが敵は全く怯ひるまず、笑え顔がおで続けた。本の中は文字だらけ、文字に興味のない人間などいるものか、何な故ぜなら文字は人類の最高の発明だからだ。先生なんか、細かい文字を見ているだけで興奮してくるぞ。荒い鼻息を吐はきながら教師が京介に渡わたした物が、今手元にある国語辞典だった。

　何だかんだと言いつつも、教師は暗に、京介の国語の成績がいまいちであることを責めているのかもしれない。閉じた辞典を鞄に突つっ込んで、京介はため息をついた。国語にも英語にも、言語そのものにそれほど関心がない。そもそもが、人と話すことに興味がないのだから、もうどうしようもないじゃないか、と思った。

「ちょっと、あんまり暗い顔しないでよ。場ば違ちがいだって追い出されちゃったら、仕事にならないんだからね。行くわよ」

　そう言って京介を睨にらんだ後、豊花は鞄と布に包んだ長い杖つえを振って、走り出す。彼女が向かった先にあるのは、全体を白一色で統一した洋風の建物。三角屋根の頂点に大きな十じゆう字じ架かを載のせた、教会である。

　門のレリーフに刻まれた教会の名前と、その側そばに貼はられた「挙式承うけたまわります・永遠の幸せを誓ちかいましょう」という広告を再度確かく認にんし、京介は歩き出した。

　歩きながら考えたことは、幸せの意味は結局よくわからなかったが、何故こんな清らかな雰ふん囲い気きの土地が、こんなにも澱よどんでいるのだろう、ということだった。




　虹にじ原はらポンゲラバーム教会。

　事前に調べた資料によると、ポンゲラバーム教とは、西せい暦れき三百年頃ごろイタリア北部で発はつ祥しようした後、虹原市で発展した宗教であるらしい。信者の数は現在のところ、全世界で約二百人。この教会は数年前に建設されたばかりらしいが、ここで行なわれる行事は、毎朝の礼拝や日曜ごとの集会、挙式、葬そう式しき等々。光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者の研修課題で訪おとずれなければ、一生知ることもなかったような場所だな、と京介は思った。

「見て見て、京介。結けつ婚こん式しきやってるわよ」

　礼拝堂の壁かべに張りついていた豊花が、脳天気な声を上げる。教会の土地を澱ませている原因を探さぐり、庭を歩いていた京介たちだが、豊花の方はすっかり観光気分のようだった。

　京介が円まるい窓から礼拝堂の内部を見やると、狭せまい堂内には数十の人の姿があった。壇だん上じように司祭、タキシードとウェディングドレスの新しん郎ろう新しん婦ぷ、パイプオルガンにステンドグラス。ごく一いつ般ぱん的な、教会での結婚式が行なわれている最中のようだった。

　感想は豊花も同様だったらしく、気の抜ぬけた息を鼻から出し、呟つぶやく。

「他ほかの教会と、あまり変わらないのね。ポンゲラバームなんて変な名前だから、変な結婚式するのかと思ったのに」

「訂てい正せいしなさい」

　背後から鋭するどい声が響ひびき、京介は振り返った。いつからそこにいるのか、シスター服のような衣い装しようを着た若い女が立っており、殺気に満ちた目で京介と豊花を睨んでいた。

　夕暮れの冷たい風に服の裾すそをはためかせ、女は一言一言、空気を食いちぎるように言った。

「訂正しなさい。聖なるポンゲラバーム様を変な名前だなんて、ポンゲラバーム様が許しても私が許しません。謝りなさい。そしてもう言わないと誓いなさい」

「な、何よあんた……」

「私はポンゲラバーム教の尼に僧そうです。謝りなさい。今すぐ謝りなさい」

「……ごめんなさい、もう言いません……」

　相手の勢いに押されたのか、豊花が顔をひきつらせながら、そう言った。尼僧は鼻を鳴らすと、次に京介がくわえていた煙草を見て、眉をつり上げた。

「やめなさい。すぐ消しなさい。聖なるポンゲラバーム様は煙けむりがお嫌きらいです。ですから、魚は全て、刺さし身みでいただくことになっています」

「へえ……」

「へえじゃなくて消しなさい。今すぐやめなさい」

　尼僧の手のひらが宙を切り、京介の唇くちびるから煙草を叩たたき落とした。地面を転がる吸い殻がらを踏ふみ止とどめて、京介は相手を改めて見る。尼僧は豊花をどかして窓にしがみつき、礼拝堂の中を覗いて歯をぎしぎしと鳴らした。

「……あの男……私と結婚するって約束したくせに、よくもよくもよくも。しかも私のいる教会で式を挙げるなんて、よくもよくもよくも」

　窓を摑つかむ手に力を込こめ、尼僧が低く呟く。彼女の手の中で窓まど枠わくが壊こわれそうな悲鳴を上げ、背中に青白いオーラが浮うかぶ。もちろんそれは幻げん覚かくではなく、光流脈矯正術者の視覚にのみ映る、澱みの影かげだ。京介は豊花と顔を合わせた。

「……虚きよ偽ぎの誓せい約やくと多重の愛は神しん罰ばつの対象よ。あの男の結婚式なんか、神罰でぶち壊してくれる」

　尼僧はわかりやすい独り言を呟きながら、ひたすらに礼拝堂の中に眼光を飛ばしていた。もっとも、内部では誰だれも彼女の視線など気がついていないらしく、穏おだやかに式が進行してゆく。パイプオルガンの優ゆう雅がな演奏に合わせ、司祭が聖書のような分厚い本を朗読していた。

「ふうん、なるほどね。あなた、振ふられちゃって悔くやしいのね」

　尼僧の肩かたを一つ叩き、豊花がゆっくりと領うなずいた。

「でも、人を憎にくむ暇ひまがあったら、自分のために時間を使った方がいいわよ。きっとこれから、いいことがたくさんあるもの。ねえ、京介もそう思うでしょう？」

「さあ……」

「この湿しめっぽい男は気にしないでいいわ。人生が後ろ向きなの。こんな風にならないように、あなたは前向きに考えなきゃ」

　豊花の嫌いや味みは無視し、京介は新しい煙草たばこに火を点つけてしゃがみ込んだ。

　大地に網もう羅らされた、ある特とく殊しゆな力の総そう称しよう、光流脈。それは外的影えい響きようを受けやすく、その地にいる人間が強い負の感情を抱いだいているだけで、光流脈の機能は低下してしまう。専門用語で澱よどみと呼ばれる箇か所しよの修復にあたるのが、矯正術者の役割だ。そして京介と豊花は、現在、矯正術者の研修中の身分である。

　この土地の澱みの原因は、どうやらこの尼僧の憎ぞう悪おにあるらしい。それならば、彼女を説き伏ふせて「結婚式をぶち壊す」という目もく論ろ見みを諦あきらめさせれば、研修課題は終しゆう了りようだ。

　自分が出る幕もなく、喋しやべるのが好きな豊花が相手を説得してくれるだろう──京介は長く煙を吐はいた。と、目の前に茂しげった丈たけの高い雑草の中で、何かが動いたような気がした。

「振られて悔しいのではありません。罰ばち当あたりな男の、神をも裏切る卑ひ劣れつな行こう為いに憤いきどおっているのです。訂正しなさい」

　窓から離はなれた尼僧が、強く豊花の手を振り払はらう。叩かれた手を腰こしに当て、豊花は唇を尖とがらせた。

「だけど、結婚式を邪じや魔ましたりするの、よくないと思う。その裏切り男はともかくとして、結婚相手とか、参列してるお客さんとか、関係ないじゃない？　それにあなた、聖職者なんでしょう。だったら広い心で……」

「ポンゲラバーム教の聖職者だからこそ、私は誠心誠意をこめて式を壊すんです。あの男を聖なる教えのもとに裁くのが務めです」

　豊花の言葉をぴしゃりと遮さえぎり、そう言い放った後、尼僧は不ふ審しんそうに眉まゆを寄せた。

「そもそも、何なんです？　あなた方は。入信希望者でもなさそうですし……もしかして、最近噂うわさの、ホンゲラパーム教のスパイですか」

「何よそれ」

「ポンゲラバーム教の教えを真ま似ねて信者を集め、金かね儲もうけに走る許し難がたい異教です。名前まで似せて、罰当たり極きわまりない集団です。おのれ、異教徒め」

　勝手にそう断定した尼僧は、首から下げた十じゆう字じ架かを握にぎりしめた。力を入れすぎたのか、彼女の手の中で十字架はあっさり折れてしまった。

　罰当たりなのはお前もそうだろう、と心の中で思いながら、京介は雑草の中に目を凝こらした。草の向こうに、人の気配を強く感じる。細長い葉の隙すき間まから、一いつ対ついの目が見えた。その目が微ほほ笑えんだような気がして、京介は首を傾かしげた。

「聖なるポンゲラバーム様。今こ宵よい私は、愚おろかな裏切り者と異教徒二名を裁いて裁いて裁きまくって、その死体を捧ささげます。もちろん刺身で」

　折れた十字架を投げ捨て、尼僧が叫さけんだ。誰が聞いても聖職者というより悪あく魔まに近い発言に怯おびえたのか、豊花が京介の背中にしがみついてくる。

「駄だ目めだわ、京介代わって。あたし、ああいう思いこみの激しそうなタイプって苦手なの」

「豊花に近いじゃないか。よく喋って、言ってることの意味がわからない」

「失礼ねえ。あたしの座ざ右ゆうの銘めいは理路整然でしょう。何かさあ、あの人が刺さし身み刺身って言うから、お刺身が食べたくなってきたじゃない。早く課題を片づけて帰ろうよ」

　豊花はぶうぶうと唸うなりながら、京介の学生服の襟えりを引っ張る。雑草の中にいる何者かは、今度はこちらに向かって手を振ってきた。

　京介の頭上で、尼僧が長い袖そでを大きく振り、高らかに言う。

「下しも僕べよ、出番です。異教徒二名を倒たおしてしまいなさい」

「はーい、頑がん張ばりまーす」

　間延びした返事と共に、京介の目の前で雑草が揺ゆれ、下僕と呼ばれた人ひと影かげが現れた。豊花に引っ張られ、ほぼ同時に立ち上がった京介は、下僕の姿を見て大きなため息をつく。相手はにこやかに笑いながら、会え釈しやくをした。

「京介くん、豊花ちゃん、こんばんは。こんなところでお会いするなんて、偶ぐう然ぜんですねえ。嬉うれしいです」

　ブレザーの制服の肩かたまで伸のばした髪かみの毛が、口の動きに合わせてゆったりと揺れる。京介たちと同じく、矯正術者の研修生である樋ひ名な谷たに瑠る々るという少女だった。それに気がつき、豊花が早さつ速そく嫌そうな声を上げる。
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「偶然ですねえって、瑠々、あんたまたあたしの邪魔をしに来たんじゃないでしょうね」

「違ちがいますよ、本当に偶然なんです。さっき、たまたまこの近所を歩いていましたら、そちらの尼あまさんに声をかけられまして……」

　スカートについた草をのんびりと払い落とし、瑠々が言う。

「アルバイトで悪い人の結けつ婚こん式しきをぶち壊こわさないかって。面おも白しろそうでしたので、お受けしたんです」

「あんたねえ、術者の力をそういう悪いことに使っちゃいけないって、研修で最初に習うでしょう？　教官にバレたら、大変よ。チクらないであげるから、さっさと帰りなさいよ」

「もちろん、承知してますよ。ですから、今日は光流脈の力は使いませんから、安心して下さい」

　微笑んでそう言うと、瑠々は足あし下もとの雑草の中から、大きな鉄の筒つつのようなものを持ち上げた。それは何かの武器──一いつ般ぱん的にバズーカ砲ほうと呼ばれる物として、京介の目には映った。背後で豊花が、大きく息を飲む音が響ひびいた。

　重量のありそうなその武器を、瑠々はあっさりと自分の肩の上に載のせる。尼に僧そうはそんな彼女に頷うなずいた後、不敵な笑えみと共に京介へ向き直った。

「恐おそれ入って言葉も出ませんか。これは聖なるポンゲラバーム様の、神しん罰ばつの炎ほのお発生装置です」

「バズーカ砲っていうんじゃないのか」

「お黙だまりなさい異教徒。下僕、準備はいいですか」

　そう瑠々に呼びかけながら、尼僧は手で両耳を塞ふさぎ、数メートル離はなれた木の陰かげへ逃にげ込んでいた。瑠々がにこやかに返事をし、砲口を京介に向かって定める。豊花がぎゃあぎゃあ喚わめいて、その辺りを走り回った。

「はーい。聖なるポンゲラバーム様の、神罰の炎発生装置、準備完かん了りようです。発射五秒前、五──」

　バズーカ砲が火を噴ふいた。

　豊花の腕うでを摑つかみ、共に地面へ伏ふせた京介の頭上を、赤黒い炎と爆ばく音おんが駆かけ抜ぬける。礼拝堂の窓が砕くだけ散り、内部で悲鳴が上がった。遠くで尼僧が万ばん歳ざい三唱をする。

「瑠々の馬ば鹿かたれ！　五秒前って言ったらちゃんと五秒で撃うちなさいよ！」

　立ち上がった豊花が、宙を搔かき回す爆風に髪を靡なびかせ、怒ど鳴なった。風向きの問題か、黒こく煙えんをまともに浴びたらしく、顔を煤すすだらけにした瑠々が、笑顔で次の弾たまをこめて答える。

「失礼しました。わたし、こういうのを使うのが初めてなもので、タイミングを計り損そこねました。次は完かん璧ぺきですからねえ。京介くん、頭とお腹なか、穴が空くならどっちがいいですか？」

　京介は無言で瑠々に歩み寄り、バズーカ砲を奪うばい取った。瑠々が片手で軽く担かついでいた割に、武器の重量は相当なものだった。京介はそれを庭の裏手に向かって投げ捨てた。教会の隅すみで再度爆音が轟とどろき、礼拝堂のざわめきが大きくなる。

「帰ってくれないか」

　京介が静かに言うと、煤に汚よごれた顔をレースが付いたハンカチで丁てい寧ねいに拭ぬぐい、瑠々は首を捻ひねる。

「どうしてですか、せっかく会えましたのに。もっと遊びましょうよ」

「遊びに来てるんじゃないんだ」

「京介くん、最近わたしのことを避さけてるでしょう。研修課の廊ろう下かで会っても無視するし、さっきだって、草の中から手を振ふりましたのに」

「廊下で無視したのは、気がつかなかっただけ。さっき無視したのは、不ふ審しんだったから」

「ああそうなんですか。よかった、じゃあわたし、嫌きらわれてるわけじゃないんですねえ」

「好きでも嫌いでもない」

「そういう言い方って、かえって女の子を傷つけるんですよ」

　そう言った瑠々が、ブレザーの胸むな元もとから手しゆ榴りゆう弾だんを取り出した。安全ピンを缶かんジュースでも開けるような気軽さで抜き、瑠々は笑顔で手榴弾を投げつけてくる。

「聖なるポンゲラバーム様の、神罰の炎発生装置・ミニ、だそうです」

　咄とつ嗟さに体を捻り、京介は手榴弾の直ちよく撃げきを避よけた。真後ろにいた豊花が叫さけんで飛び避け、神罰の炎発生装置・ミニは、礼拝堂の壁かべに空いた穴から内部へ転がり込む。爆音と地響きが礼拝堂を揺ゆさぶり、屋根の上の十じゆう字じ架かがぐらぐらと傾かしいだ。

「下しも僕べ、次の神罰の道具を調達に行きますよ」

「はーい、尼さん」

　尼僧と瑠々は、礼拝堂の裏側に駆かけ去ってしまう。その頃ころ、ようやく外の騒さわぎに気がついたのか、礼拝堂の中から司祭や新婦が恐る恐る顔を出した。新婦の背後に隠かくれ、怯おびえ顔の新しん郎ろうもいる。

「あ、あの……何があったんです……？」

　白いヴェールの下で不安そうに表情を曇くもらせる新婦に向かって、びしっと親指を立て、豊花が言った。

「ここの尼あまさんが結けつ婚こん式しきをぶち壊そうとしているの。でも安心して。あなたの敵はあたしが倒たおす。だから後で、引き出物ちょうだい。バウムクーヘンとか、すっごい好き」

　それだけ言うと、豊花は「待てこの非常識」と叫んで尼僧を追いかけて行った。

　焦こげ臭くさい風に咳せき込み、ついでにため息をついた後、京介は新婦の陰で震ふるえている新郎に尋たずねた。

「どうしてわざわざ、あの女がいる教会で式を挙げるんだ」

「あ、あの女って、何……？　何のことだよ……」

　新郎は青い顔を左右に振り、断言した。

「俺、あんな人知らないよ。今日初めて会ったんだ、本当だよ」




　人ひと違ちがい。勘かん違ちがい。一人芝しば居い。空想。幻げん想そう。被ひ害がい妄もう想そう。

　はた迷めい惑わくな言葉しか思いつかないが、そのうちのどれかだろうか、と京介は考えた。まあ理由は何にしろ、あの尼僧の行動を止めないことには、課題も片づかないので仕方がない。

　とりあえず、新郎新婦を含ふくめた結婚式の参列者には、安全な別館に避ひ難なんしてもらった。新婦が辛つらそうな顔をしていたので、豊花の頼たのみ事はきかなくていい、と言いおいてから、京介は礼拝堂の裏手に回った。

　礼拝堂の裏側は林を切り開いた空き地になっており、その片かた隅すみにある木造の大きな倉庫の前では、尼に僧そうと豊花が、既すでに睨にらみ合いの態勢に入っていた。少し離はなれた場所に瑠々がいて、京介を見るとにこやかに手を振ってきた。

　それは無視し、豊花の横に立ち、京介は尼僧に一応報告した。

「あの男、あんたのことを知らないって言ってたけど」

　尼僧は眉み間けんの皺しわを深くし、歯を鳴らした。

「とぼける気か裏切り者め……。故意の忘ぼう却きやくも神しん罰ばつの対象だというのに」

「本当に知らなさそうだった」

「裏切り者を庇かばうのですか。相当な泥どろまみれ精神ですね、異教徒。やめなさい。今すぐ庇うのをやめなさい。そして己おのれの人生もやめてしまいなさい」

　京介がため息をついていると、豊花が悔くやしげな顔を向けてきた。

「聞いてよ京介、ひどいのよ。ここの教会ではね、結婚式に引き出物を出さない決まりなんだって。だからバウムクーヘンがもらえないのよ。食べたかったのに」

「その辺で買えばいいだろ」

「だってバウムクーヘンって結構高いのよ。一個丸ごと買ったら、研修生の貧びん乏ぼうなお財さい布ふなんて、一撃ですっからかんになるわ」

「じゃあその辺の切り株でも食えばいい」

「…………」

「お前ならやれる」

「京介、嫌きらい。もし血が繫つながっていないとしても、京介とは絶対結けつ婚こんしない」

「おれもお前とは結婚しない」

「異教徒め、結婚結婚言うんじゃありません。腹立たしいではありませんか」

　苛いら立だたしげに言った尼僧が、服の袖そでの中から、一冊の本を取り出す。分厚い本の表紙には「ポンゲラバーム教・聖典」と記されていた。

　聖典をばらばらとめくり、尼僧は歯を剝むき出すようにして言う。

「愚おろかなる異教徒よ、あなた方の罪は重いですよ。聖典によると、あなた方は死んだ後、煉れん獄ごくで三泊ぱく四日ほど、改かい悛しゆんを行なうのです。どうです、恐おそろしいでしょう。恐ろしがって泣きなさい」

「京介、れんごくって何？」

　瞳ひとみを瞬またたかせて豊花が尋ねてくる。京介もよくわからなかったので、鞄かばんの中から辞典を出して、豊花に渡わたした。

「えーと、煉獄……カトリック教で、天国と地獄の間にある場所のこと、だって。……カトリック教？」

　豊花が尼僧に向かって、眉まゆを顰ひそめた。

「あんたのところ、カトリック教じゃないじゃない。その聖典、間違ってるんじゃないの？」

「い……」

　尼僧は顔を紅潮させると、聖典を思い切り閉じて怒ど鳴なった。

「印刷ミスです」

「ふーん」

「おのれ、異教徒め。神聖なる聖典を馬ば鹿かにするとは──」

　倉庫の扉とびらの前に立つ瑠々を振ふり返り、尼僧は口早に命じた。

「下しも僕べ、ポンゲラバーム様の聖なる使い、神しん獣じゆうギュータンをお出しなさい。そしてこの異教徒を踏ふみ潰つぶしておしまいなさい」

「はーい。ギュータンの皆みなさん、出番ですよー」

　瑠々が倉庫の扉に手をかけると同時に、尼僧は逆方向に向かって走り出した。空き地の隅に生え残っている、高い杉の木に飛びつくと、尼僧は猿さる並みの速さで木を登り始める。

　呆あつ気けにとられる京介と豊花の前で、倉庫の扉が全開になった。その中から現れたのは、五十頭ほどの──。

「牛だ」

「違ちがいます。神獣ギュータンです」

　呟つぶやいた京介の言葉を、木の上から尼僧が素す早ばやく訂てい正せいする。牛は一いつ斉せいに「もー」と鳴き、競きそい合うようにして京介たちに突とつ進しんしてきた。

　外見は乳牛のようであったが、パワーと根こん性じようは闘とう牛ぎゆうに近いらしい。あっという間に京介は取り囲まれ、角や脚あしによる攻こう撃げきで体を打たれ始めた。一頭分の体を隔へだてた向こう側でも、牛に髪かみの毛を引っ張られた豊花が悲鳴を上げていた。

「豊花ちゃん、頑がん張ばって下さーい」

　倉庫の側そばで、瑠々が楽しげに手を振って言った。

「豊花ちゃん、いつも言っているじゃないですか、いつか世界中の巨きよ乳にゆうに勝ってみせるって。ほら、今がチャンスですよお」

「うるさい馬鹿瑠々。あんたなんかにあたしの気持ちがわかるものですか」

　喚わめいた豊花の声が、そのまま泣き声に変わる。豊花はやがて牛の海に沈しずみ、京介の位置からは姿が見えなくなった。

　牛が抗こう議ぎ的な鼻息を吐はき、京介の体に嚙かみついてきた。草食動物ゆえに、歯が尖とがっていない点はありがたかったが、顎あごの力はそれなりにあるし、歯肉に肋あばらを嚙まれると、かなり痛かった。京介は、このままでは食われるなと思い、牛の群れをぐるりと見回した。

「……腹が減ってるのか」

　返答を求めたわけではないのに、京介の呟きに対し、牛は申し合わせたように全頭揃そろって「もー」と鳴いた。

「……しばらく餌えさをもらってないのか」

「もー」

「……今、目の前に人間がいるから、とりあえず襲おそいかかってみたけど、本当は草の方が好き、なのか」

「もー」

「……なるほど」

　牛に囲まれたまま、京介は持っていた長い杖つえを包む布を解ほどいた。取り出した術者の必ひつ須す携けい帯たい術具、玲れい洗せん樹じゆの枝の先を適当な方向の地面に向け、呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。巳みより出いでて地中で発動、春は二度動け」

　空き地一帯の地面が金色に輝いた。伐ばつ採さいされていた木や下草が唐とう突とつに芽め吹ぶき、牛の背せ丈たけほどの高さまで一気に生長する。牛は歓かん声せいに近い鳴き声を発し、植物に向かって走り出した。何頭かが尼に僧そうの登った杉の木に激突したらしく、人間の悲鳴も響ひびいた。

　牛が立ち去り、京介が地面に転がっている豊花を起こしていると、尼僧が駆かけ戻もどってきて、悪あく魔までも見るような目を向けてきた。

「お、恐おそろしい……何ですか、今の力は。ただの無力な異教徒だと思っていれば、あなた一体何者です。さては、禁断の呪術を使う暗黒神か何かの手先ですね。白状しなさい」

「そういうことにしたいなら、そういうことにしておいてもいい」

　説明するのが面めん倒どうであったし、説明する必要もないと思ったので、京介は適当に答えを返した。自分は光流脈使いで、大地を網もう羅らするその力を使い、その辺の草木を意志的に生長させました──そう言ったところで、この尼僧は理解しないだろうと思った。理解されたとしても、単に敵対視される要素が一つ増えるだけだ。

「下僕、何をぼうっとしているのです。神獣を捕つかまえなさい。放ほうっておくと、土まで食べるんですから」

「はーい。ギュータンの皆さん、小屋に帰って下さーい」

　尼僧に命じられた瑠々が、楽しげに牛を追い立てた。どこから持ち出したのか、長い紐ひもを輪にして振り回し、瑠々は器用に牛を捕まえていく。それらの光景を、京介は欠伸あくびをしつつ眺ながめていた。たっぷり三十分かかり、牛は全すべて倉庫に戻った。

「……禁断の呪術使いが相手なら、こちらも本気を出さなくてはなりませんね……」

　すっかり日は沈み、紺こん色に染まった夜空が、尼僧の全身に暗い影かげを落としている。一番星を見上げて時間を潰つぶしていた京介は、視線を地上に戻し、尋たずねた。

「まだ何かあるのか」

「ありますとも。泣いて逃にげ出すなら今のうちです。下しも僕べ、大講堂に移動しますよ」

「大講堂というと、ついに真打ち登場ですか。楽しみですねえ。京介くん、まだ帰らないで下さいね」

　尼僧と瑠々が別の建物の方へ駆けて行く。さっさと帰りたいと思って京介がため息をついた時、背後に近づいてくる足音が聞こえた。目をやると、純白のウェディングドレスの裾すそを引きずりながら、先ほどの新婦が歩み寄ってくる。その後ろには、及および腰ごしになっている新しん郎ろうの姿もある。

「……私たちも、一いつ緒しよに連れて行って下さい」

　押し殺した声で新婦が言うと、新郎が後ろからヴェールを引っ張り、首を振ふった。

「や、やめようよ、殺されちゃうよ、あの尼あまもこの魔ま法ほう使つかいも、人間じゃないよ、怖こわいよ」

「幸せになるために、怖がってなんかいられないでしょう」

　力強く首を振ると、新婦は京介を真まっ直すぐ見つめて言った。

「私、彼女と話をしてみます。話せばわかってくれると思うんです」

「あいつ、話が通じるのか」

「頑がん張ばってみます。……行きましょう」

　新婦は京介の手首を摑つかむと、歩き出した。

　どうでもいいが、ずいぶん握あく力りよくが強い女だな、と京介は思った。




　敷しき地ち内の隅すみにある煉れん瓦が造りの大きな建物へ、京介たちは向かった。建物の中からは、聴きく者に立ち入りを躊ちゆう躇ちよさせるような、ひどく調子はずれな音楽が響いていた。

　新郎が新婦の背後に隠かくれ、新婦が豊花の後ろにつく。豊花が京介の背中を突つき、自動的に先頭になった京介は、仕方がないので大講堂の扉とびらを押した。

　軋きしみながら開いた扉の向こうは、天てん井じようの高いホールになっていた。室内は無数の蠟ろう燭そくの光に満ち、不ふ吉きつな影が揺ゆれている。ホールの奥には、礼拝堂と同じように祭さい壇だんとパイプオルガンがあり、瑠々が鍵けん盤ばんを適当に叩たたいていた。京介たちの姿に気がつくと、瑠々はやっと演奏をやめてくれた。

　祭壇の上には大きな箱があり、その傍かたわらで尼僧が仁に王おう立だちをしている。尼僧は新郎新婦の姿を見ると、眉まゆをつり上げ、唇くちびるを強く嚙かんだ。嚙みすぎたらしく血が流れたが、本人は全く気にしていないようだった。

「裏切り者め。わざわざ裁かれに出向いてくるとは、潔いさぎよいではないですか。でもその潔さが憎にく々にくしい。神しん罰ばつを食くらい、鼻水を垂らして泣きなさい」

「待って、話をきいて……」

　嘆たん願がんする新婦の言葉を無視し、尼に僧そうは祭壇から飛び降りると叫さけんだ。

「聖なるポンゲラバーム様、今ここに降臨し、裏切り者と禁断の呪じゆ術じゆつ使つかいを心から撲ぼく滅めつしてくださいませ」

　叫びに応じるように、壇上の箱が独りでに揺れ動き始めた。新郎と豊花が悲鳴を上げ、逃げ出そうとしたが、いつの間にか回り込んだ瑠々が、大講堂の扉を閉じてしまう。京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎり直し、ため息をついた。ポンゲラバームとやらには、どんな術が効くものかと少し考えてみたが、ポンゲラバーム自体に想像が及ばず、何も思い浮うかばなかった。

　箱の蓋ふたが勢いよく外れ、床ゆかに転がった。一同が見守る中、箱の中から白くて丸い物体が、ひょっこりと姿を現す。バレーボール状の体に小さな羽根と手足、つぶらな黒目を持ったその物体は、箱の縁ふちによじ上ると、小さな歯が並んだ口を開けて宣言した。

「跪ひざまずけ、人間ども。ぼくの名前はポンゲラバームじゃー」

「おいでませ、聖なるポンゲラバーム様！」

　尼僧が床に正座をし、がばっと頭を下げる。周囲に流されやすい性格なのか、新郎も同じように土下座をしたが、京介と豊花は同時にため息をついた。ポンゲラバームを名乗る白い物体に、見覚えがあったからだ。その生物は、先日出会った小しよう精せい霊れいの一種によく似ていた。

「……あ！」

　小精霊の方もこちらに気がついたらしく、目を見開いて驚おどろくと、何やらぶつぶつ言って箱の中に戻ろうとする。豊花が歩み寄って行き、白い物体の羽根を鷲わし摑づかみにした。

「あんたさあ、この前会った時、白しら玉たま一いち号ごうって名乗ってなかったっけ。いつの間に改名したのよ。ねえ」

「あう、羽根に触さわらないで下さい。小精霊の羽根には触らないで下さい。大変壊こわれやすいので手を触ふれないで下さい」

　豊花の手の中で、白玉一号がじたばたともがく。豊花が引っ張ると、小精霊の羽根は飴あめ細工のように長く伸のびた。

「ポンゲラバーム様に何をするのです！」
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　尼僧が飛び起きて、豊花の手から白玉一号を奪うばい取る。豊花は鼻で笑い、言った。

「何がポンゲラバームよ。そいつはただの小精霊よ」

「このお方は正しよう真しん正しよう銘めい、ポンゲラバーム様です。一昨日おとついの夜、祭壇の供く物もつをものすごい勢いで召めし上がっていたのですよ。私がポンゲラバーム様かと尋たずねたら、そうだと仰おつしやいました。敬けい虔けんな私の前に、神がお姿を現したのです」

「あっさり騙だまされないでよ、みっともない」

「騙されてなどいません。謝りなさい。ポンゲラバーム様、この罰ばち当あたりな小こ娘むすめに神罰を！」

　尼僧が豊花に向かって白玉一号を投げつけた。豊花は軽いレシーブで小精霊の丸い体を弾はじき返す。白玉一号が飛んで行った先に瑠々が走り、彼女は嬉うれしそうにトスを上げた。

　落下地点にはちょうど新しん郎ろうがおり、新郎は床に座ったまま動けずに、ただ悲鳴を上げた。新婦が新郎に駆かけ寄り、ウェディングドレスの裾すそをはためかせて大きくジャンプする。新婦のスパイクが確実に白玉一号を打ち、白い球体は悲しげな声と共に、ホールの隅へ転がって行った。

　着地を決めた新婦を尼僧が睨にらみ、強く舌打ちをする。

「……見事なスパイク……さすが、虹原中央学園バレーボール部のエースだっただけある……」

「清きよ美みちゃん、やっぱり私のことを覚えていてくれたのね」

　新婦の瞳ひとみに涙なみだが浮かんだ。新婦は微び笑しようをたたえ、尼僧の手を取った。

「よかった……気づいてくれなかったらどうしようかと思っていたの」

「覚えているに決まってるでしょう！　化け粧しようで誤ご魔ま化かしたって、あんたの顔は忘れないわ」

　新婦の手を振ふり払はらい、尼僧が怒ど鳴なる。足あし下もとに転がってきた白玉一号を蹴けっ飛ばしてどかしながら、京介は尋ねた。

「花はな嫁よめとも知り合いなのか」

「もちろんですとも。我が人生最大の裏切り者ですから」

「さっき、裏切ったのは男だって言っていなかったか」

「言いましたよ。花嫁の格好なんてしていますけれどね、こいつは男なんです」

　尼僧が言うと、豊花と瑠々が声を揃そろえて「あらー」と叫んだ。新婦は顔を覆おおってわあっと泣き始めた。その姿も泣く仕草も、どこからどう見ても女にしか見えない。そういえば、握あく力りよくはやけに強かったことを、京介は思い出した。

「ひどいわ、ひどいわ清美ちゃん。十年前にちゃんと手紙を出したでしょう。好きな男ひとができたので、駆け落ちしますって。今日から私の心は女ですって。幼なじみの清美ちゃんなら、私の気持ち、わかってくれると思っていたのに」

　それまで黙だまっていた新郎が、新婦の肩かたにそっと手を載のせ、言った。

「気にするなよ……世界中の誰だれもが認めなくても、俺だけは君を女だと思って生きていくよ、哲てつ子こ」

「哲子って言うんじゃありません。そいつの本名は哲てつ三ぞうです」

　尼に僧そうは白玉一号を摑み上げ、新婦に向かって投げつけた。顔を上げた哲子、あるいは哲三は、涙の雫しずくを飛ばしながらも素す早ばやく両りよう腕うでを伸ばし、豪ごう快かいにブロックを決めた。

　床ゆかに落ちた白玉一号の体を踏ふみ潰つぶすと、尼僧は怒いかりに肩を震ふるわせて、吐はき捨てるように言った。

「おのれ……男子バレーボール部のエースだったのに。格好よかったのに。子供の頃ころ、大きくなったら結けつ婚こんしてくれるって約束したのに」

「ごめんなさい清美ちゃん……。手紙でもちゃんと謝ったけれど、小さな頃の清美ちゃんって、強くて何となく男気に溢あふれていて、結構好きだったのよ。でもやっぱり、本物の男の方がいいし……」

「だったらその男と駆け落ちしたら、二度と私の前に現れなければよかったじゃない。また虹原に戻もどってきて、どうして私がいる教会で結婚式なんかするの」

　地じ団だん駄だを踏み、尼僧が喚わめく。足の下で白玉一号の体は、マシュマロが潰れるように変形していった。

「だって、それは……」

　とめどなく涙を流し、新婦が声を震わせる。涙で化粧が剝はげ落ち、口の回りにうっすらと髭ひげの剃そり跡あとが覗のぞいていた。

「清美ちゃんに、私が幸せになった姿を見てもらいたかったの。私、清美ちゃんにはとても感謝しているのよ。清美ちゃんが小さい頃、一いつ緒しよにおままごとをして遊んでくれた時に、私、実はもう女に目覚めていたの。清美ちゃんは私の恩人よ」

「やめなさい。目を潤うるませるのは今すぐやめなさい。下しも僕べ、下僕よ、この裏切り者を何とかしなさい！」

　尼僧がそう命じたが、瑠々は胸の前で手を握にぎりしめ、首を横に振った。

「尼あまさん、この人は悪い人ではありませんよ。愛と義理のために全力を尽つくす、男らしい人じゃないですか」

　瑠々が言うと、新婦は「男って言わないで」と、また泣き始めてしまう。尼僧が瑠々を裏切り者呼ばわりし、白玉一号や聖典を手当たり次し第だいに床へ投げた。大講堂の中には、尼僧が暴れる音と、新婦がむせび泣く声が、暗く響ひびき渡わたった。

　大きな鼻息を一つ吐き、豊花が京介に尋たずねてきた。

「どうする？　この人たち……。まあ、放ほうっておいても、自分たちで勝手に決着つけてくれると思うけれど、何日かかるかわからないし……」

　この土地の澱よどみを消すという研修課題に則して考えると、できれば今すぐ、もめ事は解決させたいところである。だが、愛情の縺もつれの解決法なんて、京介は知る由よしもない。

　尼僧が投げた聖典を拾い、京介は何とはなしにページをめくってみた。もちろん、そこにも参考になるような記述はない。

「ここにいるのは禁断の呪じゆ術じゆつ使つかいと裏切り者のみ！」

　祭さい壇だんの上に飛び乗り、尼僧が唐とう突とつにそう叫さけんだ。両手には火の点ついた蠟ろう燭そくを何本も握っており、憎ぞう悪おに満ちた彼女の顔には、濃こい陰いん影えいが刻まれていた。

「こうなれば、手っ取り早く、まとめて全員火あぶりにしてしまいましょう」

　尼僧は蠟燭を四方へ放り投げた。祭壇を覆う布や、壁かべ際ぎわのカーテンに火が燃え移り、炎ほのおはあっという間にホール中に広がる。黒く汚よごれた空気が充じゆう満まんし、尼僧が高笑いをした。

「いやー、出口が開かない！　燻くん製せいになっちゃうー！」

　閉じられた扉に体当たりをしながら、豊花が喚いた。目の前に漂ただよう火の粉を払い、京介は言う。

「落ち着けよ。術で適当に破は壊かいすればいいだろう」

「ああそうか。……京介？　どこ行くの？」

　豊花の問いかけを無視し、京介は祭壇の下まで歩いて行った。立ち上がる火柱を背に、狂きよう気きじみた笑い声を発している尼僧に、拾った聖典を放り投げる。

「逃にげないとあんたも死ぬぞ」

　聖典を受け取った尼僧は、ぴたりと笑うのをやめると、憮ぶ然ぜんとした表情で京介を見下ろした。

「お黙りなさい。私は慎つつしみ深い聖職者。いつ殉じゆん教きようしても構わない覚かく悟ごはできています」

「あんたが死ぬと澱みの原因がなくなるから、別にいいんだけど、課題の土地で死人を出したら、研修課に叱しかられそうだ」

「何をわけのわからないことを言っているのです、呪術使い」

「その聖典の中に──」

　祭壇から数歩離はなれながら、京介は言った。祭壇の周辺が一番火の手が強く、立っているだけで汗あせが流れた。

「他人の幸せを邪じや魔ますることは神しん罰ばつの対象だって、書いてあった」

「な……」

「対象内容が多くて大変だろうけど、頑がん張ばれよ」

　その時、豊花が扉とびらの破壊に成功したらしく、震しん動どうと共に、大講堂の中へ外気が強く吹ふき込んできた。その衝しよう動どうで、ホールの天てん井じようが崩くずれ、尼に僧そうの頭上に火を帯びた梁はりが落ちてくる。

「清美ちゃん、危ない──」

　京介より速く動いた新婦が、尼僧に手を伸のばす。尼僧が引きずり下ろされた瞬しゆん間かん、祭壇は落下した梁に押し潰つぶされた。




　星の輝かがやく空の下に、尼僧の泣き声が響き渡る。

　焼け落ちた大講堂の前に、自然と集まってきた結けつ婚こん式しきの参列者は、一様に訝いぶかしげな顔をしていた。教会の尼僧が地べたに座り込んで号ごう泣きゆうし、それを花はな嫁よめが慰なぐさめている光景は、確かに不自然ではある。

　離れた場所で豊花や瑠々と共にそれを眺ながめながら、京介は欠伸あくびを嚙かみ殺した。足あし下もとには白玉一号がすがりついて、「ぼくはボールじゃない」と泣いている。どこもかしこもしめやかだ、と思った。

　泣き喚く尼僧の頭を撫なで、新婦が微ほほ笑えんで言った。
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「清美ちゃん、子供の頃ころから男おとこ勝まさりだったけど、緊きん張ちようの糸が切れると泣いちゃうのよねえ。そういうところは、女の子らしいわ」

「うわーん、だから本物の男に負けたのか」

　更さらに泣き叫ぶ尼僧の肩かたに手を置き、新婦は真しん剣けんな顔で言う。

「清美ちゃん、お願い……。私の結婚式、続けさせてくれる？」

　尼僧はしばらくの間、鼻水を出したり啜すすったりしていたが、やがて小さくも首を縦に振ふった。豊花が「偉えらい」と言って盛さかんに拍はく手しゆをすると、参列者の方もつられて手を叩たたいた。

「……でも」

　泣き腫はらした目で敷しき地ち内を見回し、尼僧が呟つぶやく。

「礼拝堂は壊こわれてるし、代わりになる大講堂もこんなになってしまった……やったのは私だけど……」

「いいの。鐘かねさえ鳴らしてくれれば」

　礼拝堂の屋根を指差し、新婦が言う。十じゆう字じ架かの載のった三角屋根の下には、大きな鐘が吊つるされている。

「ポンゲラバーム教の結婚式では、最後にあの鐘を鳴らすんでしょう？　そうすれば幸せになれるのよね」

「あー、あの鐘って、そんな使い道があったんですかあ」

　頓とん狂きような声を出した瑠々が、眉まゆ尻じりを下げる。

「尼あまさんが、あんな鐘使わないって言ったから、わたし、鐘を鳴らすのに使う紐ひもを切っちゃいました。ギュータンさんを捕つかまえるのに使ったので」

　哲三ごめんよ、と尼僧が再び泣き、新婦が肩を落とす。紐くらい今すぐ付け替かえればいいだろうと思って、京介は屋根を見上げた。だが、屋根まで登るための外階段が、爆ばく発はつ騒そう動どうのせいで壊れており、今日中にどうにかするのは難しいようだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしたちに任せてよ」

　沈しずんだ一同を見回し、豊花が胸を大きく叩いた。

「鐘を鳴らせばいいんでしょう？　何回くらい鳴らせばいいの？」

　顔を上げた尼僧が、眉を寄せて答える。

「聖典には四回鳴らせと……でも、どうやって……」

「四回ね。公平に二回ずつでいいわ。京介、行くわよ」

　そう言って豊花は京介の腕うでを引き、礼拝堂に向かって歩き始めた。白玉一号を振り払はらい、豊花に引っ張られながら、京介は尋たずねる。

「どうするつもりだよ」

「簡単よ。術で空気の塊かたまりを作って、鐘に当てればいいの。もちろん、鐘が壊れない程度に加減してね──。ここでいいことをしておけば、課題の点数が上がるかもしれないでしょう？」

　礼拝堂の下で立ち止まった豊花は、離はなれた場所を指差し、言った。

「京介はあの辺りに行って。で、あたしと交こう互ごに術を使うのよ。鐘がいい感じに鳴るように、リズミカルにね」

「リズミカル……」

　首を傾かしげつつも、京介は指定された場所に移動し、玲れい洗せん樹じゆの枝を構えた。京介と礼拝堂、そして豊花の三点をそれぞれ直線で結ぶと、ちょうど直角ができるような位置である。

　豊花が玲洗樹の枝を振ふって、合図を送ってきた。枝の先を三角屋根に向け、豊花は呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝く女神。大気を集つどいて対象を風圧。威い力りよくは五。午うまより出いでて酉とりへ沈め」

　玲洗樹の枝の先に、ひと抱かかえほどの空気の塊が生じ、鐘に向かって飛んで行く。空気の塊は僅わずかに狙ねらいを外し、屋根に衝しよう突とつした。しかもその威力は豊花の予想以上だったらしく、悲しげな音を立て、屋根が崩くずれ始める。まず十字架が落ちて、地面に突つき刺ささった。

「やっばー……。京介、完全に崩れ落ちる前に、鐘を鳴らしちゃうわよ。早くして！」

　豊花が大声でそう命じる。四回も鳴らす時間があるかどうか疑わしかったが、京介は傾かたむき始めた三角屋根へ玲洗樹の枝を掲かかげる。

「流れよ、大地を走る輝く女神。大気を集いて対象を風圧。威力は四。酉より出て午へ沈め」

　空気の塊が、今度は真まっ直すぐに鐘を直ちよく撃げきした。そして高らかな金属音を上げ──鐘は粉ふん砕さいした。

「…………」

　威力設定を間ま違ちがえたらしい。京介は首を捻ひねり、唸うなった。

「何やってるのよ馬ば鹿か！　鐘を壊してどうするの！　課題が、点数が、みんなの幸せが！」

　慌あわてて駆かけ寄ってきた豊花が、京介の首を絞しめながら怒ど鳴なる。その頭上で、屋根は完全に崩ほう壊かいし、夜空に向かって煙けむりを噴ふいた。

　異変を察した尼に僧そうや新婦、参列者がこちらに走ってくるのが見えた。教会の鐘を壊すことも、きっと神しん罰ばつの対象になるんだろうなと、ため息をつきながら京介は思った。




　後日、京介たちに下された課題の評価は、当然合格基準に達するものではなかった。教会の大半が壊こわれ、尼僧は再び怒いかり狂くるい、鐘の粉砕に悲観した新婦が男泣きに暮れ、ますます澱よどみがひどくなってしまったのだから、仕方がない。評価は「謹きん慎しん」──文字通り、自宅にて謹慎の処分を食くらってしまった。

　処分中は当然、研修課にも行けず、課題もこなせない。豊花はそれがもどかしいらしく、家の庭でさんざん暴れ回っていたが、その騒音を除けば静かなもので、京介はそれなりに落ち着いた謹慎期間を過ごしていた。課題の土地に出向き、他人と接するよりも、自室の窓から空でも眺ながめて茫ぼう然ぜんとしている方が、健康によいような気はした。だが、そうしていることが幸せなのかと考えれば、特に幸せだとは感じなかった。

「今日で謹慎は終しゆう了りようよ。さあ、張り切って研修に行くわよ」

　京介の部屋の扉とびらを蹴けり飛ばして開けた豊花が、そう言って迎むかえに来た。その気合いに満ちた笑え顔がおは、なかなか幸せそうには見える。京介にとっては、迷めい惑わくな笑顔だが。

　自分にとっての幸せとは何なのかと、京介はふと考えた。やはりまず、幸せの意味を知ることから始めないとならないだろうが、辞典を引いてもわからないのだから、諦あきらめるしかないのかもしれない──。
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豊花　あの後、清美ちゃんは自分の信しん仰こうを深めるために、世界各地の教会を巡めぐる旅に出たのよね。外国から絵葉書が来ているわ。『旅は順調です。奪うばった看板も百枚を超こえました』。

瑠々　道場破りみたいで素す敵てきですねえ。

豊花　『日本に帰ったら、またお会いしましょう』ですって。お土産みやげは何かなあ。研修は大変だけど、こうしてお友だちが増えることもあるから、楽しいのよね。

瑠々　絵葉書に、追つい伸しんがありますよ。えーと、『次はお前の番だ』って書いてありますねえ。

豊花　……。

瑠々　帰国予定日は……あ、今日みたいです。

豊花　……えーと、謹きん慎しんのせいで、体がなまっちゃってさあ。あたし、どこか遠くへ行ってくるわ。知り合いのジェニファーがいるアメリカは、遠すぎるかなぁ……。どこがいいかなあ……山とか、川とか……。

京介　思い切って、月とか、星とか。

豊花　あら、京介にしては、珍めずらしく浪漫ロマンのあることを言うわね。

京介　そしてそのまま、地球に帰って来なくてもいい。

豊花　きー、あんたも一いつ緒しよに来るの。できるだけ遠くへ行くわよ。
























　人間には何な故ぜ、欲なんてあるのだろう──一いち条じよう京きよう介すけは短いため息をついた。

　バスのつり革かわに手首をかけ、感情のない視線を窓の外に投げる。虹にじ原はら東中学校の学生服を身に着けた京介は、片手に身長ほども長さのある木製の杖つえを持っている。童話か何かに登場する魔ま法ほう使つかいの杖に似た、奇き妙みような物体を持った京介だが、満席状態に混こみ合った車内で、注目を浴びることはなかった。何故なら、隣となりにいる少女が、乗客全員の視線を一身に集めていたからだ。

「あんたたち、この文字が見えないの。優先席って書いてあるでしょう。わかったらさっさとこの人に席を譲ゆずりなさいよ」

　かん高い声でそう喚わめいているのは、京介と同じ中学の制服を着た女子生徒だった。両耳の上で二つに結ゆった長い黒くろ髪かみの束が、彼女が何か叫さけぶごとに、ぶんぶんと揺ゆれている。少女の隣には松葉杖をついた若い女が立っていて、その顔へ髪の束がびしばしと当たっているが、少女本人は全く気がついていないようだった。

　京介とその少女の外見は、頭とう髪はつを除けばそっくりであった。少女の名前は一条豊ゆた花か──京介の双ふた子ごの妹である。

「あ、あの、私は別に、平気ですから……」

　松葉杖の女が、遠えん慮りよがちにそう言った。通路に立つ女と豊花の前には優先席があり、高校生らしい男子生徒が数名、席を占せん領りようしている。先ほどまではスナック菓が子しを片手に馬ば鹿か話ばなしをしていた彼らは、説教を始めた豊花を鬱うつ陶とうしそうに睨にらんでいた。

「遠慮は不要よ、お姉さん。何よ、あんたたち、その目は。鬱陶しいガキだなバーカ中ちゆう坊ぼうは家に帰って上うわ履ばきでも洗ってろ、とか思ってたら、ただじゃおかないわよ。あんたたちって、どこまで礼れい儀ぎ知らずなの。席を譲らないどころか、ばりばりお菓子なんか食べて。さっきから床ゆかに落ちてるの、気がつかないの」

　窓ガラスが打ち震ふるえるほどの勢いで怒ど鳴なると、豊花は高校生の手から菓子袋ぶくろを奪うばい取った。そしてその中身を、一気に自分の口の中へ流し込む。──食欲。京介は心の中で呟つぶやいた。虹原駅からこのバスに乗る前に、「今日は遠出をするから腹ごしらえが必要よ」と言い、京介の財さい布ふを奪ってコンビニへ駆かけ込み、肉まんだかあんまんだかを六個も食べたのは、誰だれだったか。高校生たちは豊花の迫はく力りよくに押されたのか、怯おびえた顔で肩かたを寄せ合い、震え始めた。

「あ、あの、私よりも、あなたが座った方がいいんじゃないですか……。杖をついているし……」

　豊花が持つ長い木の杖──京介と同じ型のものだ──を指差し、松葉杖の女が言う。すると豊花は、顎あごを得意げに反らし、制服の胸を一発叩たたいてみせた。バスの中に、干した布ふ団とんでも叩いたかのような、力強い音が響ひびき渡わたる。

「この杖はただの杖とは違ちがうのよ、お姉さん。詳くわしくは話さないけれど、まあ敢あえて喩たとえるならば、何ていうのかしら？　あたしって、すごい力を持つ選ばれた人間？　世界一予備軍？」

「は、はあ……疑問形で聞かれても、よくわかりませんけど……」

「とにかくそういうわけだから、あたしの言うことを聞かないと、痛い目に遭あうってことよ。わかったらさっさとどくのよ。いつまで座ってるのよ」

　蠅はえでも追っ払ぱらうかのように杖を振ふって高校生をどかし、豊花は松葉杖の女を座らせた。──自己顕けん示じ欲よく。それから、征せい服ふく欲。今度は口の中で呟き、京介は窓の外に広がる、虹原市郊こう外がいの冬ふゆ枯がれした田園風景に向かってため息をつく。気は馬鹿みたいに強いが、見た目はただの華きや奢しやな少女。光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者としても、平均そこそこの力を持った、ただの研修生。どこからそんな自信が湧わいてくるのかは知らないが、豊花は自分の存在が世界で一番偉えらくて強い、と三歳の頃ころから言っていた。

「いいですか、みなさん。公共の場ではマナーを守って、譲り合いの精神を大切にしましょう。怪け我がをしている人には座席を譲り、悪を駆く逐ちくする正義の味方には賞賛を惜おしみなく──わかったら、拍はく手しゆ！　はい、拍手ー！」

　豊花は乗客全員に向かって胸を張り、杖を振り上げると、そう叫さけんだ。慌あわてたように、乗客が手を叩き始める。バスの中に、耳が痛くなるほどの拍手喝かつ采さいが鳴り響く。バスの運転手もハンドルから手を放し、青い顔をして拍手をしていた。──名めい誉よ欲。もうどうでもいい。全すべて一いつ括かつして強ごう欲よく。乗客全員に「ありがとう」と笑え顔がおを振りまく双子の妹から目を逸そらし、京介は肩を落とした。

『次は虹原渓けい谷こく入り口、虹原渓谷入り口──』

　控ひかえめに流れたアナウンスを聞いた瞬しゆん間かん、豊花の大きな瞳ひとみがぴかりと輝かがやきを放った。

「ここだわ──降ります！」

　豊花は杖を振ると、降車ボタンを思いっきり叩いた。ばぎ、と音を立ててボタンが砕くだけ散ったが、周囲の人間は誰も文句を言えなかった。京介は一応身内なので、お前は馬鹿だとか、杖の使い方が違うとか言ってやろうと思ったが、こちらが口を開く前に、豊花は出口に向かって走り出してしまう。

「行くわよ、京介。今日も元気に課題を片づけるんだからね」

　短いスカートの裾すそを翻ひるがえし、豊花はバスから飛び降りて行った。降りる際に運賃を払うとか、そんな公共のマナーを守ることもなく。

　学生服のポケットから小こ銭ぜにを出し、二人分の運賃を払いながら、京介はため息をついた。確か交通費のような必要経費は、請せい求きゆうすれば「本家」から出るはずだったが、面めん倒どうくさいのでどうでもいいか、と思った。

「上りのバスの最終は十七時で、もう終わってるからね……帰りは歩いて帰ってね……タクシーを拾っても、運転手さんに迷めい惑わくかけちゃ駄だ目めだよ……」

　バスを降りる時、運転手が心をこめてそう言ってくれた。




　関係者以外の人間には、およそ知識を得る機会もない話であるが、世界の大地には千八百年前の昔より、一人の巫女みこが基き礎そを築いた特とく殊しゆな力が網もう羅らされている。かつて巫女が仕え、万ばん能のうの力を誇ほこっていた精せい霊れいの欠片かけらがもとになっているその力は、総そう称しようして「光流脈」と呼ばれる。巫女の血統を継つぐ者のみが、遺伝能力により、光流脈から様々な力を引き出して、現在も世の平和を築くことを目標としている。

　光流脈は、大地の様々な外的影えい響きようを受けやすく、その影響は機能低下という症しよう状じようで現れる。症状──専門用語で「澱よどみ」と呼ぶものの修復に当たる作業を担当する人間を、光流脈矯正術者と呼び、一条京介と豊花は、矯正術者の見習いである。学校が終わった後は、光流脈に関連した組織──光流脈統そう轄かつ管理本局、通称「本家」の研修課で、学科試験や実技研修に努めている。

　今日、京介たちが向かわされた場所、虹原渓谷も研修指定区域内であり、ここで発生した澱みの矯正が、実技の課題となるわけである。




「陰いん気きな感じの場所ねえ……色しき彩さいに欠けるわ。あたしは金とか銀とかパールとか、そういう色が好きなんだけどな」

　周辺をぐるりと見回し、豊花が大きな鼻息を吐はいて言った。

　渓流沿いに切り立った崖がけが並び、日にち没ぼつ直前の太陽を完全に遮さえぎっている辺り一帯は、薄うす闇やみに飲み込まれていた。足場は砂じや利り、崖やその辺に転がっている大きな岩は、骨のような白さで、渓谷を取り囲む林も、季節柄がら、葉を落とし切っている。時折吹ふく北風が枯れた枝を揺らし、啜すすり泣きに似た音を上げていた。

「澱みはどの辺りから漂ただよっているのかしら……こっちかな。うん、絶対こっち」

　長い髪を流星のようになびかせると、豊花は崖の方に駆けて行った。一部の崖が、ぼんやりとした青い光に覆おおわれている。それは、矯正術者の訓練を受けた人間の視覚にのみ映る、澱みの色だ。

　術者が光流脈の澱みを矯きよう正せいする作業の基本は、澱みの源の確かく認にんと、発生原因の根本からの排はい除じよである。その後は矯正用の術を使い、終しゆう了りよう。必ひつ須す携けい帯たい術具である杖つえ──玲れい洗せん樹じゆの枝を脇わきに挟はさみ、煙草たばこに火を点つけながら、京介は豊花の後を追った。

　渓谷の奥、大きな穴が空いている崖の前に豊花は立っていた。洞どう窟くつの入り口のような穴だが、元々ある穴ではなく、先日起こった崖がけ崩くずれの影響によるものであるらしい。入り口には工事現場用の黄色い柵さくが置かれ、進入禁止を示していた。

「なーんだ。澱みの原因は土地の変形だったのね。今回の課題はずいぶん簡単だわ。じゃあ京介、さっさと浄じよう化かしちゃってちょうだいね」

　胸の前で腕うで組ぐみをし、豊花が偉えらそうに言った。光流脈の澱む原因は幾いくつかパターンがあるが、大だい規き模ぼな土地変形も原因の一つに数えられる。土地の影響により、大地の下を通る光流脈の流れが妨さまたげられるらしい。修復作業を行なうことを、澱みを消しよう滅めつさせるという意味から、術者の専門用語で浄化と呼ぶこともある。

「で、こんな暗くて寒いところからは、とっとと帰りましょう。帰りにピザまんでも食べないと、凍とう死ししちゃうわよね。奢おごってくれないと今日の夜、外で寝ねかせてやるからね。寒いわよ。身も心も凍こおりついちゃうわよ。ああ、でも京介は元々氷点下ワールドな心の持ち主だから、心配ないわね。よかったわね」

　京介の肩かたを一つ叩たたくと、豊花はそう言って笑った。矯正術者の研修を、京介たちは双ふた子ごという理由だけで、二人一組で行なわされている。同期の研修生からは、楽でいいだろうとか羨うらやましがられることがあるが、羨む人間は豊花の性格を知らないだけだ。

　煙草を地面に捨て、京介が玲洗樹の枝を仕方なく握にぎり直した時──背後から砂利を踏ふんで近づいてくる足音が聞こえた。

　振ふり向くと、悲しげな音を立てる風の中、男が一人立っていた。生き地じの薄い作さ務む衣えを身に着け、素す足あしに健康サンダルを突つっかけている。年ねん齢れいは不ふ詳しようだが、とりあえず中年代であるのは間ま違ちがいなさそうだ。落ち武者のようなぼさぼさの髪かみと、鼻から顎あごにかけて見事に伸のばした黒い髭ひげの間で、細い両目が京介をじっと睨にらんでいた。

「悪あく霊りようがおるぞー！」

　男は唐とう突とつにそう叫さけぶと、手に持った細い棒を振り回した。細木の先に白い紙がついている物──神主が持つ祓はらい串ぐしに似ているが、男はどう見ても神職に就ついているようには見えなかった。

「この辺りに悪霊がおる！　ワシにはがんがん感じる！　誰だれだ、お前か!?　お前じゃな!?」

　細木の先を京介に突き出し、相手は目を血走らせて断言した。

「何な故ぜなら、顔が暗い！」

「…………」

「まだおるぞ、まだどこかにおるぞー！　どこじゃ！　お前か!?　お前じゃな!?」

　今度は細木の先を豊花に突き出し、男は目を血走らせて再度断言した。

「何故なら、オーラがうるさい！」

「な……！」

「まだまだおるな、まだおるぞー！　どこじゃ！　この奥か!?　この奥じゃな!?　ワシを呼ぶ声がするぞー！」

　進入禁止の柵を蹴けっ飛ばしてどかせると、男は怒ど鳴なり散らしながら崖の穴へ入って行ってしまった。眉まゆをつり上げた豊花がぐわっと歯を剝むき出すと、その背中に向かって叫ぶ。

「ちょっと待ちなさいよおじさん。オーラがうるさいって何なのよ、あたしのこれは、将来世界一の術者になるオーラなのよ、ちょっと聞いてるの!?」

　ぽっかりと黒い口を開けた崖の穴へ、五歩ほど駆かけ寄った豊花だが、すぐに戻もどってくると京介の腕を引いて言った。

「突っ立ってるんじゃないわよ、京介も来るのよ。あのおじさんにあたしたちがどのくらいすごいか、言い聞かせてやらなきゃ。それに何より、うろうろされたら浄化の邪じや魔まだわ」

「帰るまで待てばいい」

「あんた、あたしの話をちゃんと聞いてるの？　さっさと課題を片づけて帰ってピザまんが食べたいのよ。あたしと京介は二人一組なんだからね。自分勝手な行動とか意見の押しつけとかは許さないわよ」

「…………」

　豊花に引きずられて穴に向かいながら、京介は長いため息をついた。二人分の運賃を払はらったせいで、買い食いできる金がないことを白状したら、多分ひどい目に遭あわされるんだろう、と思った。慣れているので、別にどうでもよいことではあったが。




　穴の先は、横よこ幅はばが五、六メートル、天てん井じようまでの高さは三メートルほどの通路が奥までのびていた。崖崩れで偶ぐう然ぜんできあがった地形にしては、整いすぎている。以前からこの崖には内部空間があったのだろうかと、暗い道の先を眺ながめながら京介は思った。闇やみの奥にも、澱よどみを示す青い光が見える。

「おじさん、一体何者なのよ」

　しかし、豊花にとってはそんなことよりも、作務衣姿の男の方が気になるようだった。両手を腰こしに当てた豊花が尋たずねると、男は健康サンダルの底をぎゅこっと鳴らして振り返る。入り口から辛かろうじて差し込む外光で、男の顔に不気味な影が刻まれていた。

「ワシは世界一の霊れい媒ばい師し、田た中なか太た郎ろう」

「すっごい胡う散さん臭くさいわ」

「霊の声を聞いてやって来た。先日辺りから、その声がうるさくて夜も眠ねむれん。だからきっと悪霊じゃ。時におぬしら──」

　霊媒師田中とやらは、京介と豊花の顔を交こう互ごに見ると、眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。

「よくよく見ると、顔が同じだな。さては分身の術を使う妖よう術じゆつ使つかいか」

「失礼ねえ、あたしはこんな、少しぐらい喋しやべらなくったって生きていけると信じてるような人生諦あきらめ切った顔はしてないわよ」

「おれはこんな、銀河系の中心は自分だと思っているような傲ごう慢まんな顔はしていない」

「京介、今何て言った？　たまに喋ったと思ったら、何てこと言うのよ。三秒以内に取り消さないと、このおじさんの仕事に絡からむような存在にしてやる」

　真しん剣けんに目の奥に怒いかりの炎ほのおを燃やし、豊花は京介の首を絞しめてきた。ため息をつきながら京介がその指を剝はがし取っていると、突とつ然ぜん地じ響ひびきが襲おそった。

「何じゃ……!?」

　田中が天井を見上げた瞬しゆん間かん、轟ごう音おんと共に地面が揺ゆれ、視界が暗転した。暗闇に驚おどろいた豊花が、ぎゃあぎゃあ叫さけびながら、再び京介の首を絞める。手加減が一いつ切さい感じられないその力は、怖こわくてすがってきているのか、どさくさに紛まぎれて殺そうと企たくらんでいるのか、京介には判断がつかなかった。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ」

　豊花を押しのけ、玲れい洗せん樹じゆの枝を地面に突つき立て、京介は呪じゆ文もんを唱える。

「一部を実体化、我を中心に一間けん四方を照らせ。半はん刻ときの後、辰たつへ沈しずめ」

　京介の足あし下もとの地面が、淡あわい光を放った。光はそのまま円状の形を保ち、京介を中心に半径二メートル程度までの地面を照らす。闇一色だった空間に、豊花や田中の姿が、ぼんやりと浮うかび上がった。研修で習得したばかりの照明の術であり、術の効力は十五分ほど続くはずだ。

　入ってきたばかりの入り口を振ふり返り、京介はため息をついた。大きな岩がいくつも重なり、穴を塞ふさいでいる。それを見た途と端たん、豊花が悲鳴を上げた。

「ど、どうして入り口が……!?　さては、あたしの才能を僻ひがんだ誰だれかのワナね!?」

「また崖がけ崩くずれが起きただけだろう」

「噓うそよ、絶対誰かがあたしを閉じこめようとしたのよ。そうでなかったら、こんな穴なんか──」

「聞いたことがある！」

　田中が叫び、豊花の言葉を遮さえぎった。細木を指揮者のように振り回し、田中は通路の奥を睨にらんで続ける。

「数百年もの昔──この辺りに住んでいたある豪族が、死を間近にして己おのれの財宝を洞どう窟くつの奥に隠かくした、と」

「財宝!?」

　豊花の両目にぴかーんと「￥」マークが浮かぶ。京介は嫌いやな予感がした。このマークが出るとろくなことがない。両親から聞いた話では、生まれて最初に目を開けた時、豊花の目には既すでにあのマークが輝いていたらしい。

「ちょっとおじさん、どういうことよ。詳くわしく聞かせなさいよ」

「長年の調査にも拘かかわらず、その在あり処かは見つからずにいたらしいが、入り口そのものが塞がれていたと考えれば、話は早い。先日の崖崩れにより、こうして入り口の封ふう印いんは解けた──」

「つまり、この奥には財宝がうっはうっは眠ってるってわけね？」
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「ワシを呼ぶ声の正体は、豪ごう族ぞくの亡ぼう霊れいだったんじゃな！」

「これでお金持ちになれる！　一番高い特選中ちゆう華かまんが買える！」

「霊媒師人生初の上客じゃ！　この目で見るまで帰れんぞー！」

　豊花と田中は競きそい合うように、通路の先へ突っ走って行ってしまった。だが五秒後、二人揃そろって戻ってくると、同時に京介の腕うでを摑つかんで前へ押し出した。

「照明の術は、京介の足下中心に起動してるんだからね。あんたが来ないと暗くて進めないわよ。悔くやしいけど、今日のところは京介が班長ってことにしてあげてもいいわ」

「そうじゃそうじゃ、妖術使いの少年よ。先頭に立ち、我らを導くのじゃ」

　二人は口々にそう言うと、京介の背後にびたりとくっついた。

　闇やみに飲まれた前方の景色に眉まゆを寄せ、京介はため息をつく。どうやら豊花も田中も、暗い道を先頭になって歩くのが嫌だったらしい。




　自分たちの足音だけが、壁かべや天てん井じように陰いん気きに反はん響きようしている。

　洞窟の奥は湿しめった空気が重く滞とどこおっており、照明の術が照らす足下の外は、ほとんど何も見えなかった。十歩先の闇の中で、凶きよう器きを持った何者かが待ち構えていても、気づいた時には殺されているだろう。右みぎ肩かたに田中の指が食い込み、左腕には豊花が両手でしっかり絡みついている。この状態で先頭に立たされても、危機に対してできるとっさの行動は皆かい無むで、恐おそらく背後二人の盾たてにされて終わるんだろうな、と京介は思った。

　ただまっすぐにのびていた通路が、突とつ然ぜん行き止まりを迎むかえた。右折する通路が続いているが、行き止まりの壁に何か文字が彫ほられている。

　京介がライターを使って照らすと、壁にはこう書かれていた。

『この先、裸はだか』

　豊花が唸うなり、田中も唸った。擦こすったライターで、ついでに煙草たばこにも火を点つけて、京介は二人に言った。

「財宝なんかないんじゃないのか」

「いや、あるはずじゃ」

　やけに断固とした口調で、田中が言った。猛もう牛ぎゆうに近い勢いで鼻息を吐はくと、田中は京介を右折の通路の方へ押し出した。

「宝はこの先だと、霊れいの声が聞こえる！」

「おれには何も聞こえないけど」

「いいやある、きっとある、ないはずがない！」

「…………」

　田中に押されるままに歩き出し、五分ほど進むと、正方形の部屋に出た。四方を壁だけで囲まれた部屋には、何一つ物がない。ただ、行き止まりの壁に人の頭ほどの穴が空いていて、穴の横にまた文字が刻まれていた。

『裸、ここ』

　田中が歓かん声せいに近い奇き声せいを発し、京介を撥はね飛ばすと、その穴に頭を突つっ込んだ。ぼさぼさの頭がすっぽり嵌はまった時、上の方から何かが動いたような音が聞こえた。

「京介、あれ……！」

　豊花が天てん井じようを指して叫ぶ。田中が頭を突っ込んだちょうど真上の天井に、穴が空いていた。そしてその穴から、ずらりと幾いく本ほんもの槍やりの先が覗のぞいていた。

「霊れい媒ばい師し、頭を抜ぬかないと多分死ぬぞ」

　京介は声をかけたが、田中は頭を突っ込んだまま、首から下をじたばたさせているだけだった。ひょっとすると頭が抜けなくなっているのかもしれない、と京介はようやく気がついた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。卯うから酉とりへ風圧増加。一間前方対象、軽度粉ふん砕さいの後、午うまへ沈しずめ」

　玲れい洗せん樹じゆの枝を振ふり、前方の壁に向けて呪じゆ文もんを唱える。大気の圧力が壁を押し、ヒビが走って崩ほう壊かいを始めた。田中の体が穴の向こうに落ちたと同時に、天井から槍が降ってきた。数十本の槍が、容よう赦しやもなく地面を突き刺さし、土つち煙けむりが上がった。

「おじさーん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　豊花が田中のところへ駆かけ寄って行く。壁が半壊した向こう側に、田中が俯うつぶせに倒たおれていた。その手元には、ずいぶんと古そうな土ど偶ぐうが一体、転がっていた。人間の全身像で、胸部の辺りが妙みように張り出していることから、女性の裸ら体たいを象かたどっているように見えないこともない。だが、土偶だ。

「スケベ」

　短くも的確な豊花の言葉に、田中はがばっと起き上がると、必死になって首を横に振った。

「違ちがうぞ！　霊の声が聞こえたんじゃ、こっちに来いと、だから、これは、いわゆるひとつのれっきとした事故じゃ！」

「でもスケベ」

「違うっちゅーんじゃー！」

　田中が喚わめき散らす声が、部屋中に空むなしく響ひびき渡わたる。土偶と槍と天井の穴を順に眺ながめ、京介は煙を長く吐いた。




　部屋を引き返し、一番初めの曲がり角──『この先、裸』の壁かべの前まで、京介たちは戻もどってきた。部屋の先に道はなく、このまま引き返せば一本道で入り口に戻ってしまう。まさかとは思うが、豪ごう族ぞくの財宝は土偶だったのだろうか──壁に寄り掛かかり、京介はぼんやりと天井を見上げた。田中はしゃがみ込み、ぶつぶつと独り言を言っていた。

「豊花、もう戻ろう」

　その辺りの壁に張りつき、やはりぶつぶつ言っている豊花へ、京介は声をかけた。別の道に出る扉とびらか何かを探しているらしく、こんな時だけ豊花の目は、恐ろしく真ま面じ目めに輝いていた。

「戻るってどこによ。入り口は塞ふさがれてるのよ」

「術で岩を壊こわせば、外に出られる」

「外に出てどうするのよ。まだ財宝を見つけてないのよ」

　長い髪かみを振って怒ど鳴なると、豊花は強い視線で京介を睨ねめ返し、言った。

「課題のために来た場所に、たまたま財宝があるだなんて、神様があたしにもらっとけ、って言っているとしか思えない。あたしはここでお金持ちになる運命なの。あたしは世界一のお金持ちになって笑いが止まらないという星の下に生まれてきたの」

「すごい星だな」

「だから、京介の内臓全部売っ払ぱらってでも、お金持ちになるの。絶対諦あきらめない」

　叫さけぶついでに、豊花は足あし下もとの壁を思い切り蹴けっ飛ばした。痛かったのか、豊花が足を抱かかえてのたうち回る中、どこか遠くで音が聞こえる──先ほどの部屋で、田中が穴に頭を突っ込んだ時に聞こえた音と、似ている気がした。

　次の瞬しゆん間かん、京介の足下の地面が、突とつ如じよ崩くずれ始めた。崩れたのは自分の足下だけでなく、田中や豊花のいる場所を含ふくめた一帯らしかった。霊媒師が飛び起きて細木を振り回し、豊花がまた泣き叫びながら京介の首を絞しめにくる。足場が消失し、体が宙に浮うき──墜つい落らくが始まった。ここは一体どうなってるんだ、と京介が思った時、衝しよう撃げきと共に目の前が真っ暗になった。




　口から全すべての内臓が飛び出てしまいそうなほど、胸やら腹やらに圧あつ迫ぱく感かんがあるのは何な故ぜだろう──おぼろげな意識の中で、京介は唸うなり声を上げた。

　ついに豊花が強行手段に出て、自分は内臓全てを引っ張り出され、売られて死んでしまうのか。豊花はきっと、京介の生命保険金をも両親から強ごう奪だつするに違いない。更さらには得意の噓うそで「お兄ちゃんと私・兄がくれた麗うるわしの十五年間」とでも名付けたわけのわからない感動手記を書いて、どこかの出版社に無む理り矢や理り出版させるはずだ。全国各地で「兄きよう妹だいは仲よく」をテーマに講演を行ない、その土地の旨うまいものを食べて大笑い。テレビの出演依い頼らいも殺さつ到とうし──。

「──ハリウッドにも進出……ううーん、メグ……メグが『あなたのスター性には敵かなわないわ』って言ってるう……メグって気さく……え、噓、キャメロンまで……むにゃむにゃ」

「…………」

　目を開いた京介は、自分の上で目を回しながらも幸せそうな寝ね言ごとを吐はいている豊花を見て、重いため息をついた。どうにも恐おそろしい想像が次々に浮かぶと思ったら、豊花の口にした寝言が、覚かく醒せい前の意識に直接流れ込んでいたようだ。

　──足場が崩れ、落下した先で軽く失神をしていたところ、上から降ってきた豊花の下した敷じきになったらしい。京介は体を起こすと、まだぶつぶつ言っている豊花を払いのけた。意識が途と切ぎれたせいで、照明の術も消えてしまっていたので、立ち上がり、再度呪じゆ文もんを唱える。光流脈から得られる術は、術者の精神力をもとにして展開されるため、起動中に意識をなくしたり死んだりすると、術そのものが停止してしまう。

　真上を見上げると、天井に直径五メートルほどの大きな穴が空いていた。あそこから落ちたらしいが、高さは大したことがない。辺りには砕くだけ散った地面の破は片へんや田中が転がり、上の空間と同じような通路が、また一本道でのびているようだった。暗くら闇やみの先にも、やはり青い澱よどみの色が見える。

「地下二階ってところかしら。やっぱりね、財宝は奥の方にあるって、昔から決まってるのよ」

　いつの間にか意識を戻もどしたらしい豊花が、強気な笑え顔がおで頷うなずいていた。その心底欲深そうな横顔を眺ながめ、京介は言った。

「気にならないか」

「何が？　財宝の総額？」

「そうじゃない。澱みのこと。この道の先にもある。澱みの原因は上の崖がけ崩くずれじゃなくて、別の何かがあるのかもしれない」

「地下でも地崩れが起きてるんじゃないの？　京介は澱みの浄じよう化かに専念してね。あたしは財宝に専念するから。横取りしようとかどうしようもないことを考えたら、あんたの葬そう式しきの葬式饅まん頭じゆう、中身のあんこだけ全部あたしが食べてやる」

「それはあまり脅おどしになってない」

「うるさいわね、さっさと行くわよ。財宝があたしを待ってるんだから。ほらおじさん、起きて起きて」

　豊花が田中を蹴って起こす。起き上がった田中はしばらくぼうっとしていたが、周辺の様子を見回した後、唐とう突とつに叫んだ。

「聞いたことがある！　数百年もの昔──この辺りに住んでいたある豪ごう族ぞくが、死を間近にして己おのれの財宝を洞どう窟くつの奥に隠かくした、と」

「その話ならさっき聞いたわよ」

「──豪族は財宝を隠し、宝を狙う侵入者を阻はばむため、ワナを仕掛けた、と」

「そういうことを先に言いなさいよ！」

　田中の背中に飛び蹴りを食くらわせた豊花だが、通路の先の闇を睨にらみつけ、唇くちびるを強く嚙かんで言った。

「……いいわよ、受けて立とうじゃないの。あたしを阻めるもんなら阻んでみなさいよ。ワナになんか負けないわよ、見てなさいよ」

　そう宣言すると、豊花は通路の先へ駆かけ出した。起き上がった田中が、細木を振り上げ、続いて走り出す。

「霊れいの声じゃ、霊の声が近くなっている、世界一の霊れい媒ばい師しであるワシを呼ぶ声がするー！」

　そして五秒後、やはり二人揃そろって戻ってくると、同時に京介の腕うでを摑つかんで前へ押し出した。京介は深いため息をついた。




「お腹なかが空すいたわ、京介」

　一方通行の通路を歩くこと、数分。京介の腕にしがみついた豊花が、断言的な口調でそう言った。この台詞せりふに続く言葉として頻ひん度どが高いのが「何か買って」「何か作って」「何かしないと許さない」。幼おさない頃ころは「何かちょうだい」としか言えなかった豊花も、随ずい分ぶんと成長した。成人する頃には、もっと恐ろしい言葉を覚えているのだろうが、それまで生きていられる自信が、京介にはあまりなかった。

「ワシも腹が減ったぞ。妖よう術じゆつ使つかいの少年」

　何な故ぜか偉えらそうに田中まで言ってくる。京介はうんざりしながら言い返した。

「そう言われたって、どうしようもない」

「妖術で食い物を出せんのか」

「出せてたら苦労しない」

「人間の内臓で、一番美味おいしいのはどこなのかなあ……」

　豊花が呟つぶやいた時、道が行き止まりになった。左折する通路が続いているが、行き止まりの壁かべに何か文字が彫ほられている。

　京介がライターを使って照らすと、壁にはこう書かれていた。

『この先、美味』

　豊花と田中が同時に左折の通路の方へ走って行く。もう好きにしてくれと呟きながら、京介も仕方なく歩き始めた。

　通路の先は、上の階と同じような正方形の部屋だった。しかし上とは異なり、部屋の中には地下だというのに、大きな木が生えていた。木には、りんごに似た形の金色の果実が無数に実り、枝に下がった札には『美味』と記されていた。

「──ちょっと待って……」

　パン食い競走のような勢いで、田中と共に果実をもぎ取った豊花であるが、齧かじり付く直前で、眉まゆを寄せる。大口を開けた田中も、その表情を見て動きを止めた。

「豪族のワナがあるって、言ってたわよね……だったらこれも、ワナの可能性が高いわ……」

「なるほど。賢かしこい娘じゃな」

「まあね、よく言われるわ。さてと、毒味が必要ね──」

　果実を握にぎった豊花が、ぎろりと京介を睨みつけてきた。逃にげようと思った時にはもう遅おそく、豊花と田中によって、京介は床ゆかにねじ伏ふせられ、口の中に果実を突つっ込まれていた。
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　呼吸ができなくなったので、仕方なく果実を飲み込んだ。味は見た目通りのりんごと変わらず、幸いなことに体に異変も起きなかった。京介が文句でも言おうかと二人を見上げた時、田中が叫さけんだ。

「聞いたことがある！　数百年もの昔──この辺りに住んでいたある豪族が植えた植物で、奇き妙みようなものがある、と」

「な、何よおじさん。毒？　やっぱり毒？」

「いや──それを食べると、その人間は無感動になってしまうという、世にも恐ろしい実であるらしい」

「まあ恐おそろしい。でも京介は大だい丈じよう夫ぶね。元々無感動だもんね」

　にっこりと笑え顔がおで言われても仕方がないので、京介はとりあえず豊花から目を逸そらしておいた。子供の頃から無感動ではあるが、京介は豊花の笑顔を二分以上直視していると、気分が悪くなってくるという持病があった。

　その時──木の向こうから足音が聞こえた。幹の陰かげから警けい戒かいするようにこちらを窺うかがっている──辺りが暗いせいではっきりとは見えないが、それは人ひと影かげのようだった。

「きゃああ！　出たわ、亡ぼう霊れいよ、豪族の亡霊よ。おじさん出番よ、ばしっと祓はらっちゃってよ」

　豊花が田中の背後に逃げ込んで言うと、自じ称しよう世界一の霊れい媒ばい師しは、きっぱりと言い放った。

「ワシは霊のオーラを感じたり、声を聞くだけで、そういう力はないんじゃ」

「なーんだ。じゃあ仕方がないわね。それじゃあ、京介。頑がん張ばってね」

　豊花が田中の後ろから、京介の背後に素す早ばやく移動してきた。田中もその後ろにくっついてくる。京介はため息をつきつつも、玲れい洗せん樹じゆの枝を握って人影へ向き直った。霊に対たい抗こうできるような術など、聞いたこともなかった。

　影が動いた。幹を回り込み、低い姿勢で殺気と共にこちらに駆かけ込んでくる。仕方がないので、京介も影に向かって走り出した。そして顔面辺りと思われる位置を目がけ、適当に拳こぶしを突き出した。

　硬い衝しよう撃げきが手に伝わり、「いてっ」という声が聞こえた。京介が眉を寄せて動きを止めた隙すきに、相手は身を翻ひるがえして逃げてしまう。大きな木を挟はさんだ反対側には通路がのび、どこかへ続いているようだった。

「京介、何してるのよ。亡霊が逃げちゃったわよ」

　駆け寄ってきた豊花に、京介は率そつ直ちよくな感想を告げた。

「人間っぽかったな」

「何で人間がこんなところにいるのよ」

「知らない」

「──あああ！　もしかして、財宝を狙ねらっている奴やつが他ほかにもいるんじゃ……！　冗じよう談だんじゃないわよ、あたしのよ、全部あたしのなのよ」

　豊花が人影を追い、田中も走り出す。京介はもういい加減に別行動をさせてもらおうと思い始めていたが、通路の先から漂う強い澱よどみの気配を感じ、その方向に進むしかなかった。




　その先は広い空間だった。そこら中に転がった懐かい中ちゆう電灯が光の輪を作り、広い部屋全体を照らしている。その光を受け、大判小判の山やら、貴金属の山やらが目ま映ばゆい輝きを放っている。金目の物が放つ音さえ聞こえてきそうなほどの輝きであるが、その音は別の騒そう音おんによって搔かき消されてしまっていた。

「す、すごい……」

　部屋を前にして立ちつくした豊花が、茫ぼう然せんと呟つぶやいた。宝の山を前にして、数十人の人間が戦っている。黄色いヘルメットを被かぶり、ツルハシやら鉄パイプやらの工具を持った人間の上げる鬨ときの声が、空気を震ふるわせる。彼らが放つ悪意ある闘とう争そう心しん──強い負の感情が、周辺の場を澱ませていた。光流脈が澱む原因には土地の変形の他、その地に存在する生物の悪あしき感情なども含まれる。

　推測に過ぎないが、恐らく──京介は考えた。地上の崖がけ崩くずれの後、工事のために作業員が洞どう窟くつ内へ入った。そして何かの偶ぐう然ぜんで財宝を見つけ、そこでまあ欲が出て舞まい上がり、争いに至った──経けい緯いは違っていたとしても、この土地の澱みの原因は彼らだったということは判明した。先ほど、木のある部屋で襲おそいかかってきた人間は、ここへ来る後続者を撃げき退たいする役だったのかもしれない。

「すごいわ……この人たちを倒たおして争いを鎮しずめれば、課題の点数も入るし、財宝も入る──すごいわ。やっぱりあたしはここでお金持ちになる運命だったのよ」

　財宝以上に瞳ひとみを輝かがやかせた豊花が、力ちから一いつ杯ぱい玲洗樹の枝を振り上げ、叫んだ。

「運命には逆らえないのよ、だから財宝は全部あたしのものよ。みんな、あたしの言うことを聞いて降参しましたって言いなさいよ。言わないとあんたたちの人生そのものを工事しちゃうわよ」

　京介は、本当に降参した方がいいと、争う人々へ忠告してやろうと思った。だがそれよりも先に、豊花の持った玲洗樹の枝が、勢い余って壁かべをがつんと叩たたいてしまった。

　どこか遠くで音が聞こえた──土ど偶ぐうの部屋で聞いた音や、上の階で床が崩れる前に聞こえた音と、非常に似ている気がした。

「聞いたことがある！」

　細木を強く握にぎりしめ、険しい顔で田中が言った。天てん井じよう辺りから響ひびき始めた、何かが軋きしむような不気味な音を聞いていた京介は、半ば自や棄け気味に問い返してやった。

「何を」

「数百年もの昔──この辺りに住んでいたある豪ごう族ぞくが、死を間近にして己おのれの財宝を洞窟の奥に隠かくした」

「ああ、そう」

「豪族は宝を狙う侵しん入にゆう者しやを阻はばむため、ワナを仕し掛かけた」

「そうみたいだな」

「最大のワナは、洞窟まるごと崩ほう壊かいさせ、宝を灰かい燼じんに帰すものらしい」

「…………」

「宝の部屋の前で己の欲深さを叫さけび、踊おどった者はそのワナを見るだろう──と、昔読んだ古文書に書いてあったわい」

「あんた、全体的に物事を思い出すのが遅おそい」

　ものすごい音を立てて、天井が崩壊を始めた。財宝の一部が吹ふっ飛び、どこかで何かの仕組みが起動したのか、火の手が上がる。驚おどろいた豊花が喚わめきながら、京介の首を絞しめてきた。

　一体何が悪いのだろう。破は滅めつに向かって崩れ去ってゆく目の前の光景を眺ながめながら、京介はぼんやりと考えた。

　多分──実技課題に、こんな怪あやしげな場所を選んだ研修課が悪い。そう思った時、目の前で大きな爆ばく発はつが起きた。




「……国民栄えい誉よ賞とノーベル賞とアカデミー賞を受賞したあたしは、次に宇宙に旅立つの……」

　背負った豊花が、耳元で寝ね言ごとを呟いている。崩壊した洞どう窟くつの下から、何とか生きて這はい出た京介には、もはや舌打ちをする気力もなかった。

「……宇宙は広いわ……時には挫ざ折せつもするけれど、それでもあたしは元気……だって、あたしの仕事場は冥めい王おう星せいだから……」

「…………」

「……そうしてついに完成したタイムマシンで未来の世界へ……出たわね、あたしの未来の夫」

「…………」

「……夫は家事が得意で、あたしの言うことに犬のように従うの……家は庭つき五階建てで、あいつが一人で毎日掃そう除じをするのよ……サボった日には容よう赦しやしないわ……」

　気絶している豊花は、悪あく魔まの呪じゆ文もんのような寝言を続けていた。彼女の体を地面へ放ほうり投げ、京介は隣となりにいる田中へ声をかける。

「──大だい丈じよう夫ぶか」

「聞いたことがある……」

　ぼさぼさの頭から破れた健康サンダルまで、全すべてが埃ほこりまみれになり、ますます不ふ審しん度の増した田中は、出てきたばかりの崖──の残ざん骸がいを振ふり返り、ぼそりと言った。

「ワシが子供の頃、親おや父じが言っておった……気の強い女について行くと、身が滅ほろびる、と」

　地面に転がった豊花は、「毎日の食事のメニューはあたしの自由。あいつに意見を言う権利はない」と言っていた。どこの誰だれだか知らないが、将来豊花の旦だん那なになるという、人類代表の生け贄にえみたいな男に、京介は心から同情をした。

「豪族の亡ぼう霊れいは、今も何か言ってるのか」

　煙草たばこに火を点つけながら京介が尋たずねると、田中はぼんやりと宙を見回し、首を捻ひねる。日はすっかり暮れていて、街灯一本もない虹原渓けい谷こくの上空には、黒い夜空が重く覆おおい被かぶさっていた。

「……後ろにいる、と言ってるな……」

「後ろ？」

　京介と田中は、ほぼ同時に背後を振り返った。田中が悲鳴を上げ、京介は口の中で思い切り唸うなってしまった。二人の背後には、妙みように古めかしい衣服を身に纏まとった、顔色の悪い男──まさに亡霊のような人物が佇たたずんでいた。

「ワナを乗り越こえられた者に、宝を譲ゆずろうと思っていたが……」

　男の口から、多重に響く奇き妙みような声が漏もれた。田中はがたがた震ふるえて、京介の背後に張りついてしまう。

「最後のワナが起動してしまった。宝も全て、洞どう窟くつと共に崩壊してしまったようだ」

「あんたが宝の持ち主か」

「かつてはな」

「おれには霊れい能力なんかないけれど、あんたの声が聞こえる」

「こちら側から働きかけている。消える前に、話がしたかった。こちらの存在を恐おそれないような誰かと──」

　京介は背後の田中を一いち瞥べつした。世界一の霊れい媒ばい師しは完かん璧ぺきに気絶していた。

「欲というのは複雑だ──」

　男がぽつりと呟く。渓谷に風が吹いた。足あし下もとを、小さな石が幾いくつも転がってゆく。

「大きすぎれば人の身を滅ぼす。だが、欲がなければ、世界はこれほどまでに繁はん栄えいしなかったはずだ」

「…………」

「私はかつて、欲が深すぎた。死した後もその欲は消えず、遺のこした物が心残りで成じよう仏ぶつもできなかった」

「…………」

「だが、これでやっと、眠ねむれるようだ」

　強い風が吹ふいた。京介は一いつ瞬しゆん目をつぶってしまったが、次に目を開いた時、男の姿は消えてなくなっていた。

　目を覚ましたらしい豊花が、起き抜ぬけに放った大きなくしゃみが、夜空に響ひびき渡わたった。




　バスのつり革かわに手首をかけ、京介は疲ひ労ろうした視線を窓の外に投げた。

　いつも通りの学生服を身に着け、片手には玲れい洗せん樹じゆの枝。いつも通りの奇妙な物体を持った京介だが、満席状態に混こみ合った車内で、注目を浴びることはなかった。何な故ぜならバスの乗客は、それぞれ噂うわさ話ばなしに夢中になっていたからだ。
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「聞きました？　虹原渓谷の大だい爆ばく発はつ」

「あー、何だか大変だったみたいですねー。工事現場の作業員が巻き込まれて、怪け我がをしたって。死亡者が出なかったのは、不幸中の幸いですけどねー」

「あの爆発、呪のろいが原因らしいですね」

「ああ、昔、あの辺りに住んでいた金持ちの豪ごう族ぞくの霊が、他人を近寄らせないために爆発を起こしたって話。もう一つ説がありませんでしたっけ」

「地元の中学生が暴れて、爆発させたって話ですね」

「そっちが有力らしいですねー。警察でもその方面で捜そう査さをしてるとか、していないとか。この辺の中学生は恐ろしいですからね」

「それよりも、駅前の『ミスター霊媒師・田中』、行きました？」

「それが、予約が殺さつ到とうしていて、三ヶ月待ちなんですよ」

「まあ、売り文句が『虹原渓谷の豪族と仲良しの霊媒師』ですからね。今のうちは儲もうかりますよね」

　前の席に座っている、主婦らしい二人組が、そんな話をしていた。内容が耳に入ったのか、京介の隣となりで、豊花は頰ほおを膨ふくらませていた。

　先日の事件から三日が過ぎていた。事件の夜のニュースでは、ほんの小さな扱あつかいだった虹原渓谷爆発事件も、時を経るにつれて、大事へと発展していった。一番の理由は、財宝を隠かくした豪族とやらが、歴史学的には結構な有名人物であったことが発覚したからであり、全国各地から学者やらテレビの取材陣じんやらが、洞窟の跡あと地ちへ殺到した。

　取材陣の狙ねらいは、空むなしい崖がけ崩くずれの絵ではなく、現代に蘇よみがえった宝の山の図だったのだろうが、財宝そのものは洞窟の崩ほう壊かいに巻き込まれ、綺き麗れいさっぱり粉ふん砕さいしてしまった。先日、虹原大学の何かの権けん威いである教授とやらが、「今回の事件は虹原の歴史調査にとって、大いなる痛手となった」と、ワイドショーでコメントしているのを、京介は見た。

「京介。あたしね、考えたんだけど」

　念力で破壊しようとでもするように窓ガラスを睨にらんでいた豊花が、そのままの威力のある瞳ひとみで京介へ向き直った。

「もしかしたら、研修課の職員に、あたしを陥おとしいれようとしている悪のスパイがいるのかもしれない」

「あまり意味がわからない」

「だから、わざとあたしたちに実技課題の点数を与あたえないようにしているとしか思えないってことよ。だって、ねえ、おかしいじゃない？　この間の事件は、確かにまあ、色々あったけれど、結果的にはちゃんと澱よどみの原因を突つき止めて、浄じよう化かもしたっていうのに」

　豊花が蒸気機関車の排はい気きのような鼻息を吐はくと、その勢いで前まえ髪がみがばらばらと揺ゆれた。

　実技課題として、本家の研修課が京介たちの行動に下した評価は、「論外」だった。論外は「不可」の更さらに下の評価である。もちろん、不可以下の評価は、どれだけ貰もらっても点数にはならない。

　矯きよう正せい術者の仕事は、単純に澱みを浄化させればいいだけではない。そもそも、光流脈の存在目的が、世の平へい穏おんを築くことだということを、豊花はどうにも忘れがちである。まあ、京介としても、常にそんな大それたことを考えながら行動しているわけではないが。

「妥だ当とうな評価だとは思うけどな」

「何よ、あんたまでそんなこと言うの？　さてはあんたもスパイの仲間ね。ずるい。いくらよ、いくら貰ってるの」

「…………」

「でもあたしは、悪の陰いん謀ぼうなんかには負けないわよ。世界一の術者になるんだから。今日の課題は絶対成功させるわ──そのための犠ぎ牲せいは、何であろうと惜おしまない。研修の相方とか、無感動な身内とか、要するに双ふた子ごの兄とか」

「…………」

「あーあ。でも、この間は本当に惜しいことをしたわ……もうちょっとでお金持ちになれたのになあ」

　豊花がそう言って肩かたを落とした時、次の停留所を告げるアナウンスが響ひびいた。

『次は虹原渓谷入り口、虹原渓谷入り口──』

　それを聞いた瞬しゆん間かん、豊花の大きな瞳ひとみがぎらりと輝かがやきを放った。

「閃ひらめいたわ──降りる、降ります！」

　豊花は玲れい洗せん樹じゆの枝を振ふると、降車ボタンを思いっきり叩たたいた。ぼぎ、と音を立ててボタンが砕くだけ散ったが、周囲の人間は呆あつ気けにとられて誰だれも文句を言わなかった。

「今日の課題の場所は、まだ先だぞ」

　京介が言うと、豊花は顔中に強気な笑えみを浮うかべて答えた。

「思いついたの。洞どう窟くつの跡地を探してみれば、財宝が出てくるかもしれない」

「課題はどうするんだ」

「ものごとには優先順位ってものがあるの。バスの座席だってそうでしょ」

「宝は全部ぶっ壊こわれてるって、ニュースでも言っていたけど」

「頑がん張ばって探せば、小判一枚くらい出てくるかもしれないわ」

「そうか。じゃあ頑張れ」

「もちろんよ、でも頑張るのはどちらかというと京介よ。一生懸けん命めい、犬のように掘ほるのよ」

　京介は自分はやらないと言おうとしたが、既すでに豊花は出口に向かって走り、バスを飛び降りていた。もちろん、降りる際に運賃を払はらわずに。

　窓の外からぶんぶんと手を振っている豊花に向かい、京介は大きなため息をついた。
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白玉一号　お金が絡からむと、人間は怖こわいですねえ。質素な小しよう精せい霊れいのぼくなんか、世界を征せい服ふくできればそれで満足です。

瑠々　世界征服をして、どうするつもりなんですか。

白玉一号　大したことなんて、望んでいませんけれど……人間全員を下僕にできれば、充じゆう分ぶんかなあって思っています。

瑠々　まあ、そうなんですか。わたし、道を歩いている時に、五百円玉を落としてしまったことがあるんですけれどね。あの時、頼たのんでもないのに、豊花ちゃんがお金を追いかけて、すっ飛んで行ってくれました。下僕というのは、こんな感じかと思いました。

白玉一号　だったら、お金があれば、人を支配できるということでしょうか。

瑠々　さあ、どうでしょうねえ。

白玉一号　お金はどこにあるんでしょう。

瑠々　そうですねえ。労働をすれば、確実に手に入りますよ。

白玉一号　力のない小精霊にもできる仕事はありますか。

瑠々　探してみましょう。あ、そういえば、駅前のデパートで募ぼ集しゆうしていましたっけ。行ってみましょうか。
























「凍とう死ししてる？」

　そんな声をかけられ、一いち条じよう京きよう介すけは薄うすく目を開いた。

　ひどく寒い冬の夕方だった。公園の上に広がる空は、降雪の準備は万ばん端たんだと言わんばかりの重い鉛なまり色。どこか近くに停とまっているらしい焼き芋いも売りの声が、北風に拡散されて、寂さびしげに波を打っている。

　漂ただよう空気が体だけでなく、目にもしみる。京介はベンチに背中を預け、目ま蓋ぶたを閉じていた。凍死していたつもりはないが、目を瞑つぶっている間に意識があったのかと問われると、自分でもよくわからなかった。無自覚に何となく日々を送っていると、自分が生きているのか死んでいるのか、時々わからなくなる瞬しゆん間かんがある。

　京介はベンチの前にいる人物を見た。黒いランドセルを背負った小さな男の子が、肩かた幅はばの広さに足を開いて立っている。茶色のマフラーを生意気な形に巻き、やはり生意気そうな両目が京介を凝ぎよう視ししていた。

「なーんだ。生きてるのか」

　京介が欠伸あくびをすると、男の子はつまらなそうに洟はなを啜すすってそう言った。ランドセルにぶら下げた袋ふくろには、名札が縫ぬいつけられていて、「虹にじ原はら中央学園付属小学校二年一組・三み浦うら正ただ志し」と記されている。

　京介は黙だまって立ち上がり、投げ出しておいた学生鞄かばんと、布に包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝を取り、十歩ほど離はなれた位置にある別のベンチに移動した。研修の帰り道で疲つかれていたので、誰だれかと会話がしたい気分ではなかった。

　妹の豊ゆた花かから、この公園で待つように言われてからすでに二十分が経たつが、彼女はまだ戻もどってこない。焼き芋売りの声を聞きつけた豊花は、京介の財さい布ふを強ごう奪だつし、買いに行っているところだった。

「凍死してないなら、頼たのみがあるんだけど」

　ランドセルの中身を騒さわがしく鳴らしながら、三浦正志がまたベンチの前に駆かけ寄ってきた。

「あの人たち、倒たおしてくれない？　ずっとつけてくるんだ」

　公園の出口を指差し、そう言った。

　どこかの高校の制服を着た男子生徒が、野犬のような目でこちらを見み据すえている。虹原市には、ああいう不良少年が掃はいて捨てるほど存在していて、年間数百人の子供が恐きよう喝かつの被ひ害がいを受けている。ゆえに、幼よう稚ち園えんで最初に習うことは、知らないおじさんについて行ってはいけませんということではなく、怖こわいお兄さんと目を合わせてはいけませんということだった。そして今、京介は、怖いお兄さんとしっかり目が合ってしまっていた。

　京介は公園の出口に向かって歩き始めた。正義の味方をやってやろうという気分ではなく、体が冷えて本当に凍死しそうだったので、少し運動しようと思ったからだった。




　全員を倒すまで、一分もかからなかった。気絶した高校生たちの体を、風の当たらなそうな木の陰かげに移動させるのに、その五倍近い時間がかかった。

　最後まで助力を申し出なかった三浦正志は、労働が終わって息をついた京介へ、紙し幣へいを一枚差し出してきた。見慣れていないので最初はぴんと来なかったが、それは一万円札だった。

　京介が訝いぶかしげに眉まゆを寄せると、正志はあっさり頷うなずいて答えた。

「お礼だよ」

「そんなに払はらったら、カツアゲされたのと変わらないんじゃないか」

「変わらなくないよ。他ほかにこれだけあるから」

　ランドセルを下ろすと、正志は中から封ふう筒とうを取り出した。胸むな元もとに突つき出された封筒を覗のぞき、京介は唸った。中身は一万円札の束で、その枚数は五十枚以上ありそうだった。

「宝くじでも当たったか」

「違ちがうよ。僕のお小こ遣づかい」

「だったら自分で使えばいい」

　京介が歩き出すと、背後から正志の声と靴くつの音が追いかけてきた。──と、不意に小走りな足音が途と切ぎれ、派は手でに何かが倒れる音が響ひびいた。

　仕方がないので振ふり向いてやると、地面に小さな体が転がっていた。石に躓つまずいたらしく、正志は大きな声で泣き始めた。

　転んだ時に切れたのか、額からは血が流れていた。正志の泣き顔を眺ながめながら、あんなふうに大声で泣ければ、気分がすっきりするだろうなと京介は考えた。京介は豊花に財布を奪うばわれる際、若じやつ干かんの抵てい抗こうを試みて、力いっぱい頰ほおを叩たたかれた。痛かったが、涙なみだも文句も出なかった。そんなものを出しても結局は無意味だということを、京介はよく知っていた。

　正志の泣き声はますます大きくなっていった。公園内に棲せい息そくする野良犬が、迷めい惑わくそうに吠ほえる。

　京介はため息をつき、玲洗樹の枝の布を解ほどいた。杖つえの先を正志の頭部に向けて、治ち癒ゆ術の呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。卯うより出いでて、午うまへ沈しずめ。通過、損傷人体にて発動、修復」

　正志の額の前で、一いつ瞬しゆんだけ光が弾はじけ、光が消えた時には傷と血は消えていた。それと同時に、痛覚も治まったはずである。正志はぴたりと泣きやんだ。

　泣きやんだものの、自分が何な故ぜ泣きやんだのか、正志はすぐに理解できなかったらしい。涙が零こぼれかかった目をしばたたかせた後、一度だけしゃっくりをして言った。

「今の何？　魔ま法ほう？　もう一回見せて」

「魔法じゃないし、見世物でもない」

「見せてよ。いくらでも払うから」

　正志は京介を睨ねめ上げ、強い口調で言った。目を見た時から何となく感じていたが、この少年は自分の意志を、自分の都合で突き通すタイプであるらしい。

　玲洗樹の枝を下げ、京介はため息混じりに尋たずねてみた。

「そんな台詞せりふ、何の授業で習うんだ」

「パパが教えてくれた。そうすると、みんな何でも言うことを聞くんだって」

「へえ……」

「で、いくら払えばいいの」

　こいつはろくな大人にならなそうだ、と京介は思った。まあそれは自分も同じだろうと自覚しつつ、煙草たばこを取り出して火を点つけた。

　そこへ、軽快な足音と共に、女子中学生が公園に入ってきた。冷たい風が長い髪かみを煽あおり、足あし下もとで落ち葉が舞まい上がっても、彼女はそれを蹴散らして、元気よく闊かつ歩ぽしてくる。

「お待たせ。焼き芋いも屋やさんがいい人でさあ、すっかり話し込んじゃったわよ」

　胸の前に湯気の漂ただよう紙かみ袋ぶくろを抱かかえた少女──豊花は、京介の顔を見ると、笑えみを浮うかべて言った。

「あんたから借りた財さい布ふの中身を見せたらね、同情してくれて、貧びん乏ぼうでも頑がん張ばるんだぞって、たくさんおまけしてくれたの。人の優やさしさって、お金じゃ買えない温かさがあるわよね」

　そう言うと、豊花は京介の財布を投げて寄こした。すがすがしいほど残金のない中身を確かく認にんし、京介は静かに肩かたを落とした。

　もう一人、ろくな大人にならない人間の登場だが、正志は京介と豊花を代わる代わるに見上げると、目を丸くした。

「すっげえ。同じ顔だ。これも魔法？」

「そんなわけないでしょう」

　豊花は焼き芋の湯気を吸い込みながら、面めん倒どうくさそうに言った。

「たまたまうっかり、遺伝子的に顔が似ちゃった双ふた子ごよ」

「双子なら、お前も魔法を使える？　やって見せてよ。こっちのにいちゃん、やってくれないんだ」

「あんたね、目上の人をお前なんて、呼んじゃ駄だ目めよ」

　焼き芋を齧かじりかけた口を止め、豊花が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せる。

「あたしの名前は豊花で、そっちは貧乏京介。それから、人にものを頼たのむ時は……」

「うるさいなあ。わかったよ、このくらい払はらえばいいの？」

　正志は豊花の顔に万札を一枚見せた。豊花は複雑そうに鼻を動かした。

　その後豊花は、強風を起こす術でブランコを回転させたり、光線を発する術で野良犬を威い嚇かくしたりして、正志の喝かつ采さいを受けた。正志が「もっと派手な見世物を」とリクエストすると、京介にまで光線を飛ばしてきた。ろくな大人にもなれないだろうが、ろくな術者にもなれないに違ちがいないと、京介は確信した。

　公園の時計が五時を指し、術のネタもつき、豊花が終演を宣言すると、正志は体を揺ゆすって「今度はいつ来るの」と尋ねた。

「しばらくは無理かなあ……。全宇宙魔法使い会議に、招待されてるのよね」

　豊花は頭を搔かいて答えた。研修課で、明日から特別講義が行なわれる予定がある。成績の悪い研修生だけが集められるもので、京介と豊花はそれに招待されているのだった。

　正志を先頭にし、公園を出た時だった。突とつ然ぜん、前の車道に、黒いワゴン車がタイヤを軋きしませて停車した。後部席のドアが開き、キャップを被かぶった人ひと影かげが飛び出してくる。人影は正志の体を、小荷物のように抱え上げて車の中へ放ほうり込んだ。そして次に、人影は豊花も車内へ引きずり込み、気がついた時には、京介もシートの上に投げ出されていた。

　後部席には別の人間が待機しており、投げ込まれた正志や豊花を次々とロープで縛しばり上げ、口にガムテープを貼はっていった。京介も抵てい抗こうする暇ひまもなく、同じように体の自由を奪うばわれた。思わず感心してしまうほどの手て際ぎわのよさだった。

「おい、何だよその二人は」

　運転席にいる男が、首を後方に捻ひねり、京介と豊花を見て言った。

「いやあ、何か一いつ緒しよにいたもんで、つい。警察に通報されたら、困るでしょう？」

　最初に現れたキャップ男が、助手席に乗り込み、ドアを閉めながら答える。運転席の男は前方に向き直り、車を急発進させた。正志と豊花が窓に頭をぶつけて、ガムテープ越ごしに短い悲鳴を上げる。車窓からあっという間に公園が遠ざかり、車は住宅街の狭せまい道を、猛もうスピードで進み始めた。

「電話をかけろ」

　運転手はキャップ男へ、苛いら立だたしげに言った。

「脅きよう迫はく電話だよ。捕つかまえて縛ったら次は電話って、決まってるだろう。流れ作業なんだからさっさとやらないと、後がつかえるんだよ」

「あ、はいはい」

　キャップ男が自動車電話を取り、ダイヤルを押し、数秒後、受話器に向かい、押し殺した声で言った。何度も練習済みなのか、言い慣れた口調だった。

「三浦正志を預かった。一億円を用意しろ。警察に知らせたら子供は殺す。金の受け取り場所は虹原デパート、時間は……」

　キャップ男の声を遮さえぎり、豊花と正志がほぼ同時に、もごもごもごと喚わめいた。どちらも「誘ゆう拐かいだ、どうしよう」というようなことを言っているらしいが、言われなくても事の重大さは、京介にも何となく予想がついていた。

　正志はあれだけの小こ遣づかいを持ち歩く子供だ。家も当然、身みの代しろ金きんを要求したくなるほどの金持ちなのだろう。本人は恐きよう喝かつ高校生の尾び行こうには気がついていたが、誘拐犯の気配にまでは気が回らなかったようだ。

「残りの二人の方は、どうします？」

　電話を切った後、キャップ男が運転手に聞いた。

「名前と電話番号を聞いて、こっちの親もついでに脅迫しちゃいましょうか」

「馬ば鹿かか。そんな貧びん乏ぼうそうなガキは放っておけ」

　運転手が鼻で笑うと、豊花がまたもごもごもごと唸うなってシートの上で暴れた。京介には「貧乏そうで悪かったわねどうせ貧乏よ」と言っているように聞こえた。ガムテープ係の男が豊花に小型のナイフを見せると、車内に静せい寂じやくが戻もどった。

　京介は目だけを動かして──目しか動かないのだが、周囲を再確かく認にんした。運転手、助手席にキャップ男、後部席には右から正志、豊花、ガムテープ係、左ひだり端はしに京介の順で座っている。

　改めて、自分の現状も確認した。手足は体の前で縛られている。シートに四人座っている状態では、窮きゆう屈くつすぎて大した動きができそうにもない。ドアのロックを解除し、車から飛び降りて逃にげるということも考えてみたが、その前にガムテープ係のナイフでどうにかされそうな気がした。

　車内には煙草たばこの臭においが充じゆう満まんしており、ラジオが低く天気予報を伝えていた。それによると、明日は朝から大雪らしい。どうりで寒いわけだと、京介は納なつ得とくした。

　ふと、こちらを見つめる正志と目があった。目の色は、最初に会った時と変わらず生意気なものだったが、眉の形は泣き出しそうに歪ゆがんでいた。ガムテープがなかったら、この少年は転んだ時と同じように泣き喚くのか、それとも金を払はらうから何とかしろと命じてくるのか。京介にはわからなかった。

「やだなあ。明日、大雪だって」

　助手席のキャップ男が言った。

「雪が降って嬉うれしいのって、子供の時までですよね。学校は休みになっても、会社は休みにならないし」

「まあ、今日が雪じゃなくてよかったことは確かだよな。雪の日に誘拐なんて、する方もされる方も面めん倒どうだろうし」

　運転手が鼻を鳴らす。前の席の二人は完全に気を抜ぬいている様子だが、京介の隣となりにいるガムテープ係は、ナイフを握にぎっていた。何かしたらすぐに刺さすと、その目が訴うつたえていた。

　それならば、この状じよう況きようを利用するしかない。

　京介は、動ける範はん囲いで上半身を思い切り捻った。思った通り、ガムテープ係が素す早ばやくナイフを突つき出してきたので、心の中で礼を言う。突き出された刃はの先に、手首を縛るロープが当たるよう、京介は腕うでを上げた。ついでに皮ひ膚ふも抉えぐられたが、ロープを断たち切ってもらえたので、問題ないと思うことにした。

　自由になった片手で、まずガムテープ係のこめかみを殴なぐった。騒そう動どうに気がつき、シート越ごしに振ふり返ったキャップ男の鼻へ、肘ひじを打ち込む。最後に身を乗り出して、運転手の後頭部を殴った。その間、豊花と正志は、ずっともごもごと喚いていた。

　敵を三人とも倒たおしたというのに、京介を見つめる豊花と正志の目は、恐きよう怖ふの色に染まっていた。他ほかに何の問題が残っているんだろうと考え、京介はとりあえず二人の口からガムテープを剝はがしてやった。剝がした途と端たん、豊花に怒ど鳴なられた。

「馬鹿！　誰だれが運転するのよ！」

「ああ、なるほど」

　動いている車の中で、運転手を昏こん倒とうさせるのはまずかったようだと、京介はようやく気がついた。

　フロントガラスの向こう、数十メートル先で道が途切れ、その前方に黒いどぶ川が広がっていた。橋きよう梁りよう工事中のため通行止めの看板が立っていたが、車はその看板を撥はね飛ばして、突き進んで行く。

「ブレーキを踏ふんで！」

　豊花が涙なみだ声ごえで喚いた。京介は前部席に体を割り込ませ、意識をなくした運転手の隣から、ブレーキを踏めないものか試みた。足あし下もとにペダルが見えたので、軽く踏んでみた。車が更さらに加速し、豊花が「アクセルは踏まないでいい」と指導してくれた。

　別のペダルは運転手の足が邪じや魔まをし、届かない位置にあった。術でどうにかしている時間もなさそうだ。京介はハンドルを片手で固定すると、アクセルを思い切り踏み込んだ。スピードを示す針も思い切り振れ、一気に時速八十キロを超こえた。どぶ川が接近し始め、豊花と正志が抱だき合って悲鳴を上げた。豊花は「京介に殺される」と言っており、正志は「ママ」と叫さけんでいた。

　道路が途切れたところで、車が宙に浮ういた。加速をつけたのが功を奏したらしく、車は宙に浮いたまま、前進を続けた。

「すっげえ……空を飛んでる……」

　泣きやんだ正志が、そう呟つぶやいた。天気予報を終えたラジオが、壮そう大だいな音楽を流し始めた。

　だがすごかったのはほんの数秒で、車は重力に負けて落下を始めた。車は川原に叩きつけられ、衝しよう撃げきを吸収しきれなかったタイヤが、砂じや利りの上で二度、大きく跳はねた。豊花と正志が天てん井じように頭をぶつけ、文句を二回、言った。

　川原に茂しげった草むらに突っ込み、車が自然に停車するまでに数分がかかった。その間に豊花が発し続けた悲鳴は、気絶した誘ゆう拐かい犯はん全員が一度目を覚まし、再び気絶するほど、鼓こ膜まくに痛いものだった。




「これだから、命知らずの喧けん嘩か馬ば鹿かは困るのよね……」

　暗い夜空を見上げ、豊花が大きなため息をついた。

　誘拐犯の車を乗り捨てた川から、十数分歩いたところにある書店の前。正志は、店の前にある公衆電話で連れん絡らくをしており、京介は店頭の照明の下で、手首の傷に布切れを巻きつけていた。

　光こう流りゆう脈みやくを使った術は、術者本人をその効力対象にすると、成功率が激減する。よって、京介は自分の傷に治ち癒ゆ術を使うことができない。そして豊花は、面めん倒どうくさがって治癒術を使ってくれない。

　京介の軽傷以外、大きな怪け我がは誰も負わずに済んだが、豊花は車内で恐おそろしい目に遭あったのが、気に食わないらしい。何度もため息をついては、わざとらしく前まえ髪がみを揺ゆらして言った。

「あんたはね、体育館裏とか屋上とか川っぺりとか、平面でしか戦ったことがないからこうなるの。しかも戦い方は、無茶なだけで全然スマートじゃない」

　片手で布を結ぶ京介の手元を覗のぞきこみ、豊花が顔を顰しかめる。

「もっとさあ、色んな状況で戦い抜く勉強をした方がいいんじゃない？　そのうち死んじゃっても、あたしは知らないからね」

「別にどうだっていい」

　ようやく巻き終えた布に向かって、京介はため息を吹ふきかけた。歪いびつな結び目が、力なく揺れる。

　川原で暴走した直後、近所の住民が通報でもしたのか、すぐにパトカーがやって来た。無む免めん許きよ運転で通行止めを無視し、大おお幅はばな速度超ちよう過か。こちらは誘拐事件の被ひ害がい者しやであるが、同時に道路交通法の違い反はん者しやでもあることもバレてしまう。面めん倒どうなことにならないように、京介はその場から逃にげ出した。だが、豊花と正志もくっついて来てしまった。豊花はその時車内に、正志にもらった万札を落としてきてしまったらしい。機き嫌げんが悪い理由はそこにもあった。

　誘拐は未み遂すいに終わったわけだが、脅きよう迫はく電話を受けた正志の親は、その経けい緯いを知らないはずである。自分が無事である旨むねを伝えるため、電話をかけていた正志だが、浮うかない顔をして戻もどってきた。

「出ないんだ」

　京介と豊花の前で立ち止まると、正志はマフラーの端はしを引っ張った。

「さっきの誘拐犯、僕のパパと直接話してたみたいだから、パパの会社に電話をしたはずなんだ。でも会社に電話しても、パパが出ないんだ」

「会社に脅迫電話をしたの？　珍めずらしいわね。普ふ通つうは家にかけるんじゃない？」

　豊花が首を傾かしげると、正志は寒風で赤く染まった鼻をこすり、言った。

「家には電話をしても、誰もいないよ。ママは離り婚こんしていていないし、パパは他人を信用しないから、使用人は置かないし」

　車の中でパニック状態になった時、正志が叫んだ言葉を、京介は何となく思い出した。

「あんたのお父さん、身代金を用意するのに忙いそがしくて、それで電話に出られないんじゃないの？」

　胸の前で腕うで組ぐみをし、豊花が言う。

「あんたが無事なこと、早く教えてあげた方がいいわよ」

「わかってるよ。僕、パパの会社に行ってみる。でもまた誘拐犯が現れたら困るから、ついて来てよ。はい、二人で二万円」

　正志はそう言って万札を突つき出すと、大通りの方に歩き始めた。

　その後ろ姿を見送り、豊花がぼそりと呟く。

「……何だかなあ。さっきから、あの子にお金をもらっても、嬉うれしいというよりむしろ腹立たしい気分だわ。お金をばら撒まかれるよりも、毟むしり取る方が性しように合っているのよね……」

　豊花は低く唸うなると、京介の手を引いて正志の後を追った。恐ろしいまでに自己分ぶん析せきができている奴やつだ、と京介は感心した。

　手首に苦労して結んだ布は、あっさり解ほどけてしまった。




「なあ、貧びん乏ぼう京介」

　街灯が照らす舗ほ道どうを、虹原駅方面に向かって進みながら、正志が呼びかけてきた。

「公園の不良とか、車の中の誘ゆう拐かい犯はんとか、一回殴なぐっただけで倒たおせたじゃん。授業料は払はらうから、あの必殺技わざを教えてよ」

　また万札を見せる正志の顔を、京介は黙だまって見返した。金で何でも解決しようとする考え方は、いい加減にどうかと思ってきたが、意見したところで「道徳を教えろとは頼たのんでいない」と言われそうな気がした。

　万札を返し、京介は正志に言った。

「授業料をもらうようなことじゃない。技でもないし」

「何で？　一いち撃げきで倒したのに、必殺技じゃないのかよ」

　振ふり返った正志は、不服そうに頰ほおを膨ふくらませていた。

「だったら、どうやったらああいう強い力が出せるのか教えてよ」

「力なんて大して出さなくてもいい。正確に急所に入れるか、少し脳を揺ゆらしてやれば、大たい抵てい倒せる」

「地味だなあ。つまんないの」

　ランドセルを鳴らして前に向き直り、正志が言った。

「貧乏京介の戦い方は、貧乏くさい。学校の先生がよく言っている、省エネってやつみたいだ。だから公園でも、けちって魔ま法ほうを二回見せてくれなかったんだな」

　京介の背後で、豊花が声を立てて笑った。

　戦い方が命知らずな無茶であり、スマートでなく、地味で貧乏くさい。省エネで、けち。それは一体どんな人間なのか。自分で自分がわからなくなり、京介は口を閉じた。




　正志が京介たちを案内した場所は、駅前にある虹原デパートだった。

「あんたのお父さんの会社って、ここだったんだ」

　八階建ての建物を見上げ、豊花が茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。正志はあっさりと頷うなずき、軽い口調で「社長だよ」と答えた。

　虹原デパートは、京介が生まれる前から創業している百貨店だ。扱あつかっている物は、全すべて高級品。高級品よりも見切り品が好きな一条家には、あまり縁えんのない店である。母親と姉と豊花は、季節の節目に「最終処分」という広告が入った時だけ、団結して血気盛さかんに買い物へ繰くり出して行くが、京介は店に足を踏ふみ入れたことさえなかった。

　外から見る限りでは、どの階からも明かりが零こぼれ、通常と変わらなく営業しているようだった。正志を間に挟はさみ、京介たちは入り口から一階フロアに入った。自動ドアの右手に受付カウンターがあり、黄色い制服を着た女性が二人、にこやかな笑えみを浮うかべていた。

「いらっしゃいませ」

　受付係が頭を下げた時だった。不ふ吉きつなブザー音が鳴り響ひびき、同時にフロアを満たしていた照明が落ち、褐かつ色しよくの非常灯に変わった。驟しゆう雨うに似た音を立て、入り口にシャッターが下りる。店を出ようとしていた客が不平の声を上げた。

　閉店時間が来たにしても、閉め方が慌あわただしいなと、京介は眉まゆを寄せた。頭上のスピーカーから、丁てい寧ねいな声が流れ始めた。

『本日は、虹原デパートをご利用頂きまして、まことにありがとうございます。お客様にお知らせ致いたします。ただ今緊きん急きゆう事態が発生致しましたため、館内放送を全て業務連れん絡らくに切り変えさせて頂きます。──全従業員に告ぐ、全従業員に告ぐ』

　丁寧な声は唐とう突とつに冷静な声に変わり、早口に言った。

『現在、正面入り口より、三浦社長長男を誘拐した犯人が侵しん入にゆうしたのを、監かん視しカメラにて確かく認にん。全従業員は、誘拐犯を見つけ次し第だい抹まつ殺さつせよ』

「う、噓うそ、犯人？　ついてきていたの？　どこよ！」

　豊花が叫さけび、正志の体をランドセルごと抱だき寄せた。京介も周囲を見回したが、その場にいるのは、自分たち以外、呆あつ気けにとられている女性客ばかりだった。

「……もしかして……」

　頰をひきつらせ、豊花が京介を見る。京介は、目を丸くしている正志を見下ろした。誘拐犯が脅きよう迫はく電話で、身きよう代しろ金きんの受け渡わたし場所を虹原デパートと指定していたことを思い出した。そしてまだ、デパート社長は、誘拐事件の終しゆう了りようを知らないことを。

『繰り返す、全従業員は、誘拐犯を見つけ次第抹殺せよ。以上』

　カウンターを蹴けっ飛ばし、受付係の二名が京介たちの前に飛び出してきた。手には華はなやかな制服とは不ふ釣つり合いな、鉄パイプを持っている。その武器は完かん璧ぺきに、こちらの頭部を狙ねらっていた。

　京介が身を屈かがめて避よけると、鉄パイプは入り口に並べられている観葉植物の鉢はちを薙なぎ払った。他ほかの客が悲鳴を上げると、受付係は深々と頭を下げて「申し訳ございません」と謝った。

「待ってくれ。おれたちは誘ゆう拐かい犯はんじゃない」

　京介は受付係に言った。だが鉄パイプを構え直した受付係は、きっぱりと言い返した。

「社長のご長男を連れています。ですから、あなた方は誘拐犯です」

「そうだけど、そうじゃないんだ」

「誘拐犯を見つけ次第抹殺すると、ボーナスが出ます」

　嬉うれしそうに飛びかかってきた受付係に、京介は足あし払ばらいをかけた。

　背後で悲鳴が聞こえた。もう一人の受付係が豊花を狙い、客を突つき飛ばして駆かけて行く。豊花は正志と共にその場にしゃがみ込み、喚わめいているだけだった。

　京介は落ちている鉄パイプを拾い、もう一人の受付係の手首を打った。そして豊花と正志をまとめて引きずって、走り出した。入り口が封ふう鎖さされてしまったため、仕方なく店内に逃にげ込む。

　非常灯に染められた一階は、貴金属売り場らしいが、貴金属よりも強く目を輝かがやかせて、制服の従業員が走り回っていた。

　全員が社長の子供の顔を知っているわけではないようで、従業員らは子供連れの客を手当たり次第に襲おそっては、怒ど声せいを浴びせられていた。そのたびに、先ほどの受付係のように丁寧な謝罪はしているから、接客魂だましいは抜ぬけきっていないらしい。

　京介は一度ショーケースの隅すみに身を潜ひそめると、正志の体からランドセルを下ろさせ、床ゆかに捨てた。これで多少は目立たなくなるだろうが、あくまで多少だ。

「参ったわね……。あんたの父親、身代金の準備をしていたんじゃなくて、犯人を捕つかまえる準備をしていたのね」

　豊花が小さく呟つぶやき、正志の肩かたを揺ゆすった。

「あんたの父親、ここの何階にいるの」

「多分、一番、上の階……」

　まだ状じよう況きようが理解できないのか、目の焦しよう点てんが合わぬまま、正志は答える。

「じゃあ、あんた一人でお父さんのところに行ってきて、自分は無事だって説明して、誤解を解いてきて」

「や、やだよ、一人じゃ行けないよ」

　豊花の腕うでを摑つかみ、正志は声を裏返す。

「一いつ緒しよに来てよ。怖こわいよ」

「あんた一人で行った方が、安全なのよ。あんたについていくと、誘拐犯だって決めつけられて、殺されるかもしれないの」

「魔ま法ほうで何とかすればいいじゃん。お金ならいくらでも払うから」

「払ってもらったって、あたしは自分の命の方が大切だわ」

「そんな……」

　正志が京介にすがるような目を向けてきた。豊花の意見にも一理あるが、どうしたものかと考えていると、不意にのんびりとした声が響ひびいた。

「あら。京介くんと豊花ちゃんじゃありませんか。こんなところで、何をしているんです？」

　振ふり返ると、ショーケースの向こうに、ブレザーを着た少女がいた。同期の研修生で、樋ひ名な谷たに瑠る々るという術者だ。非常灯の下でも、相変わらず、緊きん迫ぱく感かんに欠けた空気を漂ただよわせている。

　瑠々は玲れい洗せん樹じゆの枝の他、いくつかの紙かみ袋ぶくろを提さげていた。袋にはどれも、虹原デパートの名前が記されている。どうやら、偶ぐう然ぜんにも買い物に来ていたらしい。バーゲン時期でもないのに、と、豊花が小さく唸うなった。

「やっぱり豊花ちゃんたちも、入り口が封鎖されてしまって、帰れないんですね？」

　瑠々は頰ほおに手を当て、首を傾かしげた。

「誘拐犯だか何だか知りませんけれど、迷めい惑わくな話ですよねえ」

「……そうねえ」

「あら、その男の子、どなたです？」

　瑠々が豊花の陰かげにいる正志に気がつき、言った。それはわざとらしいまでの大きな声だった。

「もしかして、さっき館内放送のあった、社長さんのお子さんですか？　まさかそんなことありませんよねえ。誘拐犯が豊花ちゃんたちだったなんてこと、ありえませんよねえ。こんなところに誘拐犯が隠かくれているなんて」

　豊花が慌あわてて瑠々の口を塞ふさいだ時にはもう遅おそく、四方八方から従業員が飛びかかってくるところだった。逃げ場はなく、豊花が頭を抱かかえて泣き喚く。正志が京介の脚あしにしがみついた。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ」

　紙袋を投げ捨てた瑠々が、杖つえを振って呪じゆ文もんを口にする。

「辰たつから亥いへ風圧増加。一間前方対象、軽度粉ふん砕さいの後、戌いぬへ沈しずめ」

　瑠々を中心に強風が発生し、従業員や周囲の商品棚だなが吹ふき飛ばされる。一番の被ひ害がいを被こうむったのは、瑠々の近くにあったショーケースだった。ガラスが砕くだけ、貴金属が床へ飛び散った。

「あらあらあら、いけないいけない」

　床に膝ひざをついた瑠々は、気合いに満ちた手つきで、指輪やらネックレスやらをかき集めた。

「術者の大原則に、術で公共物を破は壊かいしてはいけない、というのがありましたっけ。豊花ちゃんは全く守っていないようですが……」

「あんただって人のこと言えないでしょうが」

　豊花が指し摘てきすると、瑠々は集めた品々を制服のポケットに突つっ込み、微ほほ笑えんだ。

「ですから、こうして、反省文の材料を集めているんです。豊花ちゃんは知らないようですけれど、公共物を破壊した時には、研修課に反省文を提出しないといけないんですよ。何をどのくらい壊こわしたか、詳くわしく書かないといけませんからねえ。どんな貴金属がどのくらいなくなったのか……ああ、ここにも……」

　瑠々はそう言って、床に落ちた物を楽しそうに拾っていたが、京介にはその顔が、特に反省しているようには見えなかった。

「でもまあ、誘ゆう拐かい犯はんを倒たおすために術を使ったってことにすれば、破壊活動も許されるかもしれませんねえ」

　左右のポケットをはち切れんばかりに膨ふくらませると、瑠々が立ち上がった。

「わたし、豊花ちゃんたちのあとを適当に追いかけますから、どうぞ自由に逃にげて下さい。六階の靴くつ売うり場とか、おすすめですよ」

「このインチキ優等生」

　豊花が瑠々にパンチを繰くり出したが、あっさり避よけられてしまう。瑠々は朗ほがらかに笑いながら、どこかへと駆かけ去って行った。

「瑠々め……どさくさに紛まぎれて、金目のものを頂くつもりね。なんて素す晴ばらしい、じゃない、許せない奴やつ」

　豊花は舌打ちすると、正志の腕うでを引いて立ち上がった。

「この状じよう況きようをいたずらに長引かせたら、店に余計な被害が広がって、来月の冬のバーゲンに影えい響きようが出てしまうわ。京介、この子を一刻も早く、父親のところへ連れて行くわよ」

　瑠々の出現に呆あつ気けにとられていた正志は、豊花の言葉で我に返ったらしい。眉まゆ尻じりを下げて言う。

「で、でも、僕と一いつ緒しよにいたら、殺されちゃうよ。さっき自分でそう言ったじゃん」

「冬のバーゲンがなくなったら、あたしは生きていけないの」

　きっぱりと言い返し、豊花は表情を引き締しめた。

「そしてその原因にあたしも係かかわっていると知られたら、母さんとお姉ちゃんに殺される。あの人たちは、必ず墓場の中まであたしを責めに来る。さあ行くわよ、全員の明るい未来のために」

　豊花は正志を背負い、走り出した。

　明るい未来。そんなものには全く見当もつかないまま、京介は二人を追いかけた。




　階段もエレベーターもエスカレーターも、上階へ移動する道は、全すべて武装した従業員により、封ふう鎖さされてしまっていた。

　一いつ般ぱん客きやくが不満を募つのらせ、従業員に詰つめ寄る。従業員がその対応に追われ、攻こう撃げきしてこなくなったのはありがたかったが、移動のできない京介たちは、柱の隅すみに隠れて途と方ほうに暮れるしかなかった。

　何かが近づいてくる気配がした。京介と豊花は、同時に柱の向こう側を窺うかがった。小さなクマのぬいぐるみが、二本足で歩み寄ってきていた。

「あ、ニジデパ君だ」

　正志が声を上げると、クマはその場で回転した。高さ一メートルにも満たないほどのサイズだが、内部にコンピューターでも内蔵されているのか、見事な動きだった。

「ニジデパ君は、虹原デパートのイメージキャラクターなんだよ。センサーでお客さんを感知すると、近づいてきて、ああやって踊おどってくれるんだ」

　正志が京介を見上げ、そう説明した。イメージキャラクターを見て緊きん張ちようが緩かん和わしたのか、先ほどまで強こわ張ばっていた頰ほおが、わずかに緩ゆるんでいた。

「へえ、あんなのがいるんだ。あたし、初めて見たわよ」

　豊花が嘆たん息そくすると、正志は「できたのは最近で、バーゲン期間は出てこないから」と返してきた。

「センサーは、お客さんの身長とか体温もわかるんだって。だから子供のいる場所に、よく寄ってきてくれるんだ。ニジデパ君は、迷まい子ごや子供客の味方なんだよ」

　スキップをしたり、わざとらしく転んだり、首を無意味に傾かしげたり、ファンシーさを追求したようなクマの動きを、京介はただ眺ながめていた。こんなものが寄ってきたら、確かに迷子も泣きやむかもしれない。

　突とつ然ぜん、クマが跳ちよう躍やくした。クマは真まっ直すぐ豊花を目がけて突っ込んできた。

　顔面に蹴けりを食くらった豊花が、仰あお向むけにひっくり返った。着地したクマは、京介を振ふり返った。作り物のはずの瞳ひとみが、凶きよう悪あくな光を放つ。クマは京介に向かって、容よう赦しやなく飛びかかってきた。

「ニジデパ君、やめてよ、どうしてだよ」

　正志が悲鳴混じりの声を上げた。

「子供の味方なのに……うわあああ、ニジデパ君」

　京介はクマの体を思い切り蹴り返した。壁かべに当たり、顔を潰つぶして床ゆかに落ちたイメージキャラクターの姿に、正志が号ごう泣きゆうする。

　蹴った時、脛すねに返ってきた感かん触しよくは、ボールのような弾だん力りよくがあった。京介はクマに歩み寄って、指先でその体を拾い上げた。大した重みはなかった。

　脇わき腹ばらのところにファスナーがついていたので、開いてみると、内部には白くて丸い物体が収まっていた。物体の側面に生えた一いつ対ついの翼つばさが、痙けい攣れんするように揺ゆれている。どこかで見たことのある小しよう精せい霊れいだった。

「お前、色んなところで会うな」

　京介が声をかけると、小精霊はファスナーの向こうから、「いつもありがとうございます」と呟つぶやいた。クマの中から小精霊を引っ張り出してやると、正志はニジデパ君の内臓かと勘かん違ちがいしたらしく、絶ぜつ叫きようを上げた。

　白しら玉たま一いち号ごうという名前の小精霊は、つぶらな瞳で京介を見上げ、言った。

「ぼくの話を聞いてくれますか」

「聞くだけなら」

「あのですね、ぼくは殊しゆ勝しような小精霊として、人間との共存を目指すため、まずは人間社会の勉強をしたいなあと、常々思っておりまして」

[image: ]

　クマの中にいたくせが抜ぬけないのか、球体状の体を幼いたい気けな感じに揺すりながら、白玉一号は続ける。

「それで社会勉強のために、アルバイトをしてみようと思いつきまして。それでこんな着ぐるみを着ていたわけです」

「へえ」

「ですからね、攻撃したのは、あくまでもこのデパートの従業員として、ですからね。あなた方のことを、ぼくは結構尊敬している節があるんですからね」

「それはどうもありがとう、従業員」

　失神から回復した豊花が、起き上がるなり、白玉一号の体を握にぎりしめた。攻撃を受けた時に負傷したらしく、豊花は鼻血を流していた。だがその血よりも赤く激しく、豊花の両目は血走っていた。

「ねえ従業員。あたしたち、社長のいるところに行きたいの」

「い、いらっしゃいませ」

「ねえ従業員。こういう店には、従業員だけが使える階段とかってないのかしらね」

「しょ、少々お待ち頂けますでしょうか」

「ねえ従業員。あたしたち、とても急いでるの。それなのに従業員に邪じや魔まされちゃって、鼻血まで出ちゃって、すごく困ってるの。わかる？」

「た、大変申し訳ございませんでした」

　接客業は大変だなと京介は思った。




　白玉一号に教わった従業員専用通路で、京介たちは最上階へ上った。通路の途と中ちゆうで、警備員らしい人間に引っ張られて行く瑠々の後ろ姿を見つけた。瑠々は「わたしは万引きなんてしていませんよー」と喚わめいていた。

「まあ確かに、あれは万引きじゃなくて、略りやく奪だつよね」

　物もの陰かげに隠かくれて警備員をやり過ごしつつ、豊花がそう言った。その足あし下もとで、正志はずっと泣いていた。イメージキャラクターの裏切りが、よほどショックだったらしい。

　社長室の扉とびらが見えると、正志はやっと泣きやみ、扉に向かって走って行った。正志がノブを回し、ようやく全すべてが終わって京介がため息をついた時──鋭するどい金属声が響ひびいた。銃じゆう声せいに似ていた。

「パ、パパ、何するの……」

　床にへたり込み、正志が室内に向かって呟く。正志の体に怪け我がはないようだったが、背後の壁には黒い小さな穴が空いていた。

「すまんすまん、いきなり正志が扉を開けるとは思わなかったからねえ」

　室内にいた壮そう年ねんの男が答えた。正志と目元がよく似ている。社長らしい貫かん禄ろくのある男だったが、手には社長らしくない小型の銃を持っていた。

「ええと、君たちが誘ゆう拐かい犯はんですかね」

　社長は、まだ硝しよう煙えんが薄うすく棚たな引びいている銃口を、京介と豊花の間に向けた。豊花は両手をあげ、降こう伏ふくを示しつつも言った。

「違ちがうの、あたしたち、誘拐犯じゃないのよ」

「知ってますよ」

　あっさりと社長が頷うなずくと、合わせて銃も上下に揺れた。

「私が手配した人間は、荷物配送センターの青年三人組ですからね。どこで君たちと入れ替かわってしまったのか……荷運びと梱こん包ぽうと流れ作業が得意でも、誘拐には向いていないようですね」

「……パパ……」

　へたり込んだままの正志を見下ろし、社長は大げさに肩かたを竦すくめた。

「すまんね正志。この店、実は経営が厳しくてね。誘拐事件をでっち上げて、正志が犯人に殺されちゃったということにして、保険金をもらおうと、パパは考えたんだ」

「……パパ……」

「色々手順があるから、待ってなさい。先に犯人を正当防衛で倒たおしちゃうからね」

　社長が豊花に銃を向ける。正志が「パパの馬ば鹿か」と叫さけんだ。

　馬鹿じゃ済まないなと思いながら、京介は豊花を床ゆかに倒した。銃声が部屋を震しん動どうさせ、飛んだ弾たまは京介の肩を掠かすめた。反はん撃げきしようと思ったが、次に右の膝ひざを撃うち抜かれた。その場に倒れながら、命中率が高いなと、他人ひと事ごとのように京介は思った。

「何てことするのよ！」

　豊花が立ち上がると、社長はもう一度引き金を引いた。銃声と同時に、豊花の体が床に崩くずれ落ちた。

「パパやめて、やめて、いくらでも払はらうからもうやめて」

　正志が社長に駆かけ寄ると、社長は困ったような笑い声を上げた。

「正志、その言葉は自分よりもお金を持っている人間には効かないんだよ。それからパパの馬鹿とか言ったらいけないぞ、正志は養われている身なんだからな。もう養わないけど」

　京介は無事な方の腕うでと無事な方の膝で床を這はい、豊花のところまで移動した。目を閉じている豊花の片耳に、小さな擦さつ過か傷しようがあったが、他ほかに銃じゆう創そうらしきものは見当たらなかった。銃の音に怯おびえて意識が飛び、撃たれるよりも早く卒そつ倒とうしたのがよかったのだろう。

「貧びん乏ぼう京介、貧乏京介！」

　安心して気が緩ゆるんだのと、ようやく膝の傷が痛み出したのとで遠のいた京介の意識を、正志の声が呼んだ。正志は手を伸のばして社長の服を引っ張り、洟はなを垂らしながら京介に向かって怒ど鳴なった。

「あの必殺技わざ、どうやるんだよ。急所ってどこ。脳を揺ゆらすって、どうやるの。──ああ、もう、だからちゃんと教えてくれればよかったのに」

　社長が片手で正志をどかし、京介の顔に銃口を定める。京介の手元には玲れい洗せん樹じゆの枝があるが、術の発動は銃の速さに勝てないと簡単に予想がついた。

　死ぬんだろうなと、京介は思った。別に構わなかったが、この後に豊花や正志も死んでしまうのは、少し気がかりだった。

　背後で複数の足音がした。従業員がやって来たのだろうか。傷ついた肩かた越ごしに京介が振ふり向くと、そこには数十人の一いつ般ぱん客きやくがいた。

　何な故ぜ顔も知らない一般客が助けに来てくれたのか。京介が眉まゆを寄せると、一般客は全員目をつり上げると、一いつ斉せいに口を開いた。

「ちょっとこの店どうなってるんです」

「食料品が高すぎる」

「店員の愛あい想そが悪い」

「迷めい惑わく料を払え」

「警察を呼ぶぞ」

　彼らが口にした言葉は、純粋な苦情だった。

　社長が応じている隙すきに、正志が銃を奪うばう。そのまま父親に銃口を突つきつければ劇的だったが、正志はただ京介に泣きついてきただけだった。




　誰だれかが呼んだ警察は、救急車も連れてデパート前に現れた。

　治ち癒ゆ術を使えばすぐに治る怪け我がだったが、京介は救急隊員に捕つかまり、車内に引きずり込まれた。誘拐犯に捕まった時にも感じたが、こんなふうにして車に乗るのは、あまり気分がいいものではなかった。

　一度救急車に乗ってみたかったと無責任なことを言った豊花は、嬉き々きとして同乗した。その他に怪我人はいないようだった。

「貧乏京介、貧乏京介、大だい丈じよう夫ぶ？」

　救急車の扉とびらが閉まる直前、正志は涙なみだ目めで京介を見上げて言った。

「僕のせいでごめんね。僕はどうしたらいいの。ねえ、いくら払えばいいの」

「あんたねえ、最初に会った時から思ってたんだけど……」

　豊花が手を伸ばすと、正志の額を指で弾はじいて言った。

「人に何か頼たのんだ時とか、助けてもらった時には、お金を払う前に言う言葉があるでしょうが」

　不可解そうな顔をした正志の前で、扉は閉じた。救急車は動き始めた。

　貧乏京介という呼び名を、訂てい正せいさせるのを忘れていた。そんなことを思いながら、京介はため息をついた。

　豊花が窓の外を見て、楽しそうにはしゃぐ。天気予報よりも早く降り出した雪が、力なく舞まっていた。




　その後、事件がどんな経けい緯いを辿たどり、誰がどうなったのか、詳くわしいことを京介は知らない。知っていることは、次の些さ細さいなことだけだ。

　虹原デパートは、閉店することが決まった。閉店時にはセールが開かい催さいされ、母と姉を喜ばせた。豊花は誰からも殺されずに済んだ。

　デパートの跡あと地ちには、別の百貨店ができた。その店のアルバイトに、白玉一号が採用されたという話を聞いた。その店には行かないことにしようと、京介は決めた。

　事件からしばらくの間、樋名谷瑠々は研修課の教室で、宝石商のような真ま似ねをしていた。そんな大量の貴金属をどこで入手したのか、という周囲からの質問に、瑠々は「拾った」と答えていた。

　三浦正志は母親に引き取られ、どこかの街に引っ越したという噂うわさを聞いた。




「凍とう死ししてる？」

　そんな声をかけられ、一条京介は薄うすく目を開いた。

　ひどく寒い冬の夕方だった。冬に入ってから、もう何度も雪を降らせているせいか、公園の上に広がる空は、在庫切れだと言わんばかりの青空だった。吹ふく風は、凍死しそうなほど寒いものではあったが。

　京介はベンチの前にいる人物を見た。黒いランドセルを背負った小さな男の子が、肩かた幅はばの広さに足を開いて立っている。ランドセルにぶら下げた袋ふくろには、名札が縫ぬいつけられていて、遠い街の小学校名が記されていた。

「なーんだ。生きてるのか」

　京介が欠伸あくびをすると、男の子はベンチの隣となりに座ってきて、言った。

「凍死してないなら、頼みがあるんだけど。あの人たち、倒たおしてくれない？　久しぶりに来たのに、この街は相変わらず怖こわいね」

　公園の出口を指差し、男の子は言った。どこかの高校の制服を着た男子生徒が、野犬のような目でこちらを見み据すえていた。

　虹原市には、ああいう不良少年が掃はいて捨てるほど存在していて、年間数百人の子供が恐きよう喝かつの被ひ害がいを受けている。しかも彼ら不良は、一度倒されたくらいでは、容易にへこたれない生命力を有している。

「別に、いいけど」

　京介が欠伸混じりに答えると、男の子は笑え顔がおで「ありがとう」と言った。







　あとがき




　常つね日ひ頃ごろ、長編「バイトでウィザード」を読んで頂いている方、あるいは今回初めて興味を持って下さった方、こんにちは。椎野美由貴です。

　こちらの本は、「ザ・スニーカー」にて連れん載さい中の短編小説をまとめたものであります。長編以外にこのような形の本も出すことができて、とても嬉うれしいです。

　短編の世界は、長編よりも時代的に少しだけ前になっております。長編とあわせてお読み頂くと、更さらによろしいかと思われます。「長編と短編を行ったり来たりして読んでいたら、頭がくらくらしてきた」と、ある編集者さんが仰おつしやっていました。それもまた、楽しみ方のひとつになれば、これ幸いです……。

　第一話を書いたのは、もう一年近く前のことです。当初は「近々発売される長編一巻目の宣伝を兼かねた読み切り」という形で、仕事を頂きました。内容を考えていたら、やっぱり連載第一話に変へん更こうと言われました。喜んでいたら、雑誌の付録ポスターの裏側に長編の宣伝を書いていいと言われました。更に喜んでいたら、次の号のポスターの裏側にも書いていいと言われ、「連載って、もしかしてポスターの裏なのかな」と一いつ瞬しゆん考えたりもしました。

　今回見直しながら、去年の夏は暑かったとか、私は一号二号という呼び方が好きなんだなあとか、色々と思うことがありました。一番に思うことは、一年後も、こうして小説の仕事を続けられていてよかったということです。周囲の方々の支えや、読者の皆みなさまの応おう援えんに、感謝の念が尽つきません。

　そんなわけで、担当の主藤さん、イラストを描かいて下さっている原田たけひとさん、出版に係かかわって頂いている関係者の方々に、今回も心よりお礼を申し上げます。

　そして、読者の皆さま。この本も最後まで読んで下さって、ありがとうございました。

　順調にゆけば、来年（二〇〇四年）初め頃に、長編の四巻目が発売になるという噂うわさです。その時にまたお会いできることを、楽しみにしております。





椎野美由貴　　


















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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